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TRADE 門ARK

地下鉄道、高架鉄道の知き激し

い震動箇所でも弊社製晶は完壁

の防水効果を発揮して居ります

JW総 ・_)i!.;}.: .  ｻｉＺ似， ｉ ｾ

御科.i ＧＱｾ＠ ，-

独 特 の 点 灯 方 式 .ノ

目立スーパーラ ピッ ド蛍光灯は- ー

・グローラン ' か， ，1) ま rEん

・多欽 :tr' をがJ 1  f. で .(r: こ点トl す る こ と がtL 来

ます。

・低' 山 Eでも点灯します

・取 f.j 配線は似めてj ) i J 1ii でアース線を取t 必涯

がありません f  

• ｊ 尊 ￭ｬ［Ｚｾ 廷が不安でＧＺｊ

・ラジ; t 斜f 汗がほとんとありません

. 日)J 千， '¥<1です

自 主 家 庭 電 器 販 費 株 式 曾 結 E  . D : 製 イ 邑 舟

s ; "  %J"， ＺＭ，ｩｦ ｾ帥
の補強津波込 ＱＱＳＰ ，与の経 ｲｾ 誇 Ｕ

目盟 却で，グ

ドッグ印 / ス ノ . /レ ，lレーソ: ン Y

アスプ〆ノレ| ソ_ r : ルト

妙 11 ノ レ ー ブ ' ン グ

メノ レ タ イ | ル ー ソ f ン グ

キ J マ ν アタ， 1 (  ，: ＺＱＪｊｫｩｾｦ＠ ，!j ｾｾ＠ 1ft; (I i ) 

ヘ ツ シ ャ ン ノ 〆 ソ リ ツ ク ( ｩＧｦ ，ｾ＠ ，'1 i"i [1:1、ん)

コ ッ ト ン プ プ リ ツ ゲ (iHf ，'aii: (Ij) 

， I向、プ f ゾ リ ソ ヴ ({'ff!'-. ，']・ 'j'i 1f t: (Ji) 

ゲ オ 〉 タ f ト ( ('11
紡 11I 世PO

ω  11 本 l 抑 制，(1'"f 工場

株 式 会 紅 Z 策 融

大阪市西成区制E通 9丁目 24番 地 電 話 天 下 茶 屋 川8861 ・8862番



設計恥削減LL1くM

レールの長サ

1  2 尺

S 尺

6 尺

用 途

ガレヂ絡納庫

信草間仕切等

ゑ 主 著jE 三 谷 製 作 所

向御要望に依りポケ ッ ト価格表進呈いたします

文化的手当テ ｾｾＯｪ 先づ 一

リノリf ム

リノタイル

の 使 用 か ら . . … ・・

女御用命は下記代理庖へ

お願いします

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会社中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 丸 喜 商 席

深 見 金 物 株 式 会 社

湯 浅 金 物 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 枇

株 式 会 社 日 垣 本 社

株 式 会 社 平 尾 商 庖

. I' . fT 

東洋リノリューム株式曾社

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 包 伊 丹 ( 代) 3531

東 京 支 庖 中 央区銀位四 ・三和ヒソレ篭 JJ[ 縞 1701

大阪事務所東区瓦町 二 ・三和ピノレ包北浜375・376



輸

釘を使 わない 化粧と実用 を兼ね た

特殊強力接着剤

木枠は 勿論直接モ ルタ J レ面 lζ

吸音 板 岩 綿 板 硝 子 繊 維 板が

現場で簡単に貼れる

畿 運MMF l 二

777な¥' ｾ＠ ｾａ＠ /1 
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藤 森 工 業 株 式 会 社

本 社 東京都中央区 日本橋通 1 一 5 ( 中内ピ ノレ)

専 用 電 話 東 京 (28) 6 2 7 1  - 2 番

大 阪 ? 司 祭 所 大 阪 市 西 区 土 佐 招 通 1 丁 目 I 務地

大 同 ピ ノレ 7 0 9 号 室

電話 トー佐掘 (44) 0225 ・756 9 (山，通)

3  1  3  1  ( ピノレ 交 換)

台強返さ会

③ 
(  2粍厚)

I z  マ) 1，カ

家が倒れるまで被害f L . 気づかない，おそ

ろしい 白蟻に対して，アント ックスは絶

大な偉力を示 します。 アント ックスは ベ

ンタクロロフ ェノーノレ ，多 塩 化 ベ シ ゼ

;/ .  7 .  B HC などを主成 分 と し 防 腐 ・

忌避剤を配合 したものであります。

111¥色の柚朔jで， 使用法も簡単，効果は長

時間持続 し，変質もなく ，防蟻，殺蟻 ，

|坊腐 などの作用を強力に兼備しておりま

す 。 価 絡も低 ｊＱｾ で す 。

大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋 北 詰 包 (25) 631- 635  

支社・東京都中央区西八丁掲1の3

m( 55)2300 ・5055



( 衛陶マ ーク )

害 「 川l

祈「ム

S - 170 

スミ付ロータンク

。匂吉お1<..i

(金 具マーク)

弊 社 は 本 社 ・茅 ケ 崎 の 各 衛 陶 工 場

及 び金具工場共に J 1  S の指定を 受 け

た| 唯一の衛生器具総合メ ーカー です

品質管到! の世話秀な

東洋陶器製品をセ ブ トで御使用下さい

本 社
東洋間器抹式奮社

茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 458

T E L ⑤ 2481- 5 

特殊加工がしてあり ますか ら， どんな糊でも

又宗人でも終劫 lζ 貼れます

インク . irli .  T J J r i 喝の汚れも1' i鹸ノk できれい

にとれて水拭が，，[ 能です Ｈ特許 ｉＧｊｊｾｾｩｬＢＩ

神奈川県茅ケ崎市

T E  L  2 1  0  ＵｾＸ＠

床材料の決定版ノ

ー

東京地下鉄 ・東急，新車 に使用されています

それは ＡＯｾｉ ＹＡｬ ｬ が柔らかく Ｎｔ 入れが簡 単でしか

も ｦ リー 仁 ｬ 多数の采ｼ碕者 ｩζｼ 耐え仰るｾ ［その特例ーが

他のほ材より俊れている LJiiJ>認められたから

です

標準寸法幅6尺 × 長 30碕 × 厚 2.5粍( 1巻15坪〕

⑬ 

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東洋r/lI 1. g 飾区本日 l問ツ木UIJ 54 屯ぷ: t' . ¥ffrli (69)  1946- 9  

Ｈ全ｼ司有名内装工事庖に御 ＡＡＨｴ 会下さ ｾｬＩ ( カタログ贈呈)

4  

"  



... ｾニユングミ Ｒ レソコＮ

協吻ワリ F  ⑥ 美 素 式 ピ l レ デ イ ン ク 洗 浄 工 事 ~ レ8診泌

刊ｾ ⑥ 建 物 外 壁 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事 ---1‘  
⑥ 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

i /! J コーン美素式防水工事

米国タ. ク・コーニング会社製のシリコーンを原料

として作ら れた最新強力防水剤エパ{ シ ーJ レ使用

溶剤は高級溶剤を使用し屡黄色変化を来たす石油剤を使用せず

大阪市東区瓦町弐丁目

( 三和ピル〉
22 美 素 工 業 所 電 話(37iiii



でふ名手主素工事の互訪ゑ? を季

⑨新築住宅に拭込手入のいらぬ美素工事

⑨ 古 い 住 宅 が 新 築 同 様 と な る 美 素 工 事

ビjレディシヴの床・ガラスの月極清掃工事

美素ワックス・美素水性ワックス使用

大阪市東区瓦町弐丁目

( 三和ピル)
22 美 素 工 業 所 電 話(:;;;(jjj;



"i企2与S  
告 1

f主 員 選 任

桂・ 修 学 院 離 宮

見 警

昭 和 3  2  年 度 役 員 選 任

IIfj 和32
1
1o 3  )  J  ＲＸＱＱ の ｊｬＺＱｉ ［ｩ 派議 ｬｾ 会で下記の ｩ 並り選任さ れましたので ，

ζ こに会合いたします。 (倣祢目指 ・畦i不同〕

総 名
事1 ( f  

f:I1 ( f  

-'L-、 l と 竹 IJ 民 他 ii!i

Ｑ ， ｜ＱＱ 公 ｊ ｾ 初I} il! l  11長 一 バｾ :tl n  議 三

}'Jl lJ ト i泌，，' . {品 ノた j) t  ｽｪｾ＠ J i . 虫11

， Ｚｾｪ＠ ti品 wi 夫

J G 1I向 久 ωJ

山 崎 J L: λ; 古11

者，ｾ 4: ｦｴｾ＠ ｾｗ＠ 佐出子 正 一

( I i 胞 込ｾ "J 竹 内 ! 成 夫

t ] 、梨 f ¥' 汗

ぽ JG 長n
} . : . 林 ノ'j JlI I  

銭 高 炉[i 之 i長 i({ 1 r i 之子11

竹 '1' 鋭t
総本す Ii4t 古

総 本

見 ｉｾ /J ;i イ，j 1.必
111 ＮＴｾ＠ 7包 太 郎

ｉＧｾ＠ I11 ! 成 之 jJ ，:  Jj 長 太

i l i ;型f' ，T ( 太郎

:r i  111 :，y  =-
壬{ : ( t 111 ;j( 

)1 f  Il. Uf 
，'1' ｾ＠ J.i. 

，'i  111 {，;. i i; 
II'J ) 1  保l I ii

昭 和 3 2 年 度 評 議 員 会 議 長 ・副 議 長 選 任

lI (j 和3211' 3  )  J  2811 のJl:1I ;j ，i、ド，iRl l 会で卜心の通り選任されましたので，

ここに会合いたします ( 敏祢附)

H、ド議i i  ｩｴＢ 長 ｬｾ

11 ｬ Ｇｩｾリ 議 ｩ 之

百r ([ 

鈴 木 」、) 己

央 μ 11:. 一

ill ( 1 

inJ { ' ，- 以一良1¥

) L; . i l i . 勲

昭 和 3 2 年 度 兵 庫 支 部 長 新 任

本会F，W文部では卜 U のjlli りょ主部長がj立HE : されましたので会告いたし

ます。 (1，民弥酪)

新 何
晶i 1.[ 

文 部 長 111 I' -j Ui  J工総j ，'i 111 {;3' ｪｾ＠

IIH 府13  2 イ1'. 4  )  J  1  ¥J 

社団法人 日 本 主u 築 協 会

春 の 桂 ， 修
件寸4ー

院 離
F邑品 『

見
件ザdーL  

↑恒lif似例同刈lの ｈ自削縦 ｾｉ挑 ｉ ｬＧＡ下 ＧＺ［ Ｑ［ι ｌは ｌどｕ ，ρ 、Ｑγｩ

ｬ巾ｼい ｉｪ 込込ふ ｲ心 ｼ険 虫 Ｇｊ ド ｌ可忍羽 Ｇ ｾｲￜＮｾ 己人の I.J折斤;厄区しお l川州|いl込み下下-さい 』μL，γ'会 [日111附L山、与h，決lたtl定iヒ:次1第1お}参)J¥加』川I  

針iκζ 街御Jj述d坐j*'給告 l川巾|いi し 1. けげ，ます

( 参考) FI i 込〆切→筑締約成→宮内 JJ → 本 会 へ 許 "f.&人. L i 指定→参加

決定. s'leilli 苅1

記

(1)  111} . 6は御不明のJ i j lf 日 1-:7i 9i lC.似る 。

Ｈ ＲＩ 予定人 員杭 湖 ｬＧＺ［ Ｇ［ ＳＰ ｾ 円修乍 Ｑ ［ ［ ｇＯｩ ｬｬｦＧ Ｚ ［ ｜Ｇ Ｓ Ｐ 名

(3)  〆 切 4  )  J  1511 ( f Jl: 人 W c注した11与は !IJ )Illiij でも〆 切り

ます)

(1)  見学 予 定 日 4 )  J トイ1) 5)  J 卜11)

(5)  ＱＱＱ 込は悦ｊＱｊＡ ω 郎ｻｾ I  大 I!Jidi 止と1><: ..I tiF 3  78 ＱＱ ＮＭＱ 、ｾ策協会会合

{系列iζ 似し〉ます

・111込u己，1虫・HJ !'i ・ (イ)1，I. 'γ'iMJ 1I ，引の出11，':・，; I ケゆI' Y， (口)氏 名 付{I。 令

1=-¥判的 it1九刊、及l以1'， ｲＮ Ｑ ｊＱｩＮ Ｈ￬ｬｾｩ＠



会 告 2

新 人 の み な
大
」ま ヘ

新人特集号について

「建築と社会 J 1957年6月号「新人特集号」企画について

当朝日 ｩ 集 ￍｪ 員会では ， ｾ祭料の新人のために ｭｾ とれ会 ｊ 6) J 号の全

必 luiを民供して， i 新人特集日」をキ11む乙とになりました。本王| は ，従

来の ， ＧｊｦｾＮｾ 築家村集号のＡＺｬ｜ 41"111 1 ( . 当りますが，J昭和29i r， 30年 ，31年

とちが って ，J.ムく創芯.と 工人1ζ みちた必々の御i H易をねが って ，jjJ ) J と

魅力ある特集にしたいと存じております。

ねがわくは，つぎの則定により ，ふるってLじ必されん乙とを//

応 募 規 定

1. デグイ ナー，f，Yi .iiJぷ，現場技術名 ，ｾ＠ j  政 *，1i!f}t: .!) I"， その他i倣J或の

いかんを問わず，J.ムく建築 l乙関して以撃な拶を怖いておられる新人お

よびグループをお{ 介する乙とを主旨とします。

比、』) さ れる人は ，Ｚ ｱＺＮ 令 ｩ ， ｾＱＲＵ ＮＮＴＢより ＳＵ ＮＮＴＧぐらいまでのみで ， 会以外の

) j もさしっかえありません。

2. なるべく行fせんおを通して応必される乙とを吊虫しますが，その批

せんr . の見出らない人は ，JI''- fま:11料l 集会. i J 会にお 111 山下されば，その

J Wを代行いたします。

3. 提 出 資 料

(  i) 本人またはグノレーアの'u ｦｌ ・ 氏名 ・ ＱＺＮれ ｩ ｬｾ • ｾ終学歴 ・ 現職 ・ 作

IV1i ' 附雌

( ii ) 実施作品の場合

a. !!¥下IYJ なる' ツ:μ

b. プラン cぷインキング)

c  概' ! ! ! (19r ，( EJ 也・設口| 施工，行手ノ1 ・w校 . !t. JiX .  i. WJ ・主1 ，g 仕上)

d. 設計_ r ，. としての乙とば ( 400宇ていど)

(  iii ) 意匠案ま たは構造案の場合

フUJ I l i にいたらずjJL上に旦Il. もれているデスク プランでも- . / イデア

でも桃惣スケ ッチでも uJ 。

a. それぞれ ， そのｾを表ぶする資料Ｈパース ， プラン ， 詳細Ｑｉ凶などＩ

b  その: 袋の概説 ( 1000字ていど)

( iv) 現場技術の リポートの場 合

現場』技術のl成果を表示する凶印ー資料などを含めて ， Ｔ ＰＰ 字ぷ ｊｾｩ 稿

川紙 10，flc

( v) 建築評論の場合

400字J川日杭J l WU O枚または20枚

( vi) グループまたはサークルの場合

J U，i! 作品 ・研究報告などグノレーフ ・サークノレの J;¥( 米を表ノj、する資

料 . n;i :fi (:j を，それぞれ ( ii ) ， ( iii )  ， (i v) ， ( v) そ参! ¥日して総

出するとと。

Ｈ［ｩｴＩ以 ｉ ＧＮｾ ，ずれも 1点あたり" 山l

おります。

4. 提 出 期 日 If{{拘 132イIc 4  )  J  25 J  J までに必 iqねがいます。

5. jWd氏HI およびディスプレイは"f.: ioLl 公lζ ー・任ねがいます。

6. ｪｬＭ，｜， ｉ 点の分は，ｪｬＭ，｜岐 ｈｴｌ およびｊＮｌ［分の ｨＺＺｩ 料益出 Ｎ ｾ 1:いたします。

7. jj{ : 1¥先 大阪 ､ｊ 点 ｉｾ ［ｪ ｴｩｲ［Ｚ 3  .  - 37 

Ｑ Ｑ 本｛ｴＮｊ ｾｾ￬ Ｇ￬［ ｢［ｾ＠ ｾｾｴｾ ｬＡｾ＠ I{; E.: (1 ｪｾ 新人 ｈ Ｇ ｌＢｾｦｦ Ｚ

昭和32年 4月 1 日 祉団法人 日本建築協会編集委 員会

ｴＳｾｾ ， ｊＺ＠

2  ) J q，折峨の 佐々木正雄氏の 'm

空高齢断 。 ｅ 勝ｊＧＱ＼Ｚ ｾＲ 彬士加 ｔｈ 、た

しました乙と に対し. 早速1乍首ヘ

会 Ｑｾ . 在日u名で J W: を送らせて

L、r.rご" .l しに IJ 仁ここに，tt L t

i】烈〈むよE 巾し，:'， 1r.! r- 。

( 嗣 1.1. .部}



/  

そ

.  

、一 甲
つ神 戸 庖

設計・施工 大 成 建 設 株 式 会 社

5  



そ
-
つ神

.、

' -

警 n .

a又

菱

ガ ラ ス

戸 庖

計

増 改 築 イ儒

呈 凡

=  
工 事

理

電 機

A

宝ネ土株 式

エスカレーター

6  

エレベ ーター



M B  ' i ' J . 冷凍機

t E QL 設 備

衛 メ1:. 工 ヰI

ν 守 " タ ー

'、a廿b  

暖 房 工 事 株 式 会 社 朝 日 工 業 ネ土

衡 生 工 事 株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所

電 気 工 司匹 株 式 会 社 大 阪 電 気 暖 房 商
4zbz ‘  

サ ッシ ュ ・シ ャッター 日 本 建 鉄 株 式
dzbz • 

ネ土

ガ フ ス 株 式 会 社 山 国 商 庖

7  



下地 タイガー印 ラスボ ード

神 戸 そ ご れ

三 井 ￺ｾ ot ) 下塗 タイガ一日JY . N. 石膏プラスタ ー

上i J l クイガー印混合石膏フラスタ ー

吉 野 石 膏 株 式 会 社 大 阪 支 庖

そ

『

、- -
つ神 戸 広

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

玄関エ レベ ーターホール ( テラプー仕上)
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建 築 の ラ イ フ 特 集

};i 紙 に つ い て
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4}jJワ] .. ーノ f ワのめる il! 築( 広助

l世界平和Ild念型蛍. (E'-正

ヒ''' ，大阪ガスピ ル. 大
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設
1;1: 言十 者 し て 」 とと の

'iJ l! krhlt の般本的使命であ る完全伝る保管と能中 l向き初役を主限 とし て，

E れ を敷地立地条1 ' 1 ' 1 1 : 合理的に合致せしめ る乙 とと 同時1<:. 商 昂i大阪のrli

巾 ｫｲｬｩｕ と しての ［ 史観を併 せ ｾ Ａｬ￮ して ｩ 投 Ｓ Ｑ した。 凶 ｬ ら平面 ｊ 十刷については当

敷地の凶聞が公道 であり ，北側は公泊 を附 てて土依品! 日II IC百1し，猿およ び

ｾｾ側 道 路は 交 通 ｬ 剥 ｬ 肱 であるか ｉ 有お よび 凶側は ｭ 邪 道 およ び 歩 道 ｉｃ ｉｴｩ し， 111  

梢 人 ， ＱＮ Ｑｪ の父 通 事 ｬ 繁 で 何役ＱＧ ＱＧ ， 業は 彪 ｩ 険を 伴 う と ｨ ｾ ｮ Ａｪ ｋ 他都低下の販 がゐ る の

で Ｎ ι ｴｬｬ ζ 代る もの と して ま ｅ 物 ＧＱＧ 火地 ｉｃｲ 判 ｾｾｉｃ ＱＧｴ過 す る ｲ ｬｊ ＲＳ 米 ＳＮ 段 ＴＴ 米 ，

I(，j fl'・'11000 、1'- *5 断大m与を吹抜 としに (r :i 卸l助を. 枇け，上階 IC'臣 る に 従 い

じ ソ i パ F 少しに (r:，受i' i .t1t川のfl' :ri 鴎11、を1' 4閥l己繰りし 貨物 保管識は点

jJI{ 2 つのブロツフ にう} け， 叫uよ平版床榊W. 原餅 附ICて6宅1<: 耐火t荷造 II¥j

ｉｉＺ ｕ ｊｾ 明 ＱＧＭ て 区闘し ， 全 Ｑ ｭ 口市 ｋ は手 ｉ Ａｗｊ ｉ 持 ｬ 、式 ｾ ｊ ｪ 火 シ ヤ 匂 フ ｩ 血 ｈＮ 消火作は

サ f ア: スコト '1 ｾヨ＾ ｊｾ Ｇ ＱＴ ｾｾ をｾ血 ［ ｻｦｌＮￌｬ菌 、 市 ｅ 配備 し に ｾＡ および 」じ側 は

Ｑ ， ｾｉ Ｂｬ ｩ ｃ 明 地 を銭し， Ｑ ラック ｾＺｩ 伐 と ｾｾ側 ｌｉＯ ， 制 ＯＱＱ よりの ＱＷ 月 ＺＩ Ｈｲ Ｚｩ 役を Ｑ， ，，ほ

しに B

保1' 1' 事について将官 rべ与 以は . ｲ Ｎｴｬ ｬｾ Ｇ 貨 物の Ｏｮ｜ ｬＡＧ ｬ を 治 ｉ ζ ｉｴ ｾｪ 二の 状 態に Ｈ， り

しめる Ｑ［ＨＨＱ で Ｎ Ｑ 砥 ＨＱＧ の ｮ ＮＺｲｩ ｑ ｊｯｉｴ ｉｃ 余 り 例 を 見 な い岨 Ｑ 制 倒 ｾ ｪ 担 主 ， ＨＮ投 備 とこれ

とｻｬ ｩＧＯ ｉｉ し ＱＨＡ るｩＧ ｉ Ａｉｬｉｊ Ｎ 湖国 Ｑ 而ｊ￭ｩ｜ｬ の 冷叫Ｈ ｾ置 に よる 除ｩｬｩＡＧｬＮｩ ｬ 置を，投 Ｑ ＱＢ したことでの

品。 なお組物lIU' ii. 'I11地， 1， '1' 2階児はI'f PI !ffll?'j 'H務所および本郎事務Ili を

投: ). ｊｩｬ ｌｉｃ は木正 ｅ 物 喝聞に ，ｲＧ ｾＢ ＱｊＮＱＡ 物 Ｑ ，Ｇ少 な く 寸 ｾ Ｂｩ のＡ 日 ｴ ＧＱ Ａ か 良い ので 地上

ＳＲ 米 の 原 ＳＱ 祈に ｬ 昆 ＧｕＧｾ を ･ 役け た。

Ｈｲ Ｚｪ 伎の 流線は トう ｙ ク ｊＡｊＡ級 を ｴ としｻー ｕ ｉｩ刷川 からの入山 ｴｾ 押 ｉｊ ｦｲ は ｬ 明少で

あ る) 入wは土佐知I!品より 人る線， i品川tは1相側jti 路，c l- lI る事ｾ が ｊ Ｚ 流 でめり

j:(; って小火吹依通路 lよ』じかり 1村への- JJ 父i且とし ， ｉｊｉ せて ｾ Ａお よ び 北出 Ｑ Ｇﾭ

ｭ て は外郎Ｈｲ Ｚ ￭ｾ 是 ｦ＿ に ｴ り Ａ帆勾 との 向役 を 行 フ 。 吹 抜 Ｑ 断通路 および 出入口 ｲｬｬ

1;1. 13米 6で組大但 トラック 4ft が余怖 を持って設刈通行司能の巾を持って

-

'

i

n

4

9
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q

 

(.ij 役/ fl プラツ l ホーム

1'11エレベータ ー

3 屯銅製 デリ : J ?

スパイラルンユ ー ト
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o  ｾ＠ 侵内 11(1 u ープ

トロ ') ーホ f ス l

脳 外 I 屯 ロープ

トロリーホ f スト
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:;}十倉五I! K K管副部
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夫西 正

い る。吹政両側の プラ・ 川、は1114 米 9 延 長4 4 *，乙の部分 1<: おい ては降雨

ＱｉＡｪ で ｢ｾ 記全に作業 が 可能 であ る 。 外 部 プラ ｹ ト は Ｓ ウ 百 ｲｲ Ｎ 乙れ Ｑ＼Ｚ 配 す る初

役繍械ロ ープ l ロリー ホイ λ ト屋外川 3lま，同盛内mは'1' 火吹fU天 井 IriiI，-

点凶両 ブロックで(lI!JIj :ll 米 るもの4;1&. いずれも その縫製述瓜唱C米 l分の向

性能， その他 IC点附 ブ ロッジ 各 1; 1&兜のじl動. { ] 床全自動式 エレベ一世一 。

スバ t ラルシユ ー ト，ill lJl t却mデリツジクレ ー ン: ! } の荷 役機微を完備 し，

迅速荷役を "J 能伝 らしめるよ う身 厳 した。

合間部分の床日決itl'- ついては，大阪拠地 械に続く 当敷 地 々盤 のT首命でゐ

る軟 弱地帽の総体的沈下 と，必然的 lζ 起 り1(! る高潮から 貨物を安全K 保護

ナ る11作j で. iii l 円に対し ては純1M内u さのlJ'i 1己てぷ持し 仰 るE聴きの{立iWζ

耐ブJ 正，る地例 か無 いので i宇耐，t JJ ; 礎工法 IC.よ り建物全mなを支持す ζ 殺

.11-1'-依 ヤ. n州 市う} は地断 とし て料民術ill の川途に利J I j し1':1 るよう 31，i[ij し

た まに 後ＯＧｩ Ｇｉ ｃ 対 して は Ｑ 附休 ｾ ＨＮＧ ｩ Ｇ￩土 佐 矧 川 左 ｪ 戸防 柿 ｬ 挺上倒より Ｑ 米 ｾＧ￳ く

り P ，( け ，'i;jと とし . 在i lc，将米の地 盤沈下 IC備 えて 1 1宥々向 を 必 要 日 よ

り l 米 刈 < 6 米 とし将米床上耐を l 米必上した場介で b貨物l J i ' 付 上 点仰無

ｴ 、ょう ｾ Ｎｾ， 畳 した ＮＱ 階床 ｮ と 地骨 量高 の ＺＦｮｩ ｬ 米は ｬ ラツ ＿ ＨＮｕ 役時の プラ ｙ ト

内 として 適当 である。 地問 へ の 入 口 には 総 て ｏｾｐＮ ＨＫＩ Ｕ 米両の ｉ ｓＯｩ糊 ｬ 設 備

を設け た.

外観l : l V主 1J.1'l FIl としての繍{危 目 的からその形態は自 ら決定さ れ る場合の

例が多" ， 本建物 は* 同 2つの主旦之之の保i白玉三白 叶1火'次f H百捌場，東I村l

巾 Ｒ 師寺 可 ｬ ｦＮＶｾ至。段上援盟主Ｎ {.ij 役機憾，各階術世fT，等の部ぬより締成さ

れ. 乙れが使用上の利便 と. Vf J 日間1. スハノドレル等の寸法組合せな らび

に綜合的色調1<: っ き留t J . して紋叶した 。

7  ｾ＠ 1. 5屯鋼製デリツク

8. 笹備民姉ifr

9. 現主晶民J占所

10. ml l お よびJl.!.j 主主

11. 俗 IU 室

12.  (iJ! I折

ＱＳｾ＠ {.ij 主 Ja JJ r  

14. 応I t i ｾ＠ 階

15 喫 煙 所
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一 井 土 佐 堀 倉 庫

所 在 地 大 阪 rli 川 区 土 似 品ili温 4 - J  

敷地 IfI i&1 J ，8'17.00Tl' ( 浜地を合 L')

ll¥築 IIMi'! AI! t !， 1， 1  3  O.  0  0  T!， 

i!E T !， 4，8 0 3 . 0 0 TI' 

保 管 主 3， 2  9  3. 0  0  TI' 

{.ij 卸j 場 7 0  5.  0  0 蝉

事 諸 説 3  1  6. 0 0 坪

機槻五外 4  8  9.  0  0  TI' 

ｉＺ Ｚ ｾ＠ ｾ 車 ｦ ，:'， 2  5.  8  2  0 米

: : 11綾仙

ｾ＠ ;:< G L より

3 2 . 3 0 0 )1， 

ＶＮＰＰＰ ｾ ，＠

附 数 地下 I 師寺 1 地上 4 附。品目磁 2 附

1/11 j古 鉄筋 コJ ツリート i百一部鉄骨i也

工則 ｉｉｈ 和 ＳＰ 年 ＱＲ 月 Ｓ 日 ｾＳ ｝ｩ Ｑ ， ｉｊｊｊＳＰ 日

16 

設計監理 三 井 倉 庫 株 式 会 社

的 役 設 備

1.  IJ ー フ ト IJ リ - ，1・ f ス l

hl 外 32主 回 l判4}，1; ，lI' 7)，1; 他方 J 011  

1. エ レ ベ ー タ ー o' t 存 JII ) 2  J}:; 

1' 1  ｾＡｉｊ＠ ｾｉｉ 踊 ｬ 式 能 力 1 111  

I  ス パ f ラ ル ン ユ ー 1. J 基

J . 銅 製 デ リ Y ク ク レ ー ン

3 屯 J !15 (ill I，t 貨 物 川)

1. 5 唱 1  1占 ( 浜桟偏向役) 1 ] )

J.  J o j ( 内 j ) j 付 機 械

袋物w物拘役川
ハ f ラ ー

1・H内水平運搬) l j コノベヤー ， ローラー

コー〆ベ 1ー ，ワオ ー クリづ卜，特 殊ti llt

調1 物 事 の JlI 付 '1' 2  1斬(，:i 役 川

λ タ Y :/J ー ポ ー ク ブ ル ウ t ン チ{山

外 制 耐 ifti

施 工 区K 竹 中 工 務 広



• 

地 階

1. ｾｉ 貝食堂

2.  FU 俊 宅

3. 物 lrl

4.  石炭及灰入

5. 受 m 笠

6.  相i包場'fHn宅

7. I 屯 エレベ ー ター

中 2階

l  文 広 及 室

2 且l 衣 笠

3. 11r: 五11

4. 応 接 室

5. 小{ > J ! 蛍

6. m話交換を

7. ，ｾ＠ ILl i9i 

8.  f : l o備目的 I町長

2  ｾ宮

1. l !Y{反噂川保行常

2. 出i ｾｊ 場

3.  1  i!1エレベー ター

4.  旦ハ f ラJ レシュート

5. ｦｦｾ 内 Ｑ i !1 

ロー プトロリーホ f スト

6. 帰外 l i!1' !  

ロープトロリーホ f ス l

7. 燃! ! i . 軒

8. 検 li I品

9. 現場民話所

ifi j珂 よ り 守J む

22 号 庫 l i¥I K//ト|24 号! 草 26 号 庫



T77J  

J五; 剖 1.  .  :}  

一 井 土 佐 堀 倉 庫

北 京 よ り 型 む

3 階

1 . 出I 捌 場

2.  1 ，[ 1 エレベー勺ー

1  ス! 、 f 弓" シァt ー卜

ー1 以内 1 r{1 

¥1_ . ' ト 111) ー ホ ( -' .1 

;) .  k{ 外 1 ，包

"一 ' 1' 1 1

1

1" ' 1: ( " . !  

6 同I叫fl .!.'ifili

4 階

1. r. :i 拍i 場

2. I 屯 エレベーター

3.  ス，、 f ラ ル Lノユート

'1. 限内 1 屯

u ーづ 1- 0 リーホ f スト

5. 帰外 I iD， 

" ー ワ 1. n  'J _. Ｚ ｉｾ＠ (  -'， I  

6.  !l.l川口約所

屋 上

1. H1 '<( ｾ 本

2. 除 却 換% 機 械可{

3.  υ ー フ l 口 '1 ー ホ f 烹 l

機 械宅

4  エレベＭｾ一 機 械 ヰ Ｔ

5.  '11 .1自 宅

6. I  rD， エレベ一々ー

7. 樹 {.:i ｾｉＧ＠ ｾｉ＠

8  限内 I 屯

ロー プ ト ロ リ ー ホ f ス 1

9.  同外 I ，Il 

" ー イト n 1) ー ホ f 吹 l

• 



'1
'

火i田路 よりみた

12号W . 22号FIl .

ＳＲ 号ｾｉｬＮ 42号同tの

(，:1抑IJ JI，I

中 央 通 路 内 部 19 
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小 林 製 薬 株 式
.d‘  

:z:;; ネ土

設 計 監 理 ヴ ォ ー リ ズ 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組



J9i  (1 地

敷 地 1町宮I

建 築 而1制

機 i量

開守 数

。』 さ

深 き

工 :rll 

U:上の栂:l l !

大 阪 di Jl! T{ ill 修 町 5 丁 1125 帯 地

3 0 0 . 5 2 卸

正E 坪 2 0 9 . 7 8 .Tf.

延 坪 8 2 7 . 7 8 卸

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i白

地 下 1 階 地 上 5 附( 結邸付)

桝屋T t i 向日 迄 7  0  .  7  0 尺

ｾ，ｉ［礎下船迄 ]  6  .  0  0 尺

|同和31f l'2f f 5F1 IIIH可131年]] 月]2日

'U 務 所 外部 ] 1暫は，f.: 麿万l占御影石を11' ; り.

21軒以上は別製二丁目+ 9 1) レを 11';る .

2竪は ステ ールサツ ν ユ網入硝子 とし

内部咋: ァスタイル，天 )1干1孔 テック

ス及タ f ガー 1. -: - lI' i り，明の仕上

はゾ うコ ー l 及スプレッドサテン等

の新しい樹脂! l l fl を{止)[J 。

白 川{ 外向iは( ! l セメ J トリン ンガ :-1次付f I

_I二。 : 容は ステ ールサッシユ網入附子。

床は k 〆J トモルタル， フエロコ γ

仕上。

設 計 者 の こ と ば ヴオーリス強築、'Jl 必j肝 寺 島 啓 剛

吋事務所は眼前よ りヲラ ユノ: J ? 派で有名なnrl ♂z色悉く特色をもっておりまし fこ。今は

IIt 界的な f ンク ーナν ヨナルの熊耳iで一般作品も時iilW: 添っている傾向でありますが， 私

述ｉ， ｾ島らかで ｢ 遅れないよう研 きんをす Ｑ｜ねている次第 です。今 回 の工事は ｬ 刻 Ｑ Ｑ ｱｬ ＱＺ大 阪 ｈ￟ｑ

所を開設し まして段初の色のでゐり記念すべき 処女作品 といえましょう。

会館 とかデハ ート と ｹｩｬ り ， 一 般商ネ ｬ で ，し かｉ， ｩｬｬ 修町 は ， Ｇｩ ｫＡ｡な峨［Ｑ［が ｾＮｊＱＢＱｩ している町で

ありますが，御Ml i lo  Ｈ品ｾ ＡｩＡｾ んＩの 御ｾ‘ ＧＱｬ でその 地味な 慨に少しで Ｔ 新しい ｢ の ， よい ｢

のをと』心出けました 。

ι の19: 峻功しま して，先ずミスのない無銭なi1! 物と伝ったことを何 より科ぷ志のです。

施 工 者 の こ と ば

乙の建物の特徴 といえば . ｉ 見釘迄進 ｈｉ している 建築資柑 を全部 ｾＩｉｬ した と いってよいＮｦｲＡ

それそ Ｇｉｴ のｊｉｬ ｩ 釦｣Ｎ， ｴｾ じ適目 ｲｲｋｻＧ 史っている ｅ とです 。 笑 ｉｃ 資材の サンプノレと巾しでも過パで

はありません， 注文者の御盤味による多血多様の資材を上手に軒1介せられた股; 11有の御苦

心 IC対し倣服いたしますと Jt lC脳工者 もまた乙の点殴々持労いたしました。

また基l礎工法 11 : ついては閃示のi且り本自Iは地 F ] 階地上 5 1軒. ζ れに接続するl I /oI!は地

下司王なし の 地ヒ ］ て附ｩＱＡでありましてＮｲｊ可 ｉ による アンパラ〆ス Ｑ ＱＺ加 えて 占ｾ般 の高低差が Ｔ 米

以上となりますため，不司a下の生じな ;、 ょう 施工に際 して細心の1]，'C! を払いました。幸

い何 It t 成功 した ζ とを何よ h うれしく 思っています.

1町f川 主 宅 床 テラゾー {J ょ J時 テラゾー u上。天井 行孔 テツヲス破。玄関日 ホワイトブロンズヘャーライ ン仕上 o ｦ 下 型邸 ｉ 山事ｾ ベニヤ ｉ ｉｾ 。



2 附 111帯 主 床 ヲス々 ( J レ即i.) j鴨 プ ラ ス タ ー ス フ レ ソ ド サ テ ン 情 。 判 長 宅

天)1' :  'J ｻ ガート Ｍ ｾ 比 ｉￎ ｯ

小 林 製 薬 株 式 会 社

j 血 断 I . ft 常

2 回 l I J

3. ｾ＠ 1< 市

13. U't 4.  m 槻 弔

五 ポ f ラー 弓4

6.  Ili' J比J oI I

1  I終 1 . 玄 関

2 存 甫1

3. H  :1< Ｎｾ＠

4. ￬ｾｬ＠ iJ r.ヰf

5. 男 子 便 所 9. 検 品 市

6. ! A子( i J ! ! 舟 10.  {':i 浩 司4

7. {.:i 受 i品 11. 1f レ ー チ '

8.  Ii JOIl 12.  (il! 所

• 

'‘ 

2  併 1. 'ri  f ，事前

2. Ｑι 筏ｾ

3. ，'f j，J( 

'1  I品 ;;1: ｾ＠

5.  (山 l町

6.  J' .  !II i  )il 

7. Ii  j・1I 5. (，世 iif4  ｉｾ［ ヰ 1. '11 指 名 3 会淡乞i ' :

2. U  .. '、m ヰ， 4 時!，J iJ l: 前

6.  . " . しベー今一 例械可t

.閉由圃
圃

図 10

宅

一

や

一

世

一

令

長

代

川

泊

四

民

社

硲

引

役

ー
、
2

3

4

5. 応、 t妾 宅

6.  !i'i l直休ff<宅

7. 湯 沸 ヰZ

8.  (，唱I! I町

3  ｾ持 5 断 I. m会宅

2. 和 本

3. J童話宅

"  .1.品Hドヰf

山
南傾

園

間

ル

々

L

L

一一

ホ

ベ

段

レ

階

エ

限

1

2

3

 

断尾
所

宅

山

市

陥

世

動

償

交

向

H
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沼

郡
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使

用

叫

沼

5

6

7

 



そ

「

、ー う 神 戸 庖 治 改 築

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

23 



外 部 詳 細

そ ご う 神 戸 后 増 改 築 設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 広

北 側 rr . 而図 新館( >1円館 111醇{ ( →新館 南 側 1'r. I1同 肉 1 ・700



そ C 主 1 >1 1 μ !占 地 集 工 ( j J

1>11 } - i  ili 針 作 区 ( 神 戸 三 宮 駅 前)

概 要 IIJ I! H  (地 r<2階地上7階強 ) It : 隣接す る地下 2 階

地上 l 階建鉄骨鉄筋 コノヲリ ー ト逃既存建物の上部1 1 : 2 階

- 7 附の鉄筋 コンヲリート造建物をl l ' l 築する o &. びそれに

伴う改造工lJJ 及び接続部工事。

1M燦及前宥i

m型連1部分 地下 2 階11' 階

2 附

3 断

4 階

5 断

6 附

7 階

地屋 l 階

地昼 2 階

合 計

改造問l分 地下 2 陥

地 F 1階

1 階

6  9  .  0 0  ( 岬 }

3 5 9 . 7 0  

3 5 9 . 7 0  

3 5 9 . 7 0  

3 5 9 . 7 0  

3 5 9 . 7 0  

3 5 9 . 7 0  

6  5  .  0  0  

5  3  .  0  0  

2 ，3 4 5 . 2 0  

3 6 5 . 0 0  

3 6 5 . 0 0  

3 4  5  .  0 。

外部 fJ :上

A rtrj 1階の住形及外噌は人造: t iブロック 貼 ( .'J' Al l l 小川J )

Ut は鉄骨造. {I :上は ヨドウ; t ールl的及人i白石 プロット

の笠木。

2 階スチー J レサッシユの向。I t : プレキ ャストコン 9 リー

トブロツ Ｙ 積Ｎ その ｬ 百 ｬ の ＱＢ Ｑ 部のｾ｜ｾは ， 赤 Ｎ 1' 1守茶，緑

員。の系統It : 塗挫している。

3附は三宮駅よりのオー プノワ u ントと して，五テー

ルサ y ν ュと透明硝子 から柵成さ れ. 脳内 2ト速くから

も見逃せるようになっている 。

4 階以上は全面スチールサツユノユのh育成の111ft: 一部」

りi品しサッシュ ，及腹は フレキ ν ブル ν ート を! 蹴込

( エパーク f ト吹付) んでい る。

陸上は ，、ーゴラの 間11: プレキャストコンクリートルー

パー を1民込み，。リンフヰツト を似ったのみで，胤聞

の耐と lli の眺めをたのしめるようにしている 。尚一部

の子如匂航込川の花出に放つ主いる 。

， 

一般夕刊は人造: Ci闘 場 小4 地U: 上 ( 此 及 川 仙

の配合) と1! . ' 1311は主 としてィ1 主リ ソイド償請在し でまと

めている 。

四

郎

副

市

-

E

l

 

ぷ

久

弥

徳

本

沢

凹

凶

富

小

芦

占

児

法

山

威

雌

一

季

勝

削

指

川

間

泉

岡

下

上

世

似

小

向

山

位

百

当

当

当

山

担

姐

担

問

汁

治

工

判
仙

波

榊

胞

新 t?i I }. 4 ! 側立百1 図

外 観 全 鼠

南 側 階 段

一 一一 一

3- 4階平而図 1. ホ ー ル

2. νL I品

ｾＮ＠ IEI  ft自 必 場

4. 附 ｾ＠

5. 庖 民 i血路

6. 予 備 室 E二五二

ロ ロ ロ
。

ロ
「 寸 a.  客川 エレベ - 7 -

b  随員 ・.(!ij 物エ レベ ーター

口 ロ

融

ロ
C.  予備エレベーター

d.  !I' ' / ト

c .  {JI! 所

ロ ロ ロ ロ ロ
f. エス 1J レー ター

口 ロ ロ ロ
。

面

白p
q
-

白

町

日 ロ ロ ロ ロ ロ ロ

ロ ロ ロ ロ ロ ロ

ぬ@

縮尺 1/7ω

1階平面図 J. ホ ー ル

2. IEI 館 山 場

ＳＮ ジ Ｇｾ J;品

4.  阪神定加j ，走場

5. S 銀行'iJ 菜室

ＶＮ 風除ｾ

7. 客 溜

8. 庖貝IMi 血路

a.  ｾｭ エレベータＭ

b. 広貝 ・荷物

エレベータ -

H入mエレベ ー ター

予備 エレ ベーター

ダ ヲ ト

冷暖! ' i J ¥lt 気)11グタト

[ 副 所

エスカレ ー ター



株 式 会 社 大 沢 商 会 大 阪 支 庖
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外 観

設計監理 K K 松 田 平 田 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組



l軒 白 地 大 阪 市 点 区 耐 久 宝 占 田 ! J i 吋 r 11 h: 1番地

敷 地 2  0  O. 4  9 蝉

縦 模

A .  4'  自由 鉄筋コノフリー l 地 上 4 階 地 F 11者

勉 3 8  7.  0  2 坪

自 行 "，t  鉄 筋 コ ン ジ リ ー ト 地 上 3 附

鑑 1 3  7.  1  1  Tf. 

c. 仰捌場上司E 鉄 ni攻盟ガラスhl lJ，! Li: 2  5. 4  1  Tf. 

建策本工 引

A. 地 ｊｲｾ＠ J低 製 コ ノ ク ' ) - 1. lit 11 

l:l. 外 装 テ ラ カ ソ 々 々 f ルルり ( ()I 来 製陶)

れ J"t 姻 り コ ン ヲ リ ートj J J立 し

c. hl 

セ メ ン ト ウ オ ー 々 ー ペ J キf J : 上

lJ，! コ/ ' l リートスラブ. 本 E 似 保 E凪，

ロ ー 々 ス 防 水 モ ル タ ， レ

E . 一般，jl 必当証仕上

D 外 郎 総 兵 鋼製 _ 1有l面 ..ill ガラス人り { サーモへ f

ン) 1' ; 凶サ ・ノ ν ユステンレス Jえテ ール製

w  フ ラ ス タ f ル p

』暗 セメ :"-1 フラスター，ラテソクスヘンキ

ヲi' ;11  ア コ ー ス テ f カ ル 々 イ ル

内部 IIlfl 切 木巡ベニヤ必り，エ ナノル/ 立ひ' 紫地f J 上

合同1 fJ 上 墜 ・天 )1' 7 ス ベ ス ク ス モ ル ク ル

工 即J f別事1 :訂 正l' 2 月 20 ｛ＰＱ Ｍ 附 ｾｉ 31 ;1' 10 )J 20  LI 

大沢商会大阪ぷl占平 IfI il 刈 1/500 

I 附

1. 広 1m 2. -Jl必五 3.1" 1 ; 銭主主

ｱｾ 捌 場 5. 笈f日当t. Ｖ Ｎ 合ＡＧｉｴ守 ｕ ｨ ｾ 巨

7 合 HI 8.ハ ーキングス ペーユ

旧

館

吋

2 階

]. - ( ! 役宅 ? 会議' I， 3. 支 配 人 宅

4. 持 川当? 5. 応接室 6. 司I 必 屯

7ーガラスhl. lJ，! Ｘ Ｎ ｾ＠ kIl 

入 口

r& 1m 

3 断

J . -) r必宅 2.1，j.:!iLr--ii 

3. 邸 桜 4 合} ! i t

• 

4 附
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設 言十 久 米 建 築 事 務 所 iu k Aム

施 工 株 式 会 社 松 キサ 組

!  ----，.."'----rr--， 

ｾ＠ if 
li 

所 在 地 大 阪 市北区中之 ｉＺｾ 4  1  4  

1111 品1 階 1 6  L  5  tf. 

階 1  6  O.  5 坪

，、
3  2  2  tf. 

構 J立 主体鉄骨 ・外噌ドリゾー) " 外 明版カーテ J ウオール ーーーーーーーー 一一 ‘'毛
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外 部 仕 上

Ｑ 虫 モ ｊ レｾ Ｉレｾ

』盟

M! 而 13角カラコン 11 -( )レ貼

凶i面ー 13角カ ラ コ ノ タ イ ル 貼

一 部 モ ル タ ノ レ 塗

C メ タ ラ ッ ク 吹 付

I相lfii 13角カ ラ コ ン タ イ ル 貼

北市l モ ル 11 )レ 刷 毛 引

C メ タ ラ ッ ク 吹 付

鉄 部 エ マ ル 子 ヨ ン ペ ン キ

屋上 砂付. 7 ス 7 7 ) レ 1 防 水

:ノ J レ バ ー ペ ン キ 吹 付

iE  lfii 入 日

木 下 商 庖 大 阪 支 庖 設 計 の 過 程 ヰ 目 賀 敏 孝

己の建物の特殊信設まl条 rl とその災胞策について， それぞれ織犯すると

1. '1' 之r. bとt づ 場 所柄将来高桝建物 IC改築 する可能性があるので，撤去 l 易いようにするためと工1 ' 1 . の節減

- エ即j の短縮， b' ，打を避ける ための般ltt 化を計る乙ととした。すなわち椛治主体は鉄骨パー ラスモル々ルE住

外峨は ドリゾール版カーテンウオール，師寺段は鉄骨造 . bl 桜は ラ f トゲーヂの小! : l l u : : リプラスモル々 ルアユ

フア J レト 防水 ¥j ，砂利抑 止，内部間仕切はo似製， 一 階* は上聞 コンクリートとして必俗へのぬ仰 を避ける等

の柵訟を係った。

2， O fXtt はtJ l 必{ 由率上1. 1. ¥来るだけ上げるよ う室内のカラーコンデ( y ヨニング. :A: J I'ICI技庁 テックス ，床応

ラバリューム Ｎ 一 階床 のインシユレｾシヨン等を 臨 した

3ー オー ナーの主鍛品が鉄鋼であるため . 111来るだけ完b!+Hf; 1C鉄を使Hl するよう要訓告れた ロ

.  
4  家仰の条1'1ーを充足するため河II f i 制，入n，水の1 >1舵u : : 相当の制約を受け た

ｾＺ々でゐったか Ｎ r a，工即IJ :&は慨ね泌j 己し l:i る品。1*を1リに 他 u : : ついては今後の批判IC. ! らに L、。 's lJ 4: 処

物 敷地Iよ防火地践でゐる



下・ 1 附 平 if ii 図 上 : 2  I骨 平 Ifi1 図

由

回

. . 向 車

回

ーで一 一- Ｍ ｾ ，＠

-
Ul t ol λ ロ

』

ホ - )レ

施 工 者 の こ と ば

小ＺＮＮＨ引は軽 ｉ ， ｴ を目的 とした ｾｹ￯ 新は榊 ｩ 自 で ，

ｦｊＺ上も特 ｉｾ 新材料新製品 が ａ 、ん ｦ ごんに活ｊｉｬ さ

れた進歩的な設E汁であった。 他工IL みたって

は ， 各部 ｉｾ 細心か つ周到 ｪ 伝注意をはら う必 要

があり ，工必中数回 ｉｾ 亘り投計者の附示 ｉｌ よ

って笈史がお E なわれた。

主体の鉄骨鉄筋の組立外部の化粧飾板 :tJ:

始んどはffi 気溶僚の胞工法が保mされた。外

恨の|出住はライトゲ -: . ; ( C !!'l 鋼) を . ぼ Ifli

は ドリゾール岐を使JIJ し. I川住 ( C 製鋼) の

強度をl 1 ' 1 すためにはそのi担合にモルタルを Is

16した。またボイラ一室は骨組を総て ライト

ゲーヨで施工した が. c の磁の志のとしては

好成績をおさめたも のと 思 う。

なおセメントは指定の高炉セメン l を使J l J

したにめ ，コン P リートおよび左官工 lJl 等の

ｾｴＮＭ Ｎ 施工に当 つては 相当の苫心を援 し た 。

宇 ｉｌ ＺＺￎＧＺ ｟ ｬｗｊ を ｩ 岨 じて知 ｴ 災 川 ｉｴ｣ｬ 録 Ｎ ＱＱＱ を＿ｾを， ｨ ｦＮ す

ると ｊｕｾＮ 予定通りに氾 Ａ 物の引渡しかで主 ｦ ニ

己と は，注文省の御製11'1と久米<J!築 'j[ 務19iO)

御指導は らびに各職別: f ! . / ' i ' の御協) J の蹴とi i I !

〈感謝する次第である。

木 下 商 応 大 阪 支 庖

P 阿
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兵 庫 県 警 察 本 部 庁 舎 別 館

北 側 外 飽

設計 。管理 兵 庫 県 土 木 建 築 部 建 築 課

施 工 者 A112お_ L * 鹿 島 建 設 株 式 会 社

衛生工事 K K  大| 坂屯気l暖房閥会

ｾ ｬｊＺ ｾ ｾｬＮ ｌ ｊｾ 近畿五気工事株式会主 ＱＺ

ｾｾ側タ 十 盟 モ サ ( J タ( ) レ， コノ 9 リー 1-) レーパー



所 (E 地 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 4 丁 目

規 続 鉄 筋 コ ン ヲ リ ー ト i白 5 附 ru

ru 坪 1  7  3.  1  8  4 坪

延 坪 7 5 0 . 8 5 2 坪

工 却l 問事J31年 3 月- llf1有131W IO月

:: t 現 仕 上 外幣モザイヲ々 f ) レ及び 4 丁目当タイル

設 計 者 の こ と ば 特 JL注目 に悩するru物では決して

ない。新技術を&<<1史しにわけ でもないし，計画において

も特別1<: 1i '1栃的な君、図をもって臨んだわけで色 ない。只

ι の担! 物は瓜符祭のコ ミュニケーンヨン ・セン 9 ーとし

て無線統制指令宅. rl 動交換機宅 ' 1]線および無線l : J'r

Ｚｩｩ があ り Ｎ 乙れ ｉｌ 伴い ｭ 力 ， 発動発 ｭ 機， ｭ 池Ｎｾ験 ，

ぺ予の機骨骨がUff 付け られるので， それ IL伴う 倣31上の配慮

は充分Z立を JII いたつ品りである r 方位の関係から夏の1周

闘を避けたいので」じ側の廊下: 郵の採り万1 L l : 夫した。 ま

た 道断 Ｑ＼Ｚ 面し た北側各宅 ｉｌ は同じ ｾＱＡ ｲｊ ｊ で プレカストコン

デリートのルーパーをつける 乙と 1 0" ったが，耳J s・*の

内部か ら見に場0 " ;レーパーのシルエツトの繰返しはどう

もl肢がチラチう して不愉快であった。心J! l ! fr.j l<: 余りいい

もの とは思えなし、。司令室の音響設計は検. Hの車山!+¥(2CO

サイタ ル自if 後の第一次討を如何にして吸T7せしめるか)

という E と1<: 焦点がしば られたが. 200 サ 1 '1 1レの場合

吸首特性から古って1'1' 々適応した材料が見吋らな かった

し， その総代せ IL も困惑した。第一次の l訂後伝迷行の吸

収は考 えてみると ，音響i設計以前の1111庇iの よフ IL も思わ

れたのがと色かくサラ ンシートとロックウールで設計円

的は果し た。機関の毅unl L伴いテス 1 をやって見たいと

思っている 。新らしい;試みと して1' 1動交険機および無線

室 では ＺＱＡ ｾ凋 盤績を やめてエ Ｗ＿ リーナーを設 ［ＱＱ しに
性路は 0.1 ， ? ロンとなっている が明災 どの限度の攻略

腎1I1! が行われ得るであ ろうか。111日剖はエア々 f トサソ ン

ユである。ヰオプレンの引i堕いを使川したのでめるが，

維持i ' f J l l ! で余程行間いた fJ 法が執 られねばとE るまい m 

i1i t-t耐 や設備計画では特 1<: 採上げ る程の新らしいものは

ない。建物の使途が1由主主でゐるだけに関i ! l ! することが多

く 日官邸の方 が 大法でみ つに 。 ｩ 役 Ｑ 十および敵ｾｉＡは大仰 ， 淵
刃向召が担当した。施工有は皆山ullf内な工 ill Dように比

受け られたが録後 まで良心的に よくやって戴いた。感謝

してい る。
(村J 二時1一朗)

南 側 1. 2 階 外 股

南 側 外 傾

! I  
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iti 側 全 集 撮影 多 比 良 敏 雌

設計施工 株 式 会 社 大 林 組



株 式 会 社 大 阪 建 設
dzbz h  

館

企 画 大 阪 建 設 会 館 建 設 委 員 会

設 計 ・ 施 工 株 式 会 社 大 林 組

ilIt ｾ ｦ 抱吋
"  

Iffd 7咋 !II 

m; 立 鎚 当 m 1m {λ  之

現 場 担 当 原 rn 首I 介

if t  111 7七 . '7  

治f' F 家只 内外木材工業株式会十l

強 築 地 大阪i I l JU 区 京 桶 ー 丁 目

ｴｾ＠ j;'i 鉄筋コン タリ ート i也 地下 1 附 地上 61折

敷 地 而 積 7  5.  1  8 即

刻l 業 而 有'1 7  O. 4  3  Jjp. 

延 山 [I ，j fi 'l "  9  6. 5  2  t f  

附 " 3. ｾｏｍ＠

E肝 j ¥ ' :j

!，立 rl'l j ｭ ｾ＠ t :i 

工 J t 1J

36 

2 1. 1 3 M 

26.  3 3 M 

l附和 31 fjo 5 月 ~ 昭 和 31 年 12 月

設 計 に つ い て 百l聞は会館i l ! ; ] ' l : 蚕民会を中心 IC，私達の IA l で縄めまし た。

とりわけ特徴のあるi l ! 物ではありませんが，予算が限られていましたので，外

部は総てコ ンク リート打放 しf J ・上 とし，事長材のもつ昧いを生かそう と し ま し

た。敷地が北浜 と総原町の交交点にあるので. 建物の性質上，街路の騒7f 防11

について考慮するよう要求があ り，そのためmffi 断線 Icjlii した ii'i sl 11の窓は ，寸y

ｦｦｬｾ Ｍ Ｇ Ｎｭ の合せゾ ｦ ラヌを Ａ山 川 しました 。 なお す11 ザラス の熱! Wkや IIY: 仰を汚 L て

o世 1; ラス の一枚を! 岐然 11 ' ラスとし . ガラスブ" ソ υt hi! f;l' iI政卦プ U ' "ヤ を)11

いました。全体 1<: コンク リー 1 の!日LとH う況だけの泌物なので，ガヲヌの 川島1!

色は段Jりj から lfl った効' + 1 でしたが， /l D任上りは JI 百tに ドラ( <i! 1!'i l ' の Lのと心

りました。

騒 ;'flljj II ; ICついてはI砧近のi l ! 物の傾向とし てIl fJ nllli .f，' 1を少 3 くT るζ とは '111 し

く，サ ッシ ユの勾mn; 世保つこ と。透J品川尖の大きな材料を I;I! JII よること . 百」

IC"ド， I' ，II:J ュ材のl岐t-Iヰtを品める こと に鮒むし主し た。例々 の材料のi.ffi j!( ヰtをJ占

舶に して，予め 街全体の ￬Ｎｾｾ ￬Ｇ ￭ Ｇ 主 ｉＩ ｾＡ を性ＮＱｽ江して決定し ましたが Ｎ完成後＿守明 Ｉ Ｑ 、 、 ｉ ｬ

ιｾ＠ 45- 50db  f立で，l' 出Jl l r. の /j ｌ ブ Ｇ ［［ＱＭＱＺ Ｑ ，的 ｊ 己を ＱｾＡ られて いる ｴ う でに

前日11I 外明の デ f テールは図のjj]j l) でナが，サヴンユ lよトオワレー，のヱ 1 ー "

(  ＱＮｾ Ｑ［ と し， コンクリ ー Ａとの ｩ 恥 ｈ は コーキンゲ ｉ ｣ｴ り主しに。の せ1; ラス ，

吸熱ガ ラス は日本版附下のサーモペシ Il 訂7 . t ;  ，t ぴブルーベシ 1; うえ を" ｴｬｬｾ タ ｬｪＨ

ブロ ':J ＿ は ｲｴｾ ，占 ｉｉ うスＨｊＩ ｴｴＺＡ［ Ｚ， プ Ｑｉ '.'， :1 I I_' それ ' : J I ｉｾＡＩｉｉ し ｴ し， Ｎ 。



南 側 外 観 一 部

ス，ｾンドレＧＢ

コンツ リー l 打放し

エパ ークイ l 吹付

ガラスプロッジは

Ａｦ ｾ｢ ｇＮ＠ n ポ ノ ヴ ロ ツ 9

総 工 者の こ と ば 吋主II 物は業界の万々の閉会される場所で 11品川. 正ll ，役会館 E称 3 られるから1 C1; t 際範f W，l.1! 物でなくてはなら f，

，、 ので Ｎ胞て には ｴＡｩ ｋｮｾ を払，、ました

可主ll! 切の外うl . i l.l ，化粧コ ， ワリート H依し fI : l: でありまして，その施T: l 1 : ついては光分f ut 向と制l心のn .ct を払い主↑ とと L に相、'j

内心 L いたしましにが。 I! ｭｦｲ ｗｊ の ｮｾＧＱＡ を準 ＡｦＮ 投 ｊｉＧ Ｈ，Ｇの Ｚｃｬ 肉 ｉｃ t  ￬ ｴ｜ い ｪｾｈＺ 10 のと f;) じており主す。

鋼拠 ＼ｬＡｊｉＮ の ｊｲｾｉ ， Ｑ は コ ｌ 勺リート ｈｊ ，虎し部 応対 Ｑ ， 総て後 ｊｲｾ ｦＮｴ とじましに ＱＺ め Ｎ I HMI C対すろ 処i l ' tI ζ制心の11 な をJ:I_，l 、l山収剤11: t るコー

Ｍ ｩｾ＠ : "ゲ: ; - ; 純 ｩ 仁 の ｾ ＧＮ［ｉ 棺を ｊｾｊ しましに

叫， 11: 1-. T' 1111'. 'J' リ九 一 人，. - の { 山政物 T.' ITの FJUI It : ， Ｚ ワリー ｈｦＧＺｬｯｩｬｬｬＡｩ ｬｬＺ争号制 ｬＧ え在 ＮＧ ｉￆｾ ｲＮ ｛，， ［ ＱＮし仁が ｬ い ｊｪｾＧｬ ， を収め る ことがで Ｕ

主しに

、 Ｂ，何 ｊ におい て 沿 Ｎｮｾ ｉｬＡ ｾｾがあり ｣ｴ し ｴＺ ため Ｑ 血ｊＺｊ ｖｉｉｉ｜ ｉｩ ｉＺＺＺｦ＼怖が位＼， t .I II: II:  1-_ 1:' 11におい て11l.1! Nl f ，凶lが小 さt 、にめht. ｲＺｉ官 ｊｲｾ り に閃怖

を感 l' る こ とL ふりましにが. Ｑ 判官 Ａ ｪ のＡ Ｇ ＡＧＨｾな努Ｉ Ｉ ｾ 協Ｉｊｬ ｬＺＮ ｴ IJ J'-，i! T JI! I  : 1;  1) ';;; '''< し Eに この 11111t : おける会館側の I:' lil 泊係科仰の

制 Ｑ ｭ 羽 山 御 ｴ 理助 ｉ ｣ｘ ｻ しまして傑 Ｑ ｊ［ｴＮ，ＡｊＡｩ， ｾＱ の訟を ｋ ￯ る 次加 であり立す 。

信. t ; . 、'j 佐官4の敷地 11内 側が M i した民家，Iiifll ，iがm巾i岨で' と て1:.il ζ 近く ，JTi1i lfli がH : いので ，T汁I l I' の fu; ' m}j， I:II: ) j令 を即i しまし

に 。 炉、 ｬ ζ 全 ｉ Ｚ ｗｉ を通じ ＩＡｾＧ ｉ ｩ 的 で 峻 ＱＱ［ の Ｂ Ｑ を迎 式 得 たことは ｼ制係Ｏ￭ Ｇ -:;-110 ' > 深〈必ぴ とすると工凡で; 1 ，り ct -./，。符IJfjf;Y; '，";r i " の御PI' 解あろ

御協-}J I: 対し滅んで感謝の ほをぷ 「ろ 次第で.1，り主九 ｊｊ ｪＨ さ λＱＱ ＭＭ ［Ｚ 三 Ｚ Ｇｩｔｾ [1' 
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左手:iil l l : 見える附子 プn 'J ク は 保 理Q' J 巨の恕

腰

段 上 ウ オ ー 々 イ ト モ ル ノ' ノレ ' J i 水

!JJ， 

上下 二 つのｾは保捜索掛ｻ副作会所の 削除 ｊｉｉ 瓜

サッシユ ー 品 Ｑ Ｑ ベ ｙ キ塗 Ｈ 曜日悩色 ｽ 左 ｾ ￯ の 色 の淡い

と乙 ろは サランスクリ ー ン11<( クリ ーム)

硝 子 プ ロ ッ ク の 上 の ガ ヲ リ I立
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1. 2附窓の問の墜は石綿太平板 l配込無. ( ( 色fj ・上

棟大立県庫兵 病

木 建 築 部 建 築 課

神 井 建 設 工 業 株 式 会 社

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

須 賀 工 業 株 式 会 社

科神精院病

兵 庫 県 土

建 築 工 事

電 気 設 備 工 事

給排水衛生工事

属附医

設計監理

施 工

40 



神 戸 医 大 附 属 病 院 精 神 科 病 棟 の 設 計 にーつ い て

，ｦ＾Ｚ 病棟は ｾｉＧ 戸医大附 胤 病院の既設内科糾ｦｬｉＡ ｬｃ ｬＱＧｉ築された 。乙の平面 ＱＱ 孟診ＡｕＮ約Ｇゼ ユベースが ＷＧＯ パヲンス ｬζ 比える か Ｎ将 米内 科病ｦｬｉＡ か ，ｦ＾Ｚ州ｦｬｉＡ ｋ 吸

収される ー'h t で， その場合は . i珍鋭部門の病室は診盟主主Kt i i l られ， まに 13W>; ; は. ，巾 ｩド， ｾ邸制下 ｴκｅ よつて

蹴はＧ従 米 逃亡危 Ｑｍ防 ＱＱＺ Ｚｊｬｩのため ， 余り ｉ Ｈ 色紙味乾煉で ， めたく 固 いｾ闘Ｅになり勝らであり Ｎ ＱＱｬ米 ｦ 守 る限り ＡＡｬ 者ｩＧｬ身の 他局 ｩ 保 持と ，精 神的影響

を巧噂して，より人| 倒的伝環境を作り 1[¥したい と巧ぇ，品lか〈 炎快なる のにな るよフ !fj めに。タい曹は住5控訴i より ，外側へ似り ILI し. 州議の: 容は舛

刊号線 ｉｃ サ ラ ｙ スタリ Ｍ ｙ ， 相祭料 ｷＺ スティーノレサＺ［［，ノユを 取付け た。Ｚ都 下 はヒー々ー兄 ベ ースと ， 物入れ戸棚 に利 ｈｉ し，診 Ａｕｾ今 日住では一般 ｉｬｩｾ 郵式

IC. Ｇ｜Ｇ型紙ＡｉＨＩ告を ｬＩｬＡき山しＮ 作業 台として 利川 している 。 尚持 ＱＱＱ 床版下は 配 Ｑ ＧＱス ペ ースとし，修国ＡｊｦｊＨ 主ｾ Ｚｊｬｩ ｋ ＨｬｬＡ府 ｬ なようＮ舛嬰 ｉｦｩ ｩｋ 階下 で はコ ンｾ 9  

ート化粧般を ，階上は石耐;1耳Z似を i配め込んだ。1川澄の: 容は鐙半凶転ノレーパ- 1¥9.サ ッシユを将訴さ し，逃亡防止 と換気空間の附大を31り，相 11豆する条

('I: I( 満足させた。 便所は特区 . V視 に( ! l ! 荊! なように考慮する とJ t K. 不潔化防止のため附111化 して. Iro( J : 切は ガラススクリーンとし，小[ 山町は i'l

働洗禅段 ￭ｦｦｩ れ式を採ｊｉｪし ， 大凶所の 附 ａ 曹は低くした 。 保 Ｒ 盟 主主の 換 気は ｈｬ 動 Ｗ ＢｊＧ ｙ とへシチレー々一奇心 付 ｈ し ，暖 切は ｭ 熱綿 ｉ Ｈ よりｩｉ ｾ ｬ 出 ｬ ￭ｈ ｉ 働訓椴

式 とし. J ; j ; ; . 便器官洗怖を屋外 で傑作出来るように工夫しに。本工事は訂正1ニ初ぷ I CI ' I工し にが，鋼材の局強にも拘 らず，鋭: ! : l 努力の鮎* . 昨年秩比

iJJ 完工 された ボに ついて . b包L t. の JJ 々にt割以なる倣: ! : l と ，謝忍を. &. します。 ( 維IJJ. ' "・谷 .ILD

( 立 問 事l'μ 市生i封I l { 楠町7J ・1:113.14 0Vf 地

構 造 脱 燦 鉄 筋 コ シ タ リ ート i也2 断正s

lui 引 I 階 356. 721百 2

工 血j

( 出: 郵は含まず他H:' ｾｊ ｾ＠ '7 ト1. 23m日)

2 階 346. 10m"

J 十 702. 82m" 

31. 5. 10- 31. 11. 30 

凶 北 よ り み た 外 側

附子プロ Y クは階段踊助およ びそ の下の物 111

の明聞 として割んでゐる。 :11入口はrt 4 側玄関

へ巡り抜けで きる 。

その litl う斜lfii につ い た マ ソ ホ - )'1/ は 2 附1! l ! 19i

からの誹使I ' f 会話rr でなかに貨があり，異物の

削除をす る。



2 階

階
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l  階 2 階

J. 玄関統而会人待合所 11. 児 子 便 所 21 看 護 人 詰 所 a.  ソフロー台 111.  ｾ重 房 ピ ｙ ト見 主主 ゴ棚

2. 街 l証 主 12. 洗 I師 所 22. 診政 テスト 笠
b. ハーフミラー銭悩 n  整 理 戸 棚

3. ，診 察 箆 13. 配 脇 市 23. 誠 験 室
c  保護主綾房ヒアト

，). 処 置i 宅 14 ホ ー ル 24. 女 子 便 所

ιl  同水洗便所

･ Ｎ 小島 ｾ所
5. 保 護 活三 15.  13 床 宅 25. 浴 2邑

f. f J j 物処国場

6. 1司 ｬｬ ￭ｊｾ住 16.  5 床 屯 26.  H見 交 姿
g. 洗 而 流 し

7. 治 1説 室 17. 2 床 進 h リ フ ト

8.  4 叫J 宝 18. 羽護人務所ぷ受付
i. 熱湯消* 帽

9. 物 .. 1  19. 既設木造渡廊下 Jk.. 剖コE γ  ロ 台棚し

10. m口 適 時 20. 既設鉄筋 コγ 夕日ート ih病棟 1. 配 l路 戸

神 戸 医 大 附 属 病 院 精 神 科 病 棟 新 築 工 事 の 施 工 に つ い て

ＴＮＺ 病ＶｉＡ Ｑ［Ａ Ｎ 在 来の 納 ｾｉ Ｇｉｉ埼院観を改める べく［投 ｊｲ され ，従 って曽 通姥物よ りコ γ パタト ｉｃＮ 梢密Ａ止 を挺するため，

問所で悩まされた。外観等相当思いきって根伏にしてあるが，そのため績能，強制性を後剰にしない よう，サ ッ

シュ の 建込 Ｎ 附子 プ ｮ ［ｊク 有 Ｇｦ ｾ ｉ ｃ ， 特民側怠し た。また 保護活 ｅ は，耳、潔Ａ品者 が 汚 せば Ｎ ii自らに水洗するため。そ

ｾｨＺ ＮＮｬ ｬ Ａｬ由勾 自 己 を持つ ｉ ふ ソロー，Ｉング ＱＱｾ りの ， ｒｗ になってｽ ［Ａｽ り。 給胡 ノ ド ｉ￭ ｾ ｾｨ Ｇ 一 般叫，｛Ｈｩ ｩｾ と のめまりにＮ /，以わ

山.!I' P: i且いを仕じて，一 内信らずτ1' [ 白しをI i i i じた。まにサ Y シユ lよ，折制 ゾームと . 1ill 路のl必l' で. ｊ ｉ Ｂ ｩ［ｾ 伝 ｛ￚ ｛ 但 ｬ

さ色手伝って. サ Y シユ展傑しにー苦労し，取付 11: 際し ては渇げが取 り雛く，治まりに典常な苦心をmねた。乙

の極il! 物は ，i投計者の: c 1 図を表現するために，予屯1以上 11 : 手聞を食い. 綿密 1，; 注意 と. 耳目備の袈る ζ とをTJ} 沼識

した次第である。 ( 現場主任 画 的 問)

O. 受 付 机

p.  妓房 ピY ト及作業fl

q  保護室配管 ピY ト

r. 浴 槽

s  洗 濯 水 楠

L 脱 衣 樹

11 .  ｦｾ＠

v 給 湯 割6

w.  Ｑ｟ 且甘 ｉ［ｾ ンタ



2 階ホ ーノレ ・中央廊下 ・

保護室人1 - 1よりみる

右 手 の 窓 下 は ヲ ジ エ ー タ オ; -;1 : ; ス

左手の尚; 郵は浴主主

天 井 三 井 政15・ボード ( 1・x 1') 裏面且l紙!品Hr上

淡紅色エマノレジヨ γ ベ γ キ吹付

!主・ プラスター強，盤羽目はラロン特使j J j . 泊ベ γ

キＨ淡 ｬｬｩｬ 色Ｉ小 ｉｉｉｊｾ 仕上Ｎ中央の小ｾは配 ｂ 直径

よりのハッチ

腰 モル タル塗鰻抑 え，スフレ ア ドサテシ主主

(淡1白色)

床・ ピノリウ ムｾ Ｈ陪 緑色 と踊 ｉ 色 のコ γ ピ Ｉ

廊 下 の 瓜 よ り l細 う は 人 造 石 田f 山

使 i!J r  (  1 階)

手前のガラスユ夕日- ;/ は洗面i所との聞にある。

小使所の腰にある凸部の中1<: パイフがあり ， シスタ

ーY より 給水する。 床 11: ある U 型はi i ! 受。

右手l民殺室の外側11: J ; I . えるパイフは 2 附剖!Ifr よりの

掛{ 配管，給管， 雑排ぷt I ' 。

大似 ｉｾￎ の腹自主はお視に似利はよう低くなっている。

!JJ j;; 共同時。

天井・フレキ シプノレシート 打上. エ マノレリシン吹付

( 淡夕日ーム )

ｊ ｜ｾ ・ Ｗ ヲ Ｒ タＭｾ住

脱 淡クリーム人浩司ゴ申fiJI . 大使所壁 b同じ

同ミ 淡 ｾＹ ーム 人造石研出 およ び 補色人造石研出

サッシユ 淡1目白骨I1ベンキ



大 阪 物 語 森繁は駆巡なボンボンや噺 し 家のほ抜け役で ｾ ｗ 判だ っ たが ， 今度のｊｦ ｦｩｩ 治郎も凶鶴の 怖 い

たi反ぐましい程の苔ん格tζ 扮して好評らしい だが人: 以人の代表となるとやはり ，勤勉，

倹約 ， 誠実を基とし ， 信用ｾｾーの町人道を椛宣した人速になる だろう 。 単なる寄ん棒や祭

欲主義者で山米る業紛ではない。ζ の人達のt'l 一絡を/ ，・右 lζ 極端化したもの，中l り易くいえ

ば三代目と 一代目を再現して見せたのが森繁. Jfff.治虫I1と云 う訳で，共通しているのは色ん

なtuj で: のエグツナさであり，変』乙取すましたお上品さでないそのものズパ 9 . 1: ili 的な州、

ｾである 。 式土の ｭＺＯＺＧＨ 生活に若手生し侠気Ｇに道徳的価値を見出し ， 現実の経済生活から

浮き j協ちであ った江戸町人が，せいぜい芝} ，! i - I ζ ジを迫い戯作者を出すに止 ったのに比し，

全凶の米 . IIU. 納，泊¥菜種等の [ 1' ，市生部品をよ及い . i衣食足り て礼節を知る」 という現

Z尖lたi刻社- 会の

:ifr新r折『興勢j刈'JIκ乙なり i件!リ}た I司汗e りか. ｪＡＧＡＺｾ 公Ｎ ｪｬ ｌｪｾＱｬをも生んでいる・ ｪｊ 実は ｲ ｩｇ 憶に ｊｩ る 。 大以が大阪 ｬ 己

変り ，昔 Hの地位はないにしても . - '/Iil 尚，' ，，'， K l.j えられた i I 坂もの」なる焼事]; k 上は勿" 命

建築界でも芸術的ポース・の取過ぎや進歩派ぶらず，小尚人K 監さず. : J <i 質的な墜h14な特色

をがしたいものである 。 ( h)

建 築 の 科 学 性 9. . l 坊の料引'1について批判lする乙とは川駄であろうかo tli 築のあらゆること ，すなわち

iI ':ll hj ( デダイン) . 桃ji !i ，設。liiKついてあくまでも物足J ! . 的化ワ: 的解決を遂け'ておるだろう

か。fL私1.，、 lはま{他山の"必益公μi イ化じ，γ

乙ザl: 't十判1ド門'1より j泌卒さざ沿けたものはあまり lκζ 身i近丑であり ， また人ｉｩ ｕ の ＱＱ 持 ｈ 十 ｬ からであると ｉ ｲ ｩｬ ｬｬＡ ｦｉ 乙 ｾｾｉ［ｩ

t' 1ーに必ったからであろう o ｒｬｬｾの人ｉｩ ｕ ｴＧｉＺＮ m犯と機械十1. ま112誌と屯公(t'I:. について木解決の

}.'，i、があまりにも多過ぎはしないだろうか。そして木解決と解決すべく努) J すらも講じられ

ていないのではないだろうか. .Qく z沫J泊となるデダインと椛jti の問題も乙のH" t 性の欠|徐

せる脳E告に (1するよう lζ 忠われる o ｾ築の企 ｉｬ ｨｪ すなわ ちデダインについて ， あらゆる条件

すなわち色彩 ・日限度 ・迷子1 • ｾ政干 ｔ ・ ｉｬ￻ ＭｬＷＮ ｫ ・ ＱＱＱ け ｊｩｘ 射線 ・ ｩ 暖 房 ・ 冷房 ･ｴ｣ において現代文化

のM高水準に持する乙とが必2妥であり ，個人的偏見は JF されず db. lux  etc の数式また

は医学的科学t : l : 1 C . 準拠した説明をなしねたならば，現在の刻暗 J ド科学的論争は持1mとなる

であろう 。 ( So)

ト ッ プ レ ベ、 )[.. どんなに進歩的であ っても，いけないという ζ とはない。平均 レベ ノレを上向かせるため

にはト ップレベノレを 'j 1上げることが '，'.mだからである 。ただしト ップ レベルというのが何

であるか，となると世界共通の審査2 J i 準があるわけではなし〉から ， ζ れは便宜上われこそ

はト ップレベルなりと大いに向負していられる }j 々の|三|発的な倉起をねがうより仕方があ

るまい。

そ乙で . ;' 1'llhj であれ製lきlで、あれ，施」二法 . { J : 係省あるいはマネ ージメントであれ. 1"11ζ  

よらず ＱＡｾｾＧｩＧ なる設のかげ口を相手とせず，独創的なやり Ｉｪ で独走してもらうとよい 。 そう

いう准め方が紡}p} は平均レベノレの II 'J 上のためのただ一つの方法なのだという乙とをあくま

で信じてもらうとよい。

j [ j : どろは持が小利 1-1 1ζ なってやIかというと相談，会議，ゃれ世論がとうの乙うのに終始

して，と かく他人総のit 任で ζ とを進めたがる 。もちろ ん耕作1も複雑だから竹治一本で一

騎打にで‘ かけるような紙進主総ではj己険の多いのはわかるけれども ，持で相談しては独自 IJ

よりは無期を選ぶととになりやすいととを，またト ップレベノレが更に トップに立つために

は相談もほどほどにしなければならぬことを知るべきである 。 (SY)

担 当 5 0 音 }I債 足 立 孝・ 岡 橋 作 太 郎 ・ 佐 野 正 一 ・深 尾 実 郎 ・ 陶 浪 貞 彦 : 建 築 の 眼



フ イ フ と は ? 一一 問 題 の 提 起 一一 浦 辺 鎮 太 郎

ライフ ( lif e) の定義の意味

「ライフ」は元米助組物に対して伎われる 言 紫 であ

る。その生物の持っている活動状態あるいは活動状態の

存続期間の意味である。ライフが主主策用活として使われ

たのは恐らくダー クィジの進化論後であり，その影響と

見られる。人IIJ J I ' C. 対してはライフ は「人生」の意味であ

り i 芳命」の定、l沫の場合は Ii fe span と称せられる。

総集の待命の場合には「耐用年限」ないし「耐用年数」

( life time) という学術語がある。建築家が 「ライフ」

といった場合に単に耐周年限の ことをいっているのか，

あるいはダークィ γ の指摘した生物の適者生有・的の敵味

を含んでいっているのか，あるいはまたその両者をー絡

にした意味合であるのかによって論議が分れてくるであ

ろう。ととでは広義の場合の「ライフ」について触れた

い。

ライフは三つの面から見

ていくべきてはないか ?

広義に解釈した場合に「との主主築はライブがある」と

いう表現の内容としては次の三つの立場が考えられる。

その第ーは，具体的建築物の「効用」から見る立場で

あって，逆にいえば効用を持たない建築は地上に実現し

得ない濯である。効用を「使用価値」と呼んでも差支え

ないと思う。一般のクライアン トなどは建築の効用を買

っているわけで，それが失われる状態がそのまま建築の

ライフの消滅だという立場を取るであろう。( 主観的立

場ではあるが…… )

次に建築材料 ( Materi al ) のライフタイムの平均的数

値から，建築そのもののライフを見る立場がある。それ

が最も 一般的で客観的でもある。法f I t 上の耐周年数はそ

こに基礎を附いている。

スタイ J V

第三の立場と しては，述築の造型世じないしは段式に| 刻

述した価値判断からライブを見ることであって，これは

上犯の二つと勿論無縁ではない。しかしながら効用と耐

用年数との立場から分縦されても，なお存在する創造的

価値があ るならばーーたとえばパルテノンに対して感じ

るような人間感情がつづくものであれば，ライブがない

とはいえない。この第三の立場は最もむつかしい価値判

断を含むだけに論誌が困難であり，逆に見れば最も魅力

のある一面である。

建業における時間の要素

ライブは池宮夜における 11寺聞の妥紫を人間l化し称価した

ｬ 時に ｩ 邸周される。ｾ築を単に人 ｉ 聞の生活空間として規定

するのであれば，それは宇宙に存在する ｼ 時間のｾＺ紫を無

視したととになる。( あるいは時間の安紫に挑i践したと

とになる。〉古典主義主主築の安定性への強い怠凶，ゴν

ツク建築の不滅性の願望を見れば，それはl時間の婆索に

対しての無視ではなくて挑戦を感じさせる。それらの西

欧伝統建築のライフは永久であるととを当然のことと信

じているが如くであるが，果してとの挑戦は成功したで

あろうか?

伊勢神宮の建築のライフ

凶欧の伝統的級式が背後にそれ自身でl時|切に挑戦する

力を持っている建築材料を選んだことと全く対照をなし

て，伊勢神宮では潔白でもろい木材を使っている。マテ

リアノレでは時| 聞に挑戦するととはできFなかった。この場

合に人聞の一世代に相当する 20年という時間的安紫を計

算 して，マテリアノレの更新fを計りスタイル としての永久

化を計画したと とは長い歴史の尺度から見れば成功であ

った。西欧では物質をエネノレギー化させる方向を選んだ

のに対し，日本ではエネノレギ ーを物質化させる逆のアイ

デイアを持っている。 i ライブ」は建築の場合にも常に

物質とエホノレギーとの相互作用ないし関連作用と見られ

るのではあるまいか ? ( 後出)

Ti me合 同ce におけるライフ

ｾ築家は人間生活 ーの ための空間 Ｈ ｓｰ｡｣･ Ｉ に対して対
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決しなければならないと同時に， 11寺IllJ ( Ti me) に対して

も間様の苦斗を課されてい る。この傾向は第ー次産業革

命後急速に建築家の意識の表面に出た現象である。建築

に要望さ れ る効用は過去になかった新らしい機相のもの

として登場 した。それを一定のスタ イノレのなかに内在 さ

せることの不合理一一 「実用主義」の段階がそれに対す

る答であった一一それはさらに次の機能主識を生む|時代

的環境であった。

機能主義によって建築がi課された過去の重荷から解放

され，身' 隆なダイナミックな姿で現代的問題を処理して

いったとを，ライフの問題はすでに重大ではなかった。

何故な らば，機能主議は若々 しくて有能であり，第一次

効用に対 して完全なる答案をしかも機敏に提供したから

である。しかしながら， ζ こに重大なる誤算があった。

第一次効用は固定し永続するものとした前提にその原因

があった。効用は常に時間の函数であって，固定化は不

可能であり，流動して第二次，第三次の刻用に転化して

いく見透しを当初において充分認識しなかったことであ

る。

上記のｾｾおを含めて建築を見る場合に，建築を ｓｰ｡｣･

と見るととはス タチック( i'J1'的) であり， どうしてもそ

れには時間の要素を含めた Time-space ( 時間のある空間〉

の考え方が生れてくる。近代社、築の ライブ の問; 必はそれ

より出発する| 問題であろう。

骨格建築の改装の問題

近代主l!採が骨機構造を一応の共通基盤と して発展 した

現在，そのライフの問題とからみ次のような考え方が上

記の答のーっ として提出されてい る。永続 しない効用に

対して固定した構造ないし空間を規定するととは好まし

くない。骨格構造はそれ 自体変ええないし，また ライフ

の長いものであるが，組制構造に比して大きい融通性を

持っている。永続性のあるしかも好ましい Module を持

った骨絡に対して，マンテノレ( きもの) を着せた建築を

もって第一次効用を満足 させる。第二次効用に対 しては

マンテノレの方を換えてゆ き，骨組は再使用する とい う考

え方である。そ して全体のライフを長< ，かつ不老化さ

せようと 5替える。 この考え方は恐らく過去の様式建築の

改装 ( Remodel ing) によって近代化が行われた幾多の実

例から出発しそれを将来に対して適用しようということ

であろう。あるいはまたマンテルと骨格との耐用年数の

アジ バラ ンスをも解決 したい意図を含んでいるのであろ

う。

ユニバーサル・スペース重量

改袋詰討をも 含めさらに構造的にも工法的にも発展し た

考え方として，ユニバーナノレ ・スペース論が錠出されて

いる。この論け、ν ャーレWJ . i i ! i の出現によって - ) ( ' j の力を

得た如く見られる。効用の同定化を排除し予恕しえない

効用に対しても手を挙げないであろうという建築家の反
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撃13色I.tt が少〈と もその理論の 中に伺える。そのととは逆

に見れば，近代建築のライ ブの短命性を自党したととに

もなるであろう。ただそれはファッ ν ョγ ・モー ドとは

態度においては線本的に異ったものである。流行にはラ

イフの考え方が全然存在しないか，ある いはあっても目

盛りを小さく刻んでいる のである。また流行作家は「固

定資産」という観念からは速く，建築は訟大の悶定資産

であるわけだから，両者の結びつきは常に大 まい危険に

当面する。 ユニパーすノレ ・スペースの笑現が試験に終る

か，あるいは社会的通念に まで発展するかは， 今後の技

術的諮秘に侠たなければなら ない。しか し，それに よっ

て近代建築がそれ としてのライブを持つという ことはい

ってよいであろう。

極端なる訟 としての建築耐久

消費財繋の意味

主主%を凶定資産と して見れば，その ライブ一一広主主の

ものとしてーーーを一年でも長くしたい。さもなければ効

用に対する泡大なる出資は償却されないのであるから，

私は今迄そのような社会的通念に立って建築のライフを

見た。 しかしその反対の考え方が存在していけない理由

はない。笑例としては第一次世界大戦後のドイツであ

る。[ " " 位喋は消耗品であってよ いし，それが今日の建築

である」という主張である。この場合に，建築とは主と

して組立住宅を指向 して いるし，軍司; } ' : ! : : . 産工業のハケロ

がそこに| 伺っておったととも忘れてはならない。現実に

建築を消耗品ないしは耐久消費財として取扱っている社

会は存在しておらない。ただ貧しい| 請では，者1ifi'l 不足の

ためにパラック化さ れた建築が結果として恐ろし い消費

財となっているととである。その悪循環は臼本において

現実に見られる処である。病人でしかも老人に過激労17]

を強制することはライフの問題というよりもヒューマニ

ズムの問泌であろう。

物質とエネルギーの相互作

用としてのライフ

生物に対するライブという 言5誌を建築にil伝用したため

に混乱が生れたことは事実であ るが，それはまた建築を

人間とい う生物に ｾｲｲ｜ < 紡びつけた。 生物の ライブは本質

的にいって物質とエネノレギ ーとの相互作用である。今日

の科学によれば，物質とエネル ギーは別々のものではな

い。そこに発見された原則はダー クィジ以後の大発見で

あった。札喋に対するライブも，物質ー的な芯 ｉ ｾｉ 床では，客

観化され，ま た数字化さ れう るのであるが，人間の価値

判断に上るライフにはエネノレギ ー的要紫をも含んでい

る。 ￭ あきのとない ｊｾ 築 と いう場合，それはエネノレギ

ー的要素として見なければならない。まi喋が人間のエネ

ノレギ ー を物質化したものとすれば，組 ｾｦ のライフの問題

にはそれを除外することはできないのではあるまいか。

< i l ! 者命政レイヨン株式会社滋織部長}



「 ラ イ フ 」 の 古 さ と 新 し さ 鳥 田 家 弘

いまの「創造的デヂイナー」にも， またその「アー

ト」を笑う人々にも，もうほとんど適用しなくなった古

い格言ーーしかし誰でもよく知っているもの一一それを

先ず思い出して頂とう。ヒポクラテスのその原訴は知ら

ないけれども，英訳を半分移す と一一

「ーーアートは長〈、ライフは短かい一一」

おや，逆になっているーー( よ く見て下さい， ライフ

よりアートが長いのです) 一一ーと| 恨をとすって下さる人

があれば，そしてそれから建築のア ート をあれとれ思い

合わせて下さる人があれば，もう私は満足です。それで

私の役目は済んだのだから。

:  11 

との号の特集の「ライフ」というととは，だいぶん前

から話題になっていたととで，要するにデずイ γ や仕事

が場当りでないものが大切だというとと，そこでもっ と

ライフのあ るものを というのが，簡明な 1 つの結論でし

た。とうした話題比ｾＡ返して見れば，いまの孔喋が人

のいのちより果敢ないものーーあるいはその不安ないの

ちをもっと果敢なく表現している一一ーというととにもな

ります。

体，いつ，なせ: こんなに逆になったのか，また現

代が逆なのかｾ各言の方が逆なのか，どちらが本物なのか

そういう理粛はかんべんして下さい。逆もまた真なりで

しょうし，大建築や住宅 と，商庖や旅館などとは，それ

ぞれ行き方がちがいましょう。どれか 1 つを本物だと決

めないと承知しないのは，すべてを兵隊の伐にT I ' i さぬ と

納得できぬようなものです。

建築は先ず「も たなければならぬ」といいま すが， と

の耐久性というととに限って見ても，その考えはさまざ

まであって，いまの本建築は西洋の- 1寺前にはむしろ仮

設ｾ築に過き ｦ ません。鋳鉄が Ｕ Ｐ Ｐ 年も たぬとす るとそ れ

は本辿築には使えないという議論が 19世紀末にあったこ

とは， 1 度紹介した通りです。建物に期待するいのちの

長さは，文明の進み方に逆比例 して短かくなり ，いわん

や，不安の芸術など と様すべりすれば，主主築はもう人の

いのちより短い; 場当りのものに賂けをしているようなも

のです。モとで，ライブの反省が登場して来たわけでし

ょう。

しかし，人の「ライフ」もさまざまです。それは，そ

れを賀< 1 ;本の背骨の ような動かしWEいものを イメージ

に描いているときもあり，また移り変る勤まそのものに

読点が移ると ともあります。どちらも発展し てい くもの

ですが，その イメージはとらえ方によ ってそのようにち

がいます。生物学から 一般思想になった進化，進歩，つ

づいて絞能，そして いまのス ペース， こういう ー述のと

らえ方は，ライフの発展相をその変化に重点をおいて摘

まえる見方でしょう。ギ ーデオY から流行しているスペ

ースタイムという 言楽もその 1 つです。

(陸 一一一こ れは和訳しにくし外来日本版としてもどうも ぜン と

来ないので図っていましたが，いつかイタリー釈の広告を見たら ，

うまい!H買になっていました。「スバチオ ・テンポ」がそのイタリ

ー択です。テンポなら日本穏としても 判り よ し その鮪感はマンボ

より烈しいこのごろの何とかいう踊りを恩わせてズパリです。)

一方，捻れ動いて燃えるいのちのなかにも，もっと確

固とした永遠につながるものも予想さ れ ます。記念性を

もっ建築は，との方のいのちと結びます。また，住宅も

本来安息を旨とすべきなら，との方に結ぶべきものでし

ょう。 住宅が住い のν ョクを見せる とこ ろなら認は別で

すが。

さて， rライフ」はただあるだけでなく，意味をもっ

ています。とれもまた， 長 くあることに重大な意味を見

出すとともあり， 一方ではほんの瞬間であってもそれが

刻みとんだ深い感動によって iftlJ られるとともあります。 t

一般の芸術は とうした感動を目指しているといえます。

ただの美人部命というととは果敢ないものですが，それ

が深い感動に哀打ちされれば，かえって永久のいのちを

獲得します。また，長く風雪に堪えて生きつづいて来た

平 凡な 生漉が，線香花火の よ うなもの より も ｾＱＺ い感銘を

与えると ともあります。それらはそれぞれに「ライフ」

をもっています。

建築の「ライブ」も，これらさまざまのものに関係し

ていて，どれか 1 つだけに限るわけにいきません。しか

し過半数の建物は，瞬間のいのちよりも風雪に堪えて生

をつづけるいのちを求め，そしてそのいのちがいま絞視

されやすい欠点があるというこ とは雌かにいえましょ

う。と ζ で，いまのデ l ' イソの流行を一応指弧に入れて

おいて，芸術は長いいのちをもっ建築の方により多くの

可能性を示して来たという歴史を改めて想起することを

おすすめしたいのです。

口頭の句のりブレインは終ります。 rライフ」にいろ

いろあるように rライフ」の表現である芸術にもいろ

いろあり，その最も対立的な 2 つの三号えは古典主義と浪

漫主義です。その問の優劣を抽象的に決め ようとすると

とは意味のない ことですが，時代によりその比重が動い

て来たことは確かです。流行の流れを大きく見れば， 18 

世紀末から 20世紀前半までは，浪漫的なものの方が主流

にあったといえましよう。( ベレーや コノレピユジエはむ

しろそれから狐立していますが〕。日本の伝統も栴別に

浪漫的なクエッ ト型で，そのためか，現代社築の輸入の
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際にも，その意識下の簡を通って，外国より一層浪漫的

な姿が入って来たようです。機能主義様式が，対比の強

い姿をとって日本のすみずみに流布したととも，その証

拠です。

浪漫主義の込喋は，形式の完結を望まず，部分的な機

能や構造の命ずるまま不規則な自由な造型に走ります。

また瞬間的な情絡に委ねて，無限定なスペースを駆けめ

ぐっていきます。その最大の制li 値は「無限」というとと

にあります。 i 無限」は一見「永遠」に似ていますが，

突は大差があり，その差は，浪漫と古典の 2 つの精神を

分別するもの とさえいえます。浪漫の「無限」と は字の

通り ， 限るものがなく，閣の奥にも，速い国にも天上ｾ

かなと ころにも ，刻々に現状を否定 して次のいのちを探

していく態度と結びます。さきに述べた長い寿命や確固

とした背骨のようなものより，刻々の変化へ誘われるも

のです。

建築芸術を否定する人々が，ｾ然と「グイジュツ 」と

して考ーえているものは，おそらくこうした浪漫芸術では

ないでしょうか。また，いまのデヂイ Y の「新しき 」や

「創造性」の考え方も，やはりこうした浪漫的なものの

方につながり易いのではないでしょうか。しかし，そう

いう「新しさ」は何か弱いものになるおそれがありま

す。

一寸別の話・になりますが i 新しい」というととは一

休どういうと とでしょう。 i 新しいもの」が，それまで

と関係なく突然外来のもの とし て入ってくれば，それは

全く骨折しいものでし ょう 。しかし，西欧の歴史を見る と

そのt 1i い伝統から持続的に発展して来た技術や芸術では

「新しい」と とは古いものを貫いて，そのなかから一連

の「ライフ」が生れ変って来るととのように思えます。

折衷様式を非如しつづけたファガス Y は，ノレネッナ γ ス

以前の西欧の建築と， 19世紀現代までの東洋諸国の建築

は，そういう意味で常に Progressi ve A叶 l itect ure だとい

っています。 どうも新しいということは， i た だ 新 し

い」こととはちがうように恩います。

「われわれの| 時代は，まさにオートメーメョシ時代

だ」という誇らかな言繋が19世紀にもよく諮られていま

す。才一 ト・モピーノレという名，すなわち自動車もその

あらわれです。それが動力から次々に伝部装置に発展し

て来て今日の「自動制禦」を含むようになりました。し

かし，日本では，オートメ ーν ョγ とは全く突然の新し

いもののようです。とれは言葉だけのととですが，内容

の方でも，木に外来の竹をつくととが「新し い」 ζ とだ

とされる例が多いようです。そういう風な「新しさ」は

木当にいのちにつながる新しきではないと思います。

「ライフ」をもっ娃築の新しさは，やはり宵いいのちか

ら生れて米ない と 「ライフ」をもちえないのではないで

しょうか。
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古いいのちなど といっても，何 も懐古趣味をよいとい

うのではなし浪漫主義のー簡にあったような古いもの

への憧れをいう のではあり ません。 変転するがf しさ のほ

かに，永遠に持続する生命から出てそとに再び加えてい

く新しさがある筈だというととをいいたいのです。普遍

的なものから出て，そして普遍に帰っていく新しさ，そ

うした視界を得たいと願っているわけです。 i ライフ」

のlf J i れ方はいろいろあって，どれも無下にしりぞけられ

ません。しかし ，い ま私がようやく気付き，得たいとお

もっている「ラ イフ」 はこのようなものです。そ して，

その願いがまた， 20世紀後半の動きと軌をーに したら素

晴らしいなぁと空想しています。

われわれは，との国ではまだあまりめぐまれぬ建築屋

一ーしかもそのほんの片棒をかついで追い廻されている

損な仕事をしていますが，しかしそれでもなお，建築に

離れ ｾｾｦ い愛着を感じている人がたくさんあるでし ょ う。

グーテはわれわれを例に挙げて， i 建築家は無数の部屋

を作るが，そとからはいつも追い出されねばならぬ」 と

いっています。それはしかし，われわれを哀れんでいる

のでなく，そのようにして次々にものに立向っていくわ

れわれの建築することへの深い愛情を示しているので

す。 長いいのちが，そ して刻々にその刻印を残 していけ

るいのちがこ こにあります。手仕事であろうと機械の量

産であろう と，とのいのちは，どのようなプロセスにで

も，その可能性を拡げていけるものです。あれはだめ，

とれはだめといっていては，いのちは縮まります。ひろ

い寛容をもってど こにでも可能性をひろげていくこ と，

狛介な特殊性に閉じ筒らずに普遍的なものを求めるとと

それがいのちの機能であり . また些かなライフのある建

築屋の態度だと思います。

少し甘いかも知れませんが，建築評論がいつもわけも

なくとすっ辛い必要もないでしょう。最後に， fEかなラ

イ フをもったｾ築家が，建築をどういったか， 1845年の

古典派コツカーレノレ教授の言を引きましょう。

「一一人は建築に高められた気分と理想に至る境地を

見出し，カを振るいおとす境地を見出す。そこでは，人

は 1 つの村神を感じる。すなわち，秩序 ・比例 ・美 ・不

死などがそとに待っている。そして人は，自然と 11寺の限

界を超えて作品を拡げる力をそこに感じるようにおもう

。ジェ ークス ピアの 心にハムレット の次の言ｾｾで顕れた

あの知性の行伎を，それは求めている。

人とは，利1のなんという作品 !

その現性の高fI さ， 能力の飢限さ

その姿 と動き は，天使のよう

その智怒は，布11のよう」

c医者 神戸大学工学書官迎梨学助教授)



フ イ ト の い う 建 築 の ラ イ フ

増 回

市t簡について・

funct i on 機飽一一ーただし繍飽とは . 働き，または作用し

ているその状悠と見ることはできるが，機官官と呼

ばれる何らかのものが噛てると考えるのは奴 りであ

る。

正しくは ，変化の過程. 変化するそのこと。

st ruct ure 構造 一一一これは綴飽K 対立する 概念。すなわち

ある一定の固定した叡俗，または状惣。

int egrat i on fi'l 分 一一一例えば，私のくだす判断とは，私の当

而しているこの状況のもとで，私の体質，気質，

自主ｾ Ｎ興 味その他すべてのものの割分である ， と

いう こともできる。つま りそれは . 111なる加算で

はないのである。

spi ri t 精神. "，力一一- 1 : . れは心 ( mi n d) とは巡うし

まに制力という樹合，それはもちろん単なる制念

ではなく ，作用力とで色いうようなものを考えて

もL、い。

l i fe 生命，生命力，生活 ー一一 大きな静mには17の訟

味がある。そうして単に生命という ｮｾｉｌ は ， それ

が抽象的な訟味であることに注意している。

友 世

ライトは機能主義者である，あるいは少くとも，機能

主義的である。 ーーーしかし彼自身，一度もそれを自称し

たととがない。ないどとろか，いわゆる機能主義または

機能主義的建築なるものを，しばしばやっつける。例え

ば : 家が住むための機械であるならば，心臓はサタジョ

γ ・ポY プである( 1I - 216) とか，形が機能以外のあら

ゆる考1芯を捨てたり，功利がその本来の位置を超えて過

大に11:t. 抗されるのには，理由が見当らぬ ( 1 - 141 ) . な

どという。しかし，建築の ［ 機能を，ここでライトが ｾ ｉ ニ 掬 ｩー

するような，それほど単純な意味に解する論者はいない

であろう。のみならず機能のどのような怠味においてで

あれ. 機能主義者をもって自ら任ずる論者もまた見当ら

ぬのである。

しかし私は，ライトこそ，その訴の正当な怠rqミでの綴

能主義者であると考えている。とくにその思想的立湯に

おいては，そうであると思う。

ととでいう機能主義とは， 一つの進化論的立場をいう

のであるが，ライ トの進化論的思想の系譜については，

プリシスト γ のエグパアト教授が，すでに詳細! に分析し

ているとおりである。

ととろで，思想的立場と しての機能主誌は， 構造より

も機能を，静態よりも動態を，絶対よりも相対を掻視す

る。しかし，動態とか相対とかは，常識的 lと考えて，あ

るこつの状態相互間の変化，または相互関係として知党

されるものであるから，通常やはり動かない一定の二つ

の状態，または段階を予想しないわけにはいかぬ。例え

ば，発芽という連続的な変化を考える場合，種子という

つの段階と，双諜というもうーつ別な段階とを思い浮

べて，その連続的変化の現象を納得するようなものであ

る。つまり，機能主主主といえども， 円常絞験的には，静

Ｔｾ＠



! 滋や絶対的なものを前提とし なければならぬのである。

いいかえると機能というようなものを考えるとき，機能

そのものがイメエジ となるわけではなしその機能に参

加し ている一定の部分 とか，その機能または変化の段階

とかのような，一定不変の状態がイメエジ と な り や す

い。それはそれで差支えないのであるが，ただ，この よ

うな一定の状態を，それがただちに機能である と考える

のは思い違いである。とのこ とは，機能につい て何 ごと

かを考える場合，根本的に重姿なことであるから ，と く

に強制しておきたい。

というようなわけで， ライ トのみならず， 一般に機能

を論ずるとき ，しばしば，部分に対する部分とか，部分

に対する全体 と かいうのであるが，との ｉ ｾ の怠 ｬ 味の狙い

は，部分や全体そのものに在るのではなく ，それらの相

互の関係に在る。したがって，形と機能との関係，fylJ え

ば，形が機能に したがう，という場合にも，形と機能 と

.  .  
が続子のような間柄で連れ立って，それぞれ歩いている

わけではない。そのような間柄にとそ問題の本質がひそ

んでいるのである。

ところで，そのような間柄なり関係なりであるが，そ

のいわば難と卵との関係 というような，そういう 形而上

学的な考え方には，も早せっかちな現代人は妙味みにく

いかのようである。そとで今日のわれわれは通常，単純

な物理的因果関係 というような，機械的， Ｕ ｩｾ 鼠的な考え

方にたよろうとする。これをドライというのであろうが

そういう部分と全体との関係，形と機能との{ 間柄を説明

するのにも，しばしば数学的用語を使う。しかしそれに

は，単にt ; t . 術的方r ｘｾ｛ を 三 考えるよりも ，通 常より 一層紋 雑

な，そうしてそれだけより 真実に近いかのように思われ

るところの，f ? t 分| 刻係としてヨ5・えようともする。といっ

てもそれはもともと，ただ考えたり ，理解する ための方

便 としての話であって，積分関係というような，いわば

種の機械的関係が事実として ，ｲＱＧｾと卵というような形

而上的血縁関係，あるいは生命的現象そのものを説明す

るものではないのである。このこともとくに小論の場合

には，重要なJ恨本問題ではあるが，その詳細1は省略して

ただ結論だけをいえば，機械的現象 と生命的現象 とは異

質である と児倣すのが普通である。しかしそれにもかか

わらず，ライトは，この積分関係でもって，事実を説こ

うとするのである :

むi分化は，民主主義の理想である。… ・・その多くの単

位が，それぞれに自由でありながら，この自由にもとづ

いて，揃って機能し ているのである。( I -- 161)

また彼のｾ策論である と ころの ， 有機的建築説におい

ても，その有機的という 言葉について，それをあまりに

も生物学的にのみかぎることを嫌い( 1l -- 43，9 ，) ，それ

.  .  
以上の意味をも併せ持つとして，有機的というよりも，
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むしろ積分的 とか，内在的 とかいった方がいいと説〈。

そう して，それはどういうことかというと，建築にい

ては何よりもまず， part - to・whol e- as- whol e- t o- part ( 部分が

全体のために在る とと ，全体が部分のために在るごとく

.  .  .  
せ よ，とでも訳せようか。とこで，ために在ると訳して

見たのは，つぎの引用にも よるところであるが，なおこ

の原文に在つては，その怠味の狙いは検棒で珠数つなぎ

されたその相互関係に在るからでもある。との横棒とそ

部分 と全体 との特殊な関係， いわば相互依存関係を示

し同時に，官iJ 段と後段 との可逆関係を， as を中心とする

ととによって，示すものである〉でなければならぬ( ][ -

322)  というととである。

さらに : そのすべての部分が，全体のために在る部分

.  .  .  
であり ，そのまた全体が，部分のための全体であるとき

にのみ，そのような有機体を生きている というく ] [ - 298)

または完全なる相互関係，あるいは積分化こそ生命に

ほかならぬ ( IV- 24)  ，というような説明でわれわれは

全体と部分との積分関係の可逆性，もしくは重複jtt が事

実 として，生命そのものであることを知るのである。

このようにして，綴能主義的な彼の考えやその考えの

進め方の大体が理解できょうと思う。そこでつぎにライ

トが，建築 とは生命または生命力であるという場合， 兵

体的には，どのような現象を指しているかを問わなけれ

ばならぬのであるが，その前に，とのような考えまたは

考ーえ方が，現代建築論においてどのような位l古を占める

ものであるかを考察 しておきたいと巴、う。そ うでなけれ

ば，ライトのみではなく，現代建築一般の思想的状況を

見失うおそれがあるからである。

よくいわれるように，現代位策は，単なる形式 よりも

機能を重視する立場に立つものである。現代雄官誌の主11日

者逮で，建築の機能に触れない者はない，といっていい

だろう。しかしながらその場合建築の機能とは何である

かということについては，まちまちであり，またiii i述の

ように，機能主義者をもって自任する論者も見当らぬの

である。またしかしそういうことをも念頭においた上で

現代建築についての諸論評が甚だ機能主j史的であるとい

えるのである。何よりも機能を重視するということにつ

いてはいうまでもないが，たとえ主主祭の持つ美的価f !( に

ついて説をなす場合にも，その美をものの属性と見るよ

りもまず現象として見ょう とする。とのような見方は，

建築界だけではなく，哲学や心理学や人類学ゃあるいは

科学の諸分野においても共通な， 一般的傾向であった。

そ れ であるから ， ・ たとえ事実 とし て機能主義を ｴｾＱ 傍する

ものがなかったにせよ，現代建築ないし 現代経勢論評を

機能主義的であるというのには，充分理由のあることで

ある。ただギーディオ γ その仙の指摘するように，それ

.. 



ぞれの説を主張するのに，用語や用語の意味やまたは論

理的方法に差異があったのである。

例えば，部分と全体とのむi分関係については，グロピ

クスの有名な，個人，民族，人類などという同心円的

な，幾何学的な設定の仕方にも現れており，この場合に

はライトに較べて，著しく機械的であることがl恨につく

だけである。しかしまたこの差異は甚だ霊安な意味をも

っ。 何故なら ， ライ トは部分と全体とを全く同等に見て

いるのに対して，グロピクスはより大きな全体に世話位を

与えている。したがって， ライト にあっては，建築その

ものが社会とか コムミユニテイと閉じように，取ー重要事

であり得るが，グ ロピク スに とっては，社会なり生産関

係なりが建築に優先するのである。つまり，ひとしく機

能を重視する立場，建築を現象的に観ようとする立場に

立ちながらも ，グロピク スの方では，全体 とはI狩態的な

綴相をもつものであり ，しかもそ の全体に超越的な価値

を与えている，という点で，機能主義としては，ライト

ほども純粋ではない。

また小論の段初に Ｕ Ｑ いたライトの 言 ｾｾは，いうまでも

なくノレ ・コノレ ピュ ジエに対する反論のつもりであろう。

それが根拠のない非難であるこ とは，すでに触れたとお

りであるが，しかし 笑現された建築そのものについてい

うならば，とのような皮肉を浴びせら れ る だ け の 迎 由

はノレ・コノレ ピュ ジエにもなしとはしないであろう。 例え

ば，ライ トはノレ ・コノレピュジエの主張や作品が著るしく

二次元的あり， したがってそれが全体't'1ずに欠けるもの で

あることを桁摘して，有機的総築の三次元性を誇るので

ある( I - 133) 。ことの正否はともかくとして，これら

のことから ，現代建嘆のこれらの三依手は，いずれも機

能を亙視 しながらも，それぞれほ i<f 三角形の頂点に立つ

かのように見うけられるのである。このととはまた，彼

らの好む用語の傾向からもいえるこ とであって， これは

またそれぞれの国民性にも拠るのであろうが，傾向とし

ては，それぞれ生物学的であり，理学的であり，社会学

的であるといえよう。しかしまたこのような差別は，機

能主主主的立場に立って，延1耳さの機能を考える場合，起り

得る視点の差一史でもあろう。逆にいえば，建築の;機能ま

たは現象には，物的側面も，生物的側面も，社会的側面

もあり得る というこ とにほかならぬのである。そう して

そのいずれに重点をおくかによって，それぞれの説をな

すと とができるのである。それであるから現代建築論に

おい て，もっとも重要なこ とは，とれらのj抗覚に見られ

る差異に問題の本質があるのではな く，それはむしろそ

の共通点にある といわなければな らぬ。そう してその共

通点こそ，ほかならぬ機能主義的立場であるといえよ

っ。

ところでさて，ライトのいうライフについてであるが

彼によれば : ライブとは何であるかを説とうとするすべ

ての試みは，太鼓・の音がどとからくるかを見定めるため

に，それをたたき割って見る ようなものであ る ( V - 2め

という 。 とすれば‘ それを理解するには，その用語を論

理的に分析するのではなく て，そういう独特の用語が指

示する現象をたどって行って，それによって彼の考えを

こちらで組み立てなおすほかはないのである。とれはし

かし，単に一つの用語の問題ではなく，彼の全，思想ある

いは彼の悲鳴論の組み立ての全部を，予め知っていなけ

ればできない相談なのである。 しかしそれは，い まこと

では不可能である。それ放にやや一般的な以上の記述に

よって， 一応機能主義的な考え方， とくにライ トの考え

方の大ｾをさ と っ ていただくほかはない 。そうし てとの

ことを絶えず念頭において，彼のいうところから，しか

るべき1投球を拍きだしていきたい。

1930年のプ リンスト Y での講義でライ トは : 良い建物

といわれるもののすべての特性は，それぞれ必然性をも

つものでなければならぬ，それは飛行機や汽船などの形

と同じように，それぞれの存在理由を持たなければなら

ぬのである，存在理由 とは，それぞれの目的にほかなら

ぬが，しかし ，建物にあっては，それが建築材料に よっ

て作 られ，その建築材料はいずれも生命力をもっている

のであ るから，当然建物にも生命力が与えられる ことに

なる( 1[ - 128) と述べている。とれは重大な発 言 で あ

る。と いう のは，建物のもつ生命力が，述物になる以前

まだ建築材料であるその時 1<::. ，すでに生れているのであ

る。も しこ の通りである とすれば，とのこつの生命力と

はそれぞれ別物なのであろうか :

あるものの芸術性とは，そのものへの悟入であり，そ

のもののもつ生命力であり， そのものについての愛であ

る ( 1  - 92)  ，という ところから 見ると，との建物以前

の生命力と，建物の生命力とは，ほぼ同じものであるら

しい。しかしそれならば，その生命ブJ はどのようにして

生れてくる のか : 建築がある観念から生れてくる という

のは，イメエジにおいて，純粋な惣像のうち に生れてく

るということである ( 1 - 189 . 1[ - 195) ， Let  it gr ow 

up in thot imoge .  the 打 開 . ( そのイメエジのなかなる建

物をして成長せしめよ，樹のごとくに) CIV- 46) など

から見ると，生命力とは，想像されるもの，つまり主観

的な現象であることは明らかであろう。

しかし，ライト のいう ライブ には，とれ とは別の定、I床

をもつものもある。それは生活と訳すべきものであるが

それらのうちには，そう とばかりは断定できぬものもい

くらかある。例えば，建築とは生活そのものから生れ，

今日もなお続いているその生前のためのものである， と

い うことを知るべきである ( V - 251 ) などの用活は，ま
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た生命力とも解するととができるのである。しかしとれ

はどうやらライトその人のせいではなく，ライブという

単語そのもののもつ意味の 巾さのせいであるらしい。そ

れはともかくとして，それならばc . のような意味での

ライフ，すなわち生活 と訳すベさライフ と，建物のもつ

生命力とのIl ljの現象的な関係 とは，どのようなものであ

ろうか :

.  .  .  
主I ! 物は，その内部での人間生活とのかかわりにおいて

またその外部での輝く自然とのかかわりにおいて，それ

ぞれ最高の機能を発揮する ( 1  - 43) 。つまりことでは

人間生活と自然の現象とが，建築に対してそれぞれ閉 じ

関係をもっ。そうしてその閉じ関係とは，つまり機能的

な関係であって，いい換えると ii i J 述の税分関係にほかな

らぬのである。

というのはライトはこのようにして池築に引分される

ものとして，生活や自然のほかに，環境，相貌，構造，形 ，

設備， IJfj 口のみならず，知性や本能をも挙げるのであ

る。もちろん建築材料やその生命力については繰りかえ

すまでもない。そうして，初めの方に引用したように，

これらのものの完全な税分化こそ生命そのものにほかな

らぬのである。しかもすでに触れておいたように，との

完全なむi分化とは，その航分関係が事実として - 方的

ではなくて，可逆的であることを怠l床するものである。

1910年ドイツで出版された彼の作品集のなかですでに

彼は，伝統的民家のすぐれている魁由をあげ，それらが

環境や生所風習のうちにf j ，'l 分化されているからである

( 1  - 59)  といっている。総築が生活やその他のもの積

分であるというだけではなく，逆に，生活のなかに建築

がむi分化される，というのである。その積分関係が，こ

のように可逆的であること，すなわちまたある怠i床では

重抜的な現象であるととを知れば，前に述べたような，

建物の生命力と，その建物の343材の生命力との現象的関

係もまた理解されようと思う。いいかえると : 個々のも

のが，それが主観的な生命現象であれ，あるいは客観的

な人間生活や材料であれ，すべて建築として積分化され

それと同時にその建築が，環境や生活のうちに積分化さ

れるのである。そうして このように重複的に可逆的な積

分関係とは，単に論理的な意味をもつだけではなく，そ

れは現象であり，現象であればとそ，そとに生命が宿る

というととである。

ライ トのいうm築のライフとは，とのような意味をも

つものである。しか しそれならば，そのライフとは自主に

主観的現象にすぎないのであろうか。否，そ う で は な

い。それは人間や樹木のもつ生命と同じように，客観的

現象なのである。なぜならば，建築もまたそれ自身の村

力をもつからである :

大地のなかから生れ，大地のよ i亡人間のうちたてた建
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物には，すべて彼の紛争11，彼自身のひな裂が宿る。それ

はその建物のうちに生きており，それをその場所に見と

どけると ともでさる。しかし建物には，このような名人

芸とはまた別な，もうーつの精力が宿っている。しかも

この村カこそ，それを建築と l呼ぶに相応しい も の で あ

る。それは人間によって作ら れたものではあるが，人|聞

に幼きかける村力であり，その時代，その土地の村力と

なるものである。それ故われわれは，いやしくも述書誌を

理解しよう とするならば，建築 とは，このように して人

間の生きるかぎりは生きつづけ，仇きかけつづける，人

間中古神のとの村力であるということをさとらねばなら

ぬ。それは，人附自らの生み出した，より高い自我の，

その自党的創造にほかならぬのである ( V - 18) 。

ここでライト のいう精力とは，まととにW，fill のはたら

きのご ときものである。 しかしライ ト自身，いささか鬼

神的ではあるが，それだから といって，鬼神のことをい

っているのではなし建築の本質を説いて い る の で あ

る。建築の本質を，村力とい う実体的な力において，客

観化しようとするのである。それがもし，鬼神のこ とを

いっているように見えるとすれば，それは，例えばわれ

われ自身でさえも，理由なくして生れ，生きているとい

う，生命そのものの非合理に触れている放であろうか :

この全体に生命力を与える ζ と， これこそ創造なので

あって，とれ以外に創造なるものはない。われわれが，

形 と機能とは一つのものである という場合，それはこの

ような生命をもっ構造のことをいうのである。… … しか

し，もっと霊安なとと，そうしてそれとそ建物をして建

築たらしめること，それはこの建物が，結局には発らっ

たる人間村神に通じるものでなければならぬということ

である。とこでいう発らったる人間精神とは，生命の中

にあって，生命を動かす ととろの精力なのである。 … …

有機的建築とは，この発らったる人間柏村1の生きいきと

した表現にほかならぬ。建築は生さているのである ( lli

- 298) 。

百I Jll ｾｉｦ＠

1  O n  Ar chi t ec t ur e. D ueJ l .Sl oa n a nd P earce.  New  

Y or k. 1941 

I  A n  Aut obi ogr a p hy . di tto.  1943 

I  T he  F ut ur e of  Ar chi t ect ur e. Hor i zon Pr ess. 

N e w  Yor k.  1953 

l V T h e  N a t ur al  H ouse. di tt o. 19臼

V  A n  A mer i can Ar chi t ec t ur e. di t to. 1955  

(tJ I者京都大学工学部建築学教室〉
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耐 久 的 消 費 財 説 に つ い て 足 立 孝

l i fe について慨し合った際，芸術的， 技術的立樹氏対し首闘の経済的

立助からの文なも必ＧｬｬＡだろうから ｪｮｾ 万か ｋ ｬＧ ｉ いていただ ζ うという ｅ と

になった。と ζ ろがお願いした万智綿花斯られて， 結局役目柄お前引け

という ζ とになった。段近 Ｎｭ 築家内で消 ｾｍＮＦ がとくに流布されてい

るわけではないようだし ， 私自身経済観念従って知践のいたって乏しい

児だから ， 当り前Tごと思う位で， それ以上とく K 述べたい考えもなく ，

他人の恋文を t'I ヵ・されるようで話だ勝手が恐い。断り切れないほどの気

の弱い払だからｾ准々と正面切ってのシラノ ・ ド ・ ベルヨユラ ＺＯＷ 役は

やれそうにもない。 そE で現代K 焦点を合わせ，手併にあるものを並べ

てお見せし . * 古川は「結溢はお者がつけるものである」 という先人の名

古を利川させていただく E とにする。

' 何等か括った形で消1x説を主張した建築家は，今迄の

ととろ，山崎怜太郎氏一人ではないかと思う。山崎氏は

野Ｑ｝｝俊彦氏の有名な「建築 ｾｉ］ 芸術論」が建築雑誌に ｩ ほっ

たとろの前後，すなわち大正初めから中 iUJにかけて同誌

評論欄に， ｾｉ ， 芸術論の賛成文を ｅ りいたり，自ら「建築即

構造論」を発表したりして街路しておられた方である。

氏の所論はアルスの講座に「建築論」 としてでている。

その大立は

ｲｾ も食色どんどん好みがｾｾ Ｎ 昨日の自分は今日の自分ではない。

衣食住の併行が人l羽生前の FJ! IDならば，地震火UBC: 波れない顧問な家は

その里II 組の絶大なる反迎者である。草l悶伝家は人間の生命の安埠t保障の

ためといわれるだろうが， 目的の邸象のみを見て他国永久の 成行を忘却

した判定である。固定的建築花開冒ともる人間の一生溢は活きながらの

自殺を只到している。それゆえ資金の経済のみが倒立として残る。固定

ｭ 築の使命はそ ζｋ 鮮明である。 衣 食住 三者のｊＧ ｾの 一 致 ＱＱＺＺ は，住 ｊ ｊｦが衣

食とともに人 Ｑｭ 生活の ￬ｊｾ 粍品たる位位に立つ ζ とである。西行芭 ｩｬｩ にと

ってはそのＨｬ，Ｉ［ｕは食をｾｾ ｾ Ｎ 衣をＡＡＺふる犯 行しい。ただその係った様式

は消極的で，在i極的K つぎつぎに家を作り口: み換えた理担J: 克現家は千の

利久であった。彼等のとJ: t'! iの総は! : t . 涯敏の削純白百ではければならなかっ

た。i l ! 築もまた生活の消粍品である 。」

氏のこれまでの緒論説を一覧する と，その陪に一目し

て災用的立場の主張が，そしてまたその主張を急ぐあま

りか論理の飛脱が認められ，この消i逸品論も当時の様到

的にもったいぶった建築芸術の永遠の生命観に対し，

機能的な極端論をアッつけたものと見られ，その内容に

成長さすべき ｾ￴ があるにもかかわらず ， 一応［現在の私達

にとっては経済を紙視した夢物析になり，下手すると，

この「とらわれき' る生活」からギリ ν ャのデイオグネス

の樽生活讃美に給付き‘ デイオグ J トスすら樽を必要とし

た点で完全な建築否定論にならぬまで も，受け手によっ

ては非建設的な日本的諦めを招 く危険性がある。私は日

本の復興の早いのは焼きつくす建初であったからで，欧

州を見紛え取片づけだけでも大変だといった人を想い出

した。

' 山崎説の観念的なものと迩って実際的に建築の消耗を

な識させたものにアメ 3 カの資本主ぷがある。技術史家

( 泉出f Ｎｦ ｊｊｾ ｊｮ 計産業革命論ＢＩによれば， 19刊: 紀末から 20

1世紀初j めにかけて氾力を主とする第三次産業 不命があ っ

たと考えられ，との時 ｊｾｉ に自然科学が特定目的に組 ｊ 紘づ

けられ- ' . i ! E のが[ 技術を生むとともに経営的には独占資本

主義が成長した といわれる。建築も 1930年を域 としてア

メリ カの工業技術と結び国際様式を発展させたｃｴｾ田家

弘“ 後能主義の経過について" ) 。用語の混乱を防ぐた

めにアドノレブ ・ペーネ( 現代目的建築〉の分類を利用し

て20位紀 l清半の考えを見ょう。 r家は当初Jから道具であ

るとともに遊びの貝ーであった。今世紀になって目的処築

すなわち道兵としての建築が偏重されてきた。機能主義

は内部の! ! Y J きを重視し，直線は運動に適しないから 山

総を主視，形式を抹消したが，運動が一定不変である場合

のみしか機能的であり得ず， ＱＱＱＱＪ 京は 室集合には Ｚｬ ｾ｝ って不

経済であり，無形体は自然J模倣や慾芯を詳し，結局尖鋭

な個性化の行詰りを招いた。完全な有機体を理想とした

が，動物は勤き， 一時的な生命を持つのに，建築は生長

も死亡もしない点を忘却している o 人間性向IU悦 t ｾｾ欲の

追放を志しながら人体絞倣により却って人間i此溺を抱い

た。極端な個人主主主。金星主義は社会的意識から際準，

規協を追求し， ) 皇統，租豆ねのきく [1線をJ : 'fffi ，さらに

遊びの兵としての認識から秩序ある形式を，人と人との

川を総合するもの としての形体，その基礎としての幾何

学を求める。だが，} 彰の独裁，玉JlJ 丑， !ll ljー化，幾何学形

の ｾｉＺｴ Ｎ上会的手 ｬ￬￹ ｬ 床 ｉｾｙｉ の危険がある。人間的芯Ｚ欲の強調が

客観性， J ，! j J 物性に導く 。型盟主還は災際的な考え方で機

能主主誌に近いが，絞能主義が目的を肯定してもなお人間

抱怪や形成の似体として自らの目的を見出そうと“ 原則

的に以ーも正しい手段は γ ' と問うに反し，実際的目的以

上にでず“ いかに実用的に倣うか? " を| 尚うに止る。機

械に対して，機能主j騒が有機体に近い迎忽! を，合迎主主主

が定型化の代表を見るに比し，功j羽主総は仕事，カ， "寺

Il ¥j の節約を見る。」

ベーネの「建築は成長も死亡もしない」という 言必は

生物との比較に用いられた言葉ではあるが，西欧紘嘆に

見られる構造の半永久視を窺わせるものであり，山崎氏

が竪凶なる建築に経済的価値を認めたのと同様，従来と

とくに違った構造的消耗は意識されていない。美的消耗

も様式打{ 政l乞よって美の時代的消耗は怠識されたのに間

違いないとしても，抽象芸術 としての自覚により永速の

ものを求めた傾向は顕著であるから，動携している程度

と考えてはどうだろづ。機能的消耗についてはいうまで

もなく社会の急激な変化に伴う生活変化に合わせるべく

努めたのが20 !吐紀の建築であり，引用した機能，合J 1 l l ，

ｾｊｭ 主誌がその考え方を代表する。ベ ーネは災際的な点
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に機能主総と功朋主議の近さを認めているが，私は合理

主総と功用主義との接触Jdkを時Il 目的，t.g、識に認めたい。ベ

- _;f，、は機能主義を現在的な点的考え方として，合理主義

を社会的な水平的な考え方として説明しているが，将来

の変化を見透して設計する時間的垂直面的考え方を合理

主主主と功f F J 主義の接触点と私は考える。 i"i ＩＡｦ ｌｾ の ｬ 手籾が何

年か先まで Ｓｅ れるようにとダブついた洋 ｊｊｾ を子供に口う

場合であり， ζ の場合合理主=議の遊びなる言楽は美的な

ものに関連するのでなく，余裕の意味での空間的なアソ

ピになる。 機能的効用主義は“ 成長する家" に，合理的効

m主治は生産工程更新の多い工場に代表される。ペーネ

流にいなうらば効用主義は人間的忌; 欲迫肢が急: 欲M: ・， L! rJ 

物性ーに導くというべきか。便宜上，グィトノレグヰクス以

来の椛造，機能，美の三要紫ーに分けて考ーえてみたが，そ

れらを綜合した建築の消耗を判然と; 芭: 識さしたものはニ

ューヨ ーク市における土地投機であった。地市mの値上げ

に新述築が必ｾであり，更に地価の値上げは存来建築の

価値を低下するから取致され，地価に相当する資本価値

を有する建築が新築される。ダブダプの ｊｊｾ を着せて，休

にピツ夕日の時分には破れたりスリ切れたりするのに気

付かぬ母親を笑う立場である。規絡変更の多い工場も同

織に考慮されよう。しかしこの考え方は磁工業の尖端jで

認められると とであって，住宅のような一般的なものに

まで惨透した事災は認められない。この点がこの| 時期の

限界を示している。

ー 第二次大 ｬ￬ 災以後の主主築は「人間性回復」のＮｪｪＺ ｴ Ｉｩｾの下に

斜j用主説的な国際様式を修正しようと物位しているかに

忠われ，ブノレジチヨブすら見兼ねて発言している状態だ

が，一般産業界は相次ぐ発明? とよって，例えば自動111リ御

ペトロケミカノレズ( 石油化学) ，原子力士rf その技術的核

心をどれに認めるかは人によって必ずしも一致していな

いが，第三次産業革命に乗出したといわれる。それはま

た，今までにない深刻な矛盾を生じ，資本: 主議そのもの

の命とりの物質的安因にもなりかねないと兄られてい

る( 星野上倒文〉。とのような状況が私速に強制しつつ

ある変化を見るためにジーグブ Pー ド ( 20世紀の諸相)

の芯見に11: を傾けてみよう。

「オートメイ ν ョY 実施の結集，肉体ク'j{)J 省は減少し

企業の拡大複雑化は多くの技術者を1 tet: 理者に変える。会

社の危i険には国家が乗出さざるを得なくなり，企業会社

の政治権力への接近，具体的には首日刊に本社が集中す

る。国家は失業保険をはじめ色々の社会保附を行い，個

人は自由であるよりも安寧を欲するようになり，巨大企

業の 中に泡l波する。事務部分もタイフ¥録音機，計算機

の占領により，産業プロレタリア同級事務プロレ夕日ア

を生む。そこでは創意工夫よりも泊: 意力が必要となる。

フォードの企業行中! 神11はテーラージステムによりますま

す進み，機械類の色さえ ｪ 京イ旧 ｉ への［［ ｾ ｾＺｾによってｾばれ
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る。安〈するためには量産を，そのためには大量消貨が

必要となり，規格生産品になれきす教育はーに広告に依

存する。その際芸術は人目をひく目的の一手段となる。

時に奇や敵を利用するととはあっても，大衆と相容れな

い個人的ｾ索の新 ｩ 少，平凡化が注視され， -l J 早や芸術家

だけでは役に立たず，心理や市場分析JHI 日] 家の協力が必

要となる。作家の原稿は半製品的版料であり，企問者の

手で商品化される。文体もリ ーダースダイヂェス トのそ

れのように標準化される。思想も生産物として，それに

併 う一切の経済的結果ーを含めて産業的に取扱われる。芸

術は利苫を離れたものだが，社会に適用させるためには

公衆すなわち消費者を無視し得ない。家庭では高賃金の

召伎の代りに家庭用繊械が進出する。手の出せる値段に

するためには様準型でなければならず，そのことは家屋

の標準化にまで及ぶ。従って生i青様式の採準化は能率向

上のため，台所浴室の優位，食堂の凋落，) 皮室の居間化

を招く。 &IJl 市カフェ ー，ス ーフ。等が台所家事の例性を喪

失させる ととも に，主婦は家庭外活動に興味を持出し，

学校は子供のお守り役をする。製品の標準化は! 司際的 と

なり，その国別は一見し て判らない。毛沢東もマレ γ コ

フも西欧的な似たJmを着，ともに佼術の信務者である。

全世界が人生並に生産l乞関する物質的な閉じ考え方の{ ; IJ

ぎを受けている。機械主義の基調に皆一致しているが，

単に便利第ーの考えからでなく， I時代の動きに遅れない

ようにとの臼 ｾＱＺ 心からでもある。自動車，オ ート パイは

ft. tむの持たなかった柔軟性と個人併を彼訊・させ，ill 気で

操作される多くの家庭用品が家政処躍に多A.:Rt.J: を与えて

いるとはいえ，エネルギ ーの源泉はもはや各人の手i乞偲

られていない。ストライキが起ればお手あげである。産

業革命の論理は微妙な央深さに及び，話誌の落着きはなく

なり，人は自動車で脱出する。自動車での脱出旅行は，

昔の旅行が休養であったのに対し気晴らしであり ，むし

ろ休は疲れる。ホテノレは渡る所にすぎず，家撃さよりも

設備が重視される。ホテノレ仰11では使用人の日賃金によっ

て客の大虫消化が必要になり，反面自動l Ji .旅行のできな

い大衆の有給休I l lf I の笑現は集団的規格旅行，その色' 旦II 者

として の旅行協会の発達を招き， ホテノレも主主主主化， fi ; }望

者のＡ時代となる。航空機や ｾｴｬ 子顕微鋭の発達は「人 ｼ 削が

万物の尺度である」を過去のものとした。政治的，経済

的単位がもはや人間の尺度では間に合わない時代であ

る。技師はすべての問題を解決し，政治家は動脈硬化し

ている。純粋な研究，観賞，教義は虫族的で不世ｾ全と眺

められ，一切を行動の規則に，成功または生:ffi 水準によ

ってはかる人! 日lが多くなり，技術が一切を容みつくし ，

例人を召使とし ，手段が呂的に変化する。」

らにこのような社会で生れる人 11¥1 に就ても少し詳し

くYース" < :/ Ｈ弧 ｾｾＱ なる鮮衆Ｉが述べている。彼は ｲｬ Ｂ Ｑ 吐

ノレネァナ γ ス以後，現代の三時J切に対応する伝統志向，



内的志向，他人志向の三つの社会的性格類型を錠出して

いる。 i 伝統志向型は食組供給の限界による社会変化の

緩慢，家族m臼1内に自己の価値を凡山すと lcilll 寺に臼己を

例人と考えず，価値の堅固な網の目が特徴的。発明より

適応で ｾｕ ＱｩＢを処理する。家は典型的には壁なしの一室か

らなり，籾は子供を別人と 5与えず，成功するよりは後を

継ぐよう教育する。子供は大人のr : : ] に交わって成長する

I聞に，伝統のより古い賢い解釈者となる。社会的信号は

文化的単調中からでてくるから，受手の例人には複雑な

受信機はいらない。行動の規律は恥を恐れる傾向とな

る。内的志向型は急激な資本WM，探険，品( [ 民，帝国主

義で代表される新奇な情況のため，ーが ＱＮｴ｜ Ｑｾ で拾 ｬ 阪できず

日度に個性化された性格が必要となり生じる。個人の方

向づけは，両親によって幼年j切に植付けられ，後には他

の権威者から信号-を受け得る羅針務Iである。自分自身の

生所についてj京) : 1 ] が内面化しているので統制感があり，

自分の子供も門分で運命を聞いていく例人として眺める

と間11告に， ilE業の転換は児m労仰を消滅させ経済的資産

ではなくなる 。子供は壁を境にして殺と離れ， rl 分自身

と会; 析し，科学的思考の増大につれ合理的例人主義的態

度を身につける。内的{ 位簡主宵l動や問2郁目者の動f棺K

て進F路f品? をはずすととは罰界: を口党せしめる。他A産自裂は

産業化，都市化の国際的傾向から形成される。老年層の

ｗｉ ［ｬｊｦ ｉ 。内的志向の「紋乏心ｊＧ ｉｕ は賀沢消ｾＧｩＧの「些富心

Jl IU に代る。皮4・目的で，親みやすく，金を気楽に使い口

己 ｮ 身の価 ＱＨ ＱＨ について不ｬ￬ＱＱ ｩ 突で，他人の是認をｾｬＱ ｬ く求め

る。マスコミュニケＭ￬Ｏョソの流れにｴ￭Ａｩｾ介され，事件は

言必のス クリーンを通じて経験化され，成功への道より

も社会化された行動をとる。指導の源泉は fl 分迷が知っ

ているか，または友人やマスコミの媒体により rliH長的に

知っている同説者である。発信所が多く変化が急速なた

めもはや羅針盤のような一定方向でなく，いかに行動を

調整するかを探り求める心理的レーダ一弘、目を身につけ

る。子供には究大な育児方法が広まり，訓育が弛緩す

る。者11会または郊外で成長し，父おiは昼食に民らない。

家庭には秘密がなくなり ，家族数や生活場所の紡少につ

れ( 現代のアパートには祖母迷の窓はない) ，子供は両

親の感t r ' J ' 的緊張に両面し，この条件下では両親もまたま

すます円己意識的となっているので，他人と関連した自

我の党飽は高まる。内的志向の段階では教室の! 市は形式

的で正面に向いABCJ 似であり，壁にはポ γ ペイのill 跡や

ν ーずーの胸像が飾ら れていたが今や男女共学であり席

はグループごとになる，このことは友人の交際図表中で

の臼 分の佼円を見出す手掛 りを意味する。教師も黒板の

n日で気取るととな く家庭的サークノレにlJ 1 ! わる。学校は順

位とか通知簿を重視せず，壁に掛った鋭は誕n; - ・番紛鹿

だろうかと尋ねているかに見える。同Zit 集|司1(1百l一年令

階級の同志集日1) は子供にとってより大切なものとな

る。集団環境中に生活する点で伝統志向型に似ているが

集団ｊ［［ ｈｊｬ の性格が全く ＵＱｾ る。他人志向型はコスモポリタＧ

Y であり，籾しい者と未知の者との境界はない。内的志

向型は外国で安住できるが，他人志向型はいかなる場所

でも安住できまたできない。恥の走ぐ識はもちろん残存し

ているが，最日の心理的テ コは干[ 淡たる不安である。」

以上には私達の既知の事実が多く含まれているが，要

するにジーグフ Dードは現代の特徴を管沼11乞， 9 ースマ

γ は消費的な他人志向型に認めている。耐久消費財なる

言葉が/ l I るならば，まづこの管狸者的立場からと考える

のは向然であろう。悶家 ， 地方自治体，会社ｾ［が ｬ￬ 束中な

らびに終戦伯後に建設した木造住宅は既に老朽化して恰=

理者を手こずらしているのは周知の事実である( 浦辺鋲

太郎“ 生産の場の住居" ) 。不燃; 構造にしたととろで程度

の問題であり，校様替し難い点ではそれ以上である。

15坪迄の{ 同人住宅も子供の成長によってなんとかしなけ

ればならなくなっている。しかも現夜建てられる多くの

ものはローコストの名で相変らずパラックにほかなら

ぬ。あの堅問で美しい土蔵のE置は私達にとって無縁のも

のとなり，雄策はそれだけ背と違って消耗し易くなっ

た。わが国の第一次産業革命は日 清戦争 tjii 後1 < : ，第二次

産業革命は日邸戦争後および世界大戦中に完了したとい

われる( 野呂栄太郎“ 日本資本主義発達史" ) 。来るべき

第三次革命はー)'{sにはじまっており，工場の設備改善が

［ｾｬ がれている。一方消費経済の ｬ 彫Ａ阪とともに ｪ 競争の激し

い尚応は校様般によって人目を芯こうと終っている。と

のような事情の上に，特に現代的特徴としてm気洗淑機

:tIi}除fr.i， ミキサー， トースター，テレビ ｾｦ の一般家庭 へ

の門ざましい?f 及がある。アメリカだけの事ではなくな

った。これらのものは従来のラ ジオ，氷冷蔵F I l ，ストー

プ，扇風機等とともに耐久消資財だといわれ，この租会

社の業紛は産業人を注 目させ，その製品の許及は耐久的

消費財なる 言設を経済人ばかりでなく， 一般人までにも

J + なれたものにしつつある。建築家すら過去に住宅は機

械であると考えた。一般人が家庭用機君ｾＱｩｪＧ ｩ 同織にみなす

ことは容易であろう。ｾＧＧＧｦ理と一応離れている一般建築家

も「使う人の立場に立って」と強くいわれている現在決

して無縁でないばかりか， 20世紀初年の経過によって既

にアルカリセ Ｑ ーを喪失している鉄筋コジクリ Ｍｾ ， ) 泊予告す

るタイノレ，スチールナッ ν ュの消耗等々，材料の耐久年

限に関する知識の鳩力l ' は，素朴な半永久視ー偏倒を修正

させ，機能的消耗を考慮した上で，材料の耐久的な而で

調和のとれるように日1' t，I された設計が行われ得るように

なってきたといってよかろう。過去の恥しい作品が残ら

ないようにといった茶化した怠味でなく，建築家| 守体に

とっても耐久的消費財なる言放は従来の単なる不動産 と

巡った新しい芯J 床で受けとられ得る。

上述の祁現象の"%1乙{力く Pース-:r'./ の他人志向的1 + 1 : 裕
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は都会のものであり，サラリ ー7' . / のものである o 少し

考えてみよう。 ｾｭ 底に凡られるものは現代人の永述，

絶対位・の喪失という事実である。 U 本人たる私達もtll (I i実

によって，遅ればせながらとれらのものを追放した。人

類は進化するものだと単純に考えている人はない。 ロマ

シチックな人間信頼はすでに過去のものである。 r自分

が今ここに存在している事実だけが確実なととである」

という実存的な考え方， r実際に役立つことを実際の場

で考え行動する」という実用主義的な考え方は多くの人

を掴まえている。ナノレトノレの実存主義，進化論的唯物論

の流れをひく実用主義，デユヲヰの器具主義，:J グィエ

ート の現実主義，相対性原理等々，どれが強く影響した

かを分析するのは本文の目的ではない，ここではそのよ

うな考え方が利点とともにその便宜主義的風潮を学問分

野にまで鯵透 している現実と，日本人には元来そのよう

な思想までゆかない生活の仕方があったのだということ

を指摘すれば足りる。一転してl災村に目を転じてみよ

う。 r設かが既に，日本の気候が一年の大半浪潤で物の

リγ 郭をぼかし，ボカ ν の芸術である日本闘を成功させ

たが，思想にはこのぼかしは不適であることを指嫡して

いる J r火事聡風l也民洪水など，燃えやすい家や破坂的

な臼然に閉まれた生活は永遠，無変化などの考えが生れ

るには不適当な環境であるに違いない。村の永遠の表象

は小石が大石に成長するまであるいは皇統は述る新! のよ

うに万世に*JGくといった考え方あるいは感じ方以外にな

い。変化の中の述統である。 J ( まだみのる“ 日本文化

の線底に潜むもの" ) 。 伝統志的向な股村におけるとの

もろさは表向き村の衆に不必沼! をしない形で，そのかげ

に損得に鋭敏な実利的生析を潜ませている。そとから出

て都会に住みついた私達は，土地を持つてはじめてー人

前であり，その象徴 としての家を重要視する同合の「住

衣食」の順序を「衣食住」に変更する。これは自分の経

済力に応じて体裁を整える順であり，経済ゴJ の行詰りに

はこの逆I i 闘になる( 必村志摩三 “ 俊民の表情" ) 。いま

や紀元節はｔｴ ｈ ヒ ｾｾｴ い， 1長j也監理は代々の土地を離縁させ

戸ｾは夫婦単位となっていままでの述続性は切断され

た。公 Ｎｴｾ 住宅や社宅に住むことは ｦ＿ のようにお見のせま

いととではない，むしろ特権階級視さ れる満足があり，

*11持修絡は臼分の匁1ったことではない。給与の下務と死

亡i : F 令の上昇は退職後も灼くことを余儀なくしており，

下手に土地や家を持っとその第二の出発防の荷物にもな

る，その上そのために子供の就職地を制限するといった

ケチな根性を出すことにもなりかねない。停年後も出る

必ir: のない公営アパート住いの居住者さえ永住の気持は

まだないという，なるほど多くの平而は桁柿lの出し刻1い

設計になっている。このような仮の宿り的芯識の増加は

簡単にi耐久的消費財だと割り切らせやすいといえるだろ

う。現代の山崎式ｾはトランクーつで家具イ ｊ 住宅に簡単
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に宿替えするととである。ツメに火をともしてためた金

が敗戦後無一文| 司織になったのは未だ記憶に新しい。金

をもうけるにも現代のi機構では相当な資本のない限りし

れている。金は使うために，楽しむためにある。まづい

物を食べてアクセクためた挙句，子供に柏山ならぬ炎老

院送りをされちゃ引合わない。まづ世の中に忘れられな

いためには流行に迎れない ととだ。パスに乗遅れていな

いと他人から認められるのが，との巨大企業下の世界で

の唯一の自尊心満足法である。このような人にとっては

美も一時期に限られ消耗するものでなければならぬ。社

宅街では子供の三輪車，奥様の電気洗沼機がひとたび輸

入されると，またたく問に各戸に備えつけられる。次は

テレ ピの順番である。主主築家の世界も例外ではあり得な

い。きだみのるのいい方をまねると，世界の周辺，行詰

りの周辺文化はある意味でのあわただしさを示す。芸術

新潟j誌の建築棚が少し前まで流行欄であったのは皮肉な

事実である。

ーいささかt (fが将簿にすきrたようである。そういえば，

耐久的消費財なる言葉には一寸気附な感じがある。それ

はまだ大衆の言禁に なりきっていないからに違いない。

世界誌編輯の「明日の生所はどうなる? J では「テレピ

を持つ家庭は他の機器も所有している反而，大半の家庭

は何一つ近代化でさないでおり，所得の不平等が解消さ

れない限り低所得者家庭の近代化はいつまでも取残され

るに逃いない。」とす行倒している。所得の少い家庭では

耐久的の字を除いた消耗品そのものを雨洩りや吹込む風

の?:? を聞をながら除、じているだろう。イiモゴ走者や管理者と

逃う点はなるようになるだろうといったケ ・セラセラ心

理である。

li 実iiil コノレピジエの機械言語以来建築と機械の主査は建築家

に充分認識さ れている。 li 災後の弛設も Prefobri coti onにつ

いてノイトラさえ悲観的発言をしている。ましてや準々

しい第三次産業革命とは一応無縁に地Hよな;il を進まねば

なるまい。生街と科学に じっくり根を下ろした雑巾的な

強さが必要である。私、は日本という風土の生んだ「生前-

綴方」の成果に関心を持っているが，門分の生i丹に立っ

て物を見る一つの見方 として消費財 説を世sr，A:的にlill 解し

たい。 r在、述は経済を通じて教育される」という 7寺東: の

意味において。下手すると，消費財説は建築家を安易に

流す素地として受け取られる危険がある。あくまでも現

代のー而の強調であることを認識したJ てで訴されねばな

らない。消1'( 則j見の持つ実問気は特定の芸術を: J ] l 思視す

るかもしれないが，芸術そのものを有定するものではな

い。絶対的でないもの を絶対祝する ととろにニヒリズム

が生れる。かつて ν ュペソグラー( 西欧の波滋) は内的

志向型人間] の波絡を予言 し， トイシピー( 廃史の研究)

は現代社会の進展に悲欲的ではあるが。 永遠にな志する

とは一行為の紡: ! + ! 全部に対して責任を負うこと( 金子武 '

蔵“ 実存としての人n日" ) であって，有限であるととは

それを Ｍ ｩｾｪ 定し進めとそすれ芥定するものではない。今の

在、迷にとっては永遠に志向し，新しい内的なものを発展

さすことこそ一大事であろう。

(1' i者 阪大工学部川築工学科助教授)

電



1. 関西における現存の建物 ( 明治以降の建築のもの)

て， ライフがあると恩われるものをあげて下さい。

(但し ，3点以内)

2.  あげられた建物が， どういう点てライフがあると

考えられますか。

調晶誕弘鰯aLI

s.. .;11. 縄貧!

( 注) 編集安u会でI ! . l ! >.i'i のライフとは」について協滋し

ましたと二ろ ，大体つぎのように 巧えております。

( イ) デザインの} . ' 5oで， みあきのしないニと ， St y l e 

IC永続性のあること。

( ロ) 効J I l 性をながく失わないこと。

( ハ) 使J I l 材料が耐久性I LMんでいること。

( ニ) 主II てられた. i : l . ni において ，あるいは指導性の点です

ぐれた品のを 6っているとと。

以上のよう な点で ，将来 iこも残ると 思われ る性絡 を

もっ，という; e i ' *IC解しております。

フ イ フ の あ る 建 築

ア ン ケ ー ト

，欄晩、
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(j11 .71 町i )

合敷レイヨン営繕部長 浦 辺 鎮 太 郎

住 友 ピ ノ レ デ イ ン グ あ き の こ な い St y l c というものはこんなも

のだといっているようです。マテリアルもよ

く，その効川性も永続するでしょう。( 設備

f(，の改装をやれば) いつまでも王者の風栴を

持ったピルfごと思います故。

大 阪 ガ ス ピ ノ レ デ イ 新鮮なスタイルで今 4 なお万年 (f 年の感じが

γ グ します。 m御影石とい う材料が，それのンン

ポルになっております。

代表作 ( Li f e W or k) を持った建築家は

少いが，その一つだと思います。日本の近 f¥

m築史上のsI! く民。

広島 Ilt 界平和記念背だったら一世紀も二世紀付〉、ったであろ

3w; ぞ うこのカシドラルが ，ニ勾イ立( り) で完成し

たことは二十世紀の不思議の一つだと感じま

した。 r時r: 日の観念」を人間から奪ってしま

う建築です。創造力の不滅のi出型化 !

新大阪ホテルT!H' h 取締役交問人 郡 司 茂

新 大 阪 ホ テ ノ レ 近 世 ホ テ ルut 築の料にして ，l'J1mはもとより

大きく変民せるーホテル織式またはru築儀式

一戦後 ＱＰ ｬ ドの現在 ，ｾおいてもその機能及びホ

チルとしての建築的班点は以えず，ますます

安定そ の低ｾをいささかも失わない。

ｋｋ 三和銀行ＺｬｾＧｬＧ ｩ 部長 松木 浩二

一 〈和銀行木町陵町，ｾして簡素 ， しかも組近 ｊｾ のもてる外傾

ｉｈｾ［ 也 ， 投仰の飽ヰ ＺｦＨＢ イ Ｇ［ｆ ｉＡ的なこととあい

まって，御 Ｑ［ｾ 筋の Ｍｉｉ ， ｉ ｍＡであろう。

ｉｉ Ｏｦ＾Ｚ ｾｭｪ 大ｼ収支 ｊ Ｇｩ 大阪 ＱＱＱ 初のお治政策として ， ｨ あきのしな い
デザイン It ，そ の可りド性とともに ，別町; 時代

の代表的なru物である。

ノ〈阪ガスピノレディ ＱＱＱｾ ， ￬￭ｦ の ｲｵ 物として ｉｴｦｕｈｦ ，で，一つの水司置を

ン グ 作った。h1i i 仁のIfl t いうにJ i l . u: ず，デザイン

もぷ，:'j で，近代fl とソ: 川刊を. 1Itれl耐えている

広 f:h大学工字書官，l ! 築手t・，(，J' l {';l 佐 蔵 量 失

大 阪 '1' 央 ]['1¥便 J"j ｾｲｰＧｩｪ ，没 ［［Ｑ に ｮ がＱＧＡかれておりＮ des ig nにみ

あきしな い永続f H' ある。 '1本f(，な 泊 fa の

st abi l i l y があり ，使川上 6 民l)fj fl あり ，

，'; 111  LI ; の供向作品と思う。

JA fl;'ド杓L;己 念 資 料 desig n IL強 2 がnかれて印象的である。当f

IIJl iヂ11ft!': 内 もいかようにも 利J l J され， とくに gat e と

してのＨ広 ｬ 砧のＩよい却境を作るのに ｉｊｾＮＨｽｊ し

ている。

Ｉｾ阪 ､ｪＧ ｬＧ 央公会 ｾ￬［ｪｾ ｾｮ てられた ｣ｯ ｭｰ ･ｴ ｉｴｬｏ ｮ のなおにおいて

ｭｾ であり Ｎ ＮｒＮあきしはい。内部をきれいに

すれば歴史的にも泣磁のある業しい永久性の

ものである。 とくに帯主 l i compe. の応募

者がお互に1 I ，1 ' i したと H仇、ており，役も FI! 担i

f(，心事1，-1:((， compelil ion とt、うことを 1ヨ

米k 切にしたい。

前ノ' Ml! J;t K K大阪支}，Ii . l ' Wffl l 力 武 利 夫

［ｾｩ 何 ｉ ! 山プj ｬｴｩＧ ＭＺ￭ ｾｊＢｪ＠ 1. }ld開の民家，旺r J l ij との見 'H行コントラスト

ＲＮ ｦＱ ， 決のｾし ｌ 、ハ今一ノ Ｎ 1'-' い水平線の強

:)1'は . ｴ ｊＡｾ、プロ ， Ｑ ーンヲンとともに山 ｌ 、も

の新しい ｢ ののｉＮ Ｇｪｻ 干を ［ｊｾ す。

3 簡単にしかも巧みに配れ 3 れた耐震噌 It 1m

ｾｊｬのない格治ＮｴＡＨ ｊ ｉ を示す。

大阪1 ' 1 ' 1ゾ1: 令) ，; ，; 院 1.東京の通信病院以来一: I ' t して機f自主iili l L倣

して来られ，とくにその巧みな 1111料1，IIII ifii

形態について。

2.1m駄の1! l l い平而と ，機憾との巧妙なパラン

ス。

n木11: で公開大阪支所次長 諌 早 信 失

大阪! l i1、r-rI i市卜]1首k 1. 平坦地のアパート団地として ，};J 部の配れ

のリズムが ，1': 1本のハーモユーへと巧にま

とめられている。

2. 家並みのスカイラインがたしい。

3 手摺等の原色をアクセサリとしてmかし，

全体としては滋らおいたカラーデザイン。

4 進国もかな り良くで主 ている。

住 友 銀 行 自ii 後IIJJ 支 1 銀杏並木の御b ! : 筋と i込〈淵和し . つ h まし

j苫 いが，魅力をた、えた愛される建築である

2. ス 7 キ リとしている。はったり がない。

3. 明るくしかも務. ( ] いた色感。

4 しっかりとした胸工。

通 天 閣 1. 関西の庶民性のシンボル。新天地の環境，

フンイキと良〈マッチしている。

2 適度の近代的を附えている。

3 甘い色彩色 E の政策にあっている。

==. m建築設計τI Hl Si Yi 所長 三 回 一 男

大 阪 地 方 裁 判 所 赤 煉 瓦 の 色 調 と 質 感 は 全 〈 よ ろ し い 。 赤 と い

うようむ色I士火を逝ってき て ζ そ「イヤラシ

サ」がコサレて失うものかとも思ったりする

Ｚｲ￯ ｪｾ のように冷くまた妙に「生」でもなく ，

h イルではどうしてもああ「ニプヲ」はなら

ない。 - ; f Aには神戸のf . i 1留地のX しい レ

ンiIl!1になじんだ郷慾があるのにろうか? : 容

の小さいととくらいは口備の改丹で何ん とか

たろでし上う。百( 1 1 ，を思いきって渋IIIミのある

モグーンにすればきっとぷ1111 らしくたると思

う。五 ｾＧｬＧ Ｑ のホームスパンｉｴ少々 ｊｦｩ が 円く ても

結締魅力を失わ I ( い。

ｊｬｾＩ［Ｇｾ＠ 1lt界 平 和 記念とにかく本物です。大人の感覚です。 村野氏

ＩｗＧ￬Ｚ￭｟ｾ＠ の帯干i; 再It 有名( ( f111111'i1.:!3人の大半が務ち入

っている「思い上り」のない尖1ζ 減実で立派

べものでした. またあのコンベの作品にI両足

し恥かった脳" 1 : : の態! 庄ど'iI'i XI 国11全く大した

もので( わが[ 1 ; に ζ んな7Lj 臣家は何人おられ

るだろう) その'<(1J が村野氏にあの作品を !I ゴ

み: I ¥tt せたものと 払は矧像しているの

ですが ，ru築 : ; ヤーサルはもっと詳細 lこ紹介

すべきだと思います。

淀 川 悦 鋼 所 木 社 E の犯l物11 : は妙な「ライフ」があると息む

恐らく系人も y、人色「コンクリートの打放

し」を云々する場 ｦｴｩｊｉｾ いに ｉｬＱ ｾれやすい位

| 況にあるわけどと思う。そして/ i 1 l oli の街路と

いう「場」において全而f(，な打政しの建物が

今後何11 かの後 ，どんな風に感ぜられるよう

にべるかのというス験的な興味があるわけだ

ビフテキにはどの仰野栄をつけないと

という ζ とIt つの問凶fごと 思う。

大 丸 判 長 北 沢 敬 二 郎

大 阪 府 立 1'<: I， ':ftI1 ス々イル ，デザインの点にて ， ｉ 対内第一のｾ

程日号干j す。

犯てられた忠魂において。
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住 友 ピ ノ レ デ ィ ン グ デ ザ イ ン の ，!;(にて， H Wd を有する' Ii 務所ピ

ルデング。

ｮｭｾ［ ｩｉ て ｲ ｩＵ ｋｋ 山 根 正 次郎

イ主);z ピノレダ イ ン グ 欠点 もありましょうが ，とにかく 弛築の "*

筋をふんだ 11 !iJ! 物fごと思います。アイマイな

長現ですが， ζ れは施策に- l I i 大切J む点であ

り，しかも舵近の H 新. j ! 築 H にl止も忘れら れ

ているのではないかと 巧えます。

神戸大学工学部助教授 鳥 国 家 百ム

京大伐，、戸部の門いつ訪れてもそれ ＱＱ Ｈｵｊかを ｊｾｩ りかける晶、ら。

大 阪 J(.]' "i. 1叱l l!?館 そ の ド ー ム は . Hu ma n  Li f e を形づくる

ものだから，そして ζ の建物は外岡古例の模

倣であるとしても ，なお J<しく成約している

から。

ブｾ ｉＺｊｾ＠ ｾｩｊｬ＠ 11 ピノレ その技術的役い 11 ，今 円でも I cH新し 3 を欠

むわぬから。

大阪工業大学教授 元 夏 動

イ主ノペ: ピノレデイング ( Uwされた正統派の段式砲築は何んといって

も動かし蛾い' d品を持っている。 E の建築の

如きは伝統的なl J 味での a rchi t ec t ur eを

永久11 : 代長するものであろう。

北 n  I丙 院あらゆる成飾をか仕ぐり棄てた純仲の俄館建

築I士，それが洗練 3 れたマナコで，;r阿された

と主 ，それが機能的に使命ある限りは決して

醜たろものとはべら J¥:l ＧＰ 水 ｩｬｬｬ ，， Ｉｊ￯ｾ ， >1
1央

郎ｻ出 ｬＢｹ Ｑｽ も乙の部矧に人るべきものだと Ａ ｾう

関内 ｈｕｪ ｋｋ ｩｉＡｾ匹深 安 田 宏

IV，J J!Lj'，lI ;!J) 己的第一: . j ! 物とはいっても大きな織械百lの支持ti であ

:;td1所 りまた上以である l主J 邸、 tcいが，ゴー然たろ

騒7Tの"1で同と子高%にむされて姻転する山の

上うなぬI l i I I昨とその11¥1を旧って紛のように働

いていろ人々 とを. i ] . ，殺するとき ，!ll Jj かたいi I !

物にこそかえって i' 厳 1，1世命がひそんでいる

と思う。そして職災のｾｾ，ｪｻも ｴｴ 々ししある

いIt 機関のl I i . n 改良にfドヨ改修の跡も名目rr に

留めて ， しか志ゲ J 然として i，ui下 の火力1t

Hlrfr の療を失つてはいたい。

19¥( ＺＺ｟ｾＮｬ＠ J' l'  1，{ 1，1;  百¥l JPI ，ffiZJPI.. と次々に処てられたもので

あると思うが，そのf!j JPJ においてI Y rIのテ' ザイ

ン1:: 拘束されろ ι となく常に新しいデザイノ

を探川していろ。そして今I
r1um匹分も恐らく

It そのJj 針を引継いで，現代としてのI止新の

デザイノか' ) : 現するものと思 。かくて次々

と'H:n11 i ! 民の脱出をあらわし " がら ，しか b

全体として調布lをくづすこと " く駅前に H臨

している' t . ; l i ，見ろ円をしてたゆまざろ I t' 命

の官¥J !li ljを党え苫せる。

京 ffl lk'7助教授 池 田 総 - ｾ￟＠

WI ｉｪｾ＠ "  U、つ:: fr 'i  ベレー ｉｻ りのｦｖ ｬ るいフランス Ｎ 湖 Ｎ 沈年ｉＡｾれた

jl'j らかさ ，そしてがとして人々に冷たい! 必じを

リえ心い点。長R築材料 It 此 < ， .JJ メイノテ

ナンスもｩￍｾ届いている ｴ うです。また，峻

lこ以来の耳l(，: の<l ! l 却の1I I . i i ，内織の生活 b ，

ノ'ki 卓に正II 築1' 1休にだiばれるものと思います。
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あらゆる聞を綜合して ，1止も Li f c がある iI!

築といえるよう 11: !思います。

京 仰 向 ¥'/: ｾｪｊ 物館問物館としての近代 的 ｉＨ 施設 ， 科学的な 巧 滋

のl町内よく 知り ませんが，これらは1時代の逃

Jj ; とともに改良できる ζ とであり ，j J ! 物全体

としては ，Ｂ Ｑ 阿 ， 様式 ｊ Ｚ ， ま ｦ こ魁 ｾ ｩｪ ，ｬＧｬＺｊ Ｇ との

一体化， そして取IUをパックとしたJ J ; l mとの

淵有 Ｑｾ Ｎ Li f e という点で ，明治の作品とし

て将来ともに紙めて優れたものであると思い

ますn

京 都 利 " ピノレいつも問題にむる建築で，暗阿が大きな要ぷ

にべっていますが，京加の." 心にある唯一の

思い切ったデザインのものとして ，締めてな

部深く与えます。そして! > 1m上も不調和とは

いえ Ｇ｣ い点 ， その ｾ￭ 指 ， 効 ｊｉｊ の ｊｾ Ｚｴ等 ， 今後と

もに注 [i されるのでは江いでしょうか。

竹中てlh応本 山知十部 卒 生 舜 一

大 阪 中 央 部 便 局 1. 1明快な平而l計岡。

ＲＮＹＮＱＡｾ匹の本債のみを哀ｬｈしアソぴをおさえに

きびしい立而計雨。

3. 永遠に災えないすぐれた色彩J"jilij 。

4  _Jj己略1，デイテイル。

5. t しいプロホーンヨノ。

ι れらの姪悶11 : よって，かもし IHされる性杭

{t ，巨大なボリュームであり" がら {t，庇慢を

あたえたい ， つつましやかな品の ｮｾ とれっ

て現われ，永; ，; J の生命を約束されているよう

に思われます。

れ Ｗ 水ｬｊＡＮｬＧｬＺ ｋｋ ｊｾｊ Ｇ 部 伊藤幸 一

大 阪 '11

央 !]f l¥f 夏目，j 民衆に深い| 刻j虫性壱色つru築物で ，大阪の玄

IY.l 口にruつ強築物としてもふさわしいものと

思います。ｾＱｊ Ｑ 時外部の灰色勿イ ｊ レがｉＯｾ｝胤に Ｇ｣

ったよ「でしたが ，20苛後の今r J 少しも変IC

ｾｾじがしたい乙と民も Ｍ ＧｈＡ の ｌｩｦ ･ があるた

めでは tn、でしょうか。スチールサッシのうも

l NHで現{J 主で E の正I ! 物の場f j - .t り大きた伊l

もf よいようです。

そ ご う J ' r' ＱＱＱＮＧ［ なｶ￭Ｚ的にｊｊｬ Ｈｅ 色ま ｦｦ 新鮮べ｜ｴｩ党を • t!j っていろ

己と。Ｈ帆後の改修に ｴ るものも ｾ めてＩ

1i1f :f Pil' Ｂｦ Ｎｲ ｉ［ｊｾ ブモネ Ｑ Ｚ Wi l Sのドイフ文化研' 究所，尼崎市外の大rt: n

役場とこれ ，それを代 ぷするものとして ，乙

の. 1 ! 物にノ干もひきつけられるものがあります

ゲ ｉ 巾 Ｑ 仁 ｲ ｩＵ ｉ ，ｬｩＮ Ｚｾ［［ｲ 部 岩 本 博行

Jn:j l' ト界 、1'，ｦｦ ｬ ，記念、近代砲策に史しい砲物はないといっても並ｾ ，1  

功川［ｾｾ ではあ，1 . ぃ。それ U . 近代i I ! 築 l土去持j から

¥，1 ，依されている。線iili l 誌と耐主主義に引き

ずり廻されているからである。その，' ，にあっ

て，この主l ! ) i ! lt 殺然として近代砲壌のたし 3

を代長していろ。私 ｉｴ 絶 ， ｨｾ とと色に泌腕の悦

. i J を長したいのである。

大 l仮 '11 ｾと ￭｛Ｇ ｙ，ＨＡｅｊＮ ｊ 機能- 1' . . &l t たしさをぷ現しにくい。 ζ の主1! 築

ｉ ｴＮ機能 ｬ Ｚ Ｎｾ に従って ， 災しさをＦｊｊｬした疏

に見ろケースである。 ζ 弓いう 住策 E そ隙i由

l 淀. . . マヌ勺ーしたと L 、L 、j!1るのTごろ弓。

("-l  J，)，l (1 の冷畷日ゲクト L '1i のあり J J I t主11築のラ

イフと I，t 逆行の状態にあろ。メ〆テナンスの

しやすい t . - に納めるか ，，!'{<<a  1' 1体の改 "I'i.が

守1まれる。 ζ のJをfjuT.'Hを合的 fニi J ! 築のうイ

フというものは今のと乙う守 Ｈ ｬ ，ｾｾ ぃ。
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百ＨＯｩＡｉ工芸繊維大学教授 大 倉 三 ｾ￟

. 羽 1 ￍＩ ｊｾ＠ U 木町見あきのしないデザインの点でが

J ;(  (，11 J也) j U'j' -:i}: J，，) 近代迎築に ひとつの ，n:kn?: IJfHli している 点

相11 戸 新 IHI 会 館 収1:1な訂阿仰 の，::;，で。

il- 1 l 判ノリユーム株式会キJ:' ! 1f 6取締役 向 井 保 晴

住 友 ビ ル デ イ ン グ 地 味 な が ら，淀}I I ! こ而した環境をよく生かし

に，いかにも住友のi J l心であるという重厚般

を与える建物。

大 阪 ガ ス ピ ノ レ デ イ みあきのしむいデザイン。

ン グ 効用性の持続。

そ ご う y ，" 1'i: fr':i (E来の百1' n1iill 築の ス々イルを脱却して及川

された E と。

} 附平前社両の軽快君。

Ｇ｢Ｚ Ｑｭ 築 ， Ｑｾ ｩＡ ｾ ｲ ｬ￮ 務所 佐野正一

大| 仮ガス ピノレデイ 1 その当時のfil もすぐれた デザインの典型で

ン グ あったばかりでなく，今 nにおいても新鮮

なたしきを失っていない。

2.' Jl fh所建築の 1 附泊りの処FI!I こついてltJJUJ

ＨＨ，ＩｉＮＨ 手法があり ， その後のｵＡ築 ｩζ 深い ｊｾ 鰐

を及ぼしている。

'j': i';f l  rl J 氏l ' 1ii 1，ι の作家のすぐれた々レントが戒すと E ろ

1， <放 li¥t I れている。

2 地方開i市のコムミユニテイセンターとして

世界のど乙 Iこ11¥しても 恥かしくたい作品。

Ｓ Ｎ ｲｵ 策するＺｑＺＡｩＡｊＮ者ｾ，測 の自主と い うものをし

みじみ感じさせる。

ｊｊｾ＠ 初 期{ 1. 官庁ru築とい うワ? を拡 げてゆ る，伍UII 場

形式にあたらしいえj 式 を似策し ている 。

2 停市場とい う色のを・ r1i 民't:f.'i にむすひ・つけ

?二:hl .rもの以で。

ru，没1行中岡地建民社係長 小 西 敏 哲

ｊｬｾｊ［￠＠ 111 界 平 和 記 念 、 い つ まで眺めていてもみあ きしなく，ボ材を

｝ｾＧＮｾＧ￬［ｾ＠ 巧みに生かし て使川し ている ので，叶 )1 を終

るほど昧あいがでてくろであろうと殺しみが

もてる。

以的 [14際 文 化 会 館 少 し の て ら い も な い ポ，(1 d I:tti 'j純江! t 5じと 文

化的 IJ: 匂いをた V よわせています。 腕め てい

ると心が約らかになってくるよ弓です。

Li f e があるから でしょう。

［ ［ｾ自 ｦｬｊ 血 Ｉｊ ll'i'ィi;: h0 デザイン 的I( h m以内にもシンプルな1! I l 快位

建築，しかも1 . 1 しさをほのぼのと感じさせ

る。 ζ のようなH! 物乙そ・，1務所主J ! 築として良

く生命 1J を持続す ると思います。

近紙 ｭｾ ｔＧ ｪ￮ 株式会制大阪市支 ｭ 築溺正男

大阪 Ｇ｛ＱＳ たｪ｝ｩ｛ｾ便品官公将姐 ｬ 物ｩｊ ｬ のｦＧｬ ｬ￬ｬ である。

また不純物のれいu ! 築技術の結晶 fごという' : 5

が深い l，'J.ではru築妓碍: j . /' j ' に教 うる色のを多分

IC内政し ている のではないか。

大 阪 11.f 尚校校 ? ? 昭和13:jolj' j のものだそうだが ，いまだに他l J l

i苛fi'i'i 1.r 'E命1J をI J <ってい! (い と思 う。

防空l ' t I S と祢した時代の辿物 It 不rr 1.t.な11( 1 で

It あろけれど h ‘  

:t( JH]! 築J.: t J t' Hf 6所所u 山 本 純 孝

大 阪 ガ ス ピ ノ レ デ イ 日々 ¥C J r l 大する建築構造，材料，校側のI - I J 飽

ン グ 柑，それ IC先行する組問度の機飽的甥求，hUi 

主， J' l . J t 家および施て業者 I!¥I の佐々 N雄々

角関係等，現代建築の行 J . l t ，l'l: JI 家主dl 1t cろ

大 |奴 '1' : 9と別使) ，，) m泊M. 設備尽あるいは またピヨヰスマンに

してしまおうとする 危険伝説惑に揃ら ている

ι 、¥c あげた砲策は . ill 策j ) rl 足立の本債を求め

そごう了' " 1'i: Jh て荒れl f : う附mの海上を航行するわれわれ現

代の建築家にそ の航路割前ボしてくれる数少

い位打の光に色作へるべきものである。

m水路. 役K K ;r，t ::t 部 陶 村 功

大 阪 '1' 央 郵 便 局 1. 砲築K 対するn日 而 む

2.j't 紹のプロドー ν ヨンのたしさ。

3. l1li飽 IL対するU : la <'l。

耳I畑建築事務所長 策 畑 謙 三

泉 布 観 ス 々 イ J レをそのま、とり入れてまじり気の 1，

い ζ と。当時の犯付をFセかして波川せられて

L、る ζ と。

大 阪 ガ ス ピ ノ レ デ イ 行時の建材 ';"1' かして，l i l : J 1 せられている乙と

γ グ ru築後のI ' I FI! が行きとどいている己と。

双iiHt ・竹腰紐築 'il 務所所良 竹 腰 健 造

大阪府立｛Ｇ＼Ｚ｛， ｉｾ 館 ＨイＩデザイノの ＱｾＱ でみあきし川、。 ｓｴｹ ｬ ｣

K 永鋭利がある。

( ロ) 克IJ JlIt I を々がく火わ 1(1，. '0

( ハ) /!止川材料が耐久 fl にはんで い る。

作 及: ピ，レ デ イ ン グ ( イ) デザインの点でみあきし f，い。 S t y l c

ｩ こ Ｗ ｫｾ ， ｦｬ が ある。

( ロ) 父IJ J1I fl をながく失わ ペい。

{ ハ) 何川材料が耐久f l にi:1んでいろ。

大 阪 ガ ス ピ ノレデイ ＨイＩデザイ ｊ の ｽ［ｾＱ でみふ与しない。 ｓｴｹ ｬ ｣

y グ に永税制があろ。

( ロ) 1)}J川fl を々 がく' ) . ミわ I n、。

( ハ) 使 JII .Mnが耐久性に 'r:¥んでいる。

Ｈ ニＩ 砲 てられ ｴｾ Ｚ｡ＮＮｩＧ￭ｩＮ ， !tl)，Q; fl のu ですぐれ

ている。

坂内m草加川崎所所長 坂 内 幾 三 郎

大 阪 ， [ ， 失 別 便 局 機 能 的K 追及し，沈鉱I されたプランとエレベ

ーシヨン，そしてそのマアスを支え駅の附近

という flj れの It l t ' しさに耐える内外裂の町と

色 とデテイルはいつで色変ら! ，いaぷ心悼と烈

しさを弘にうえでくれます。

大 阪 中!I[ i I ピ ノ レ 叩 訓 |の畔にすっきりと 縫 っているその劃11'1

色に問iゃくアル Z ニュームの外装，そのマテ

ユヱーノレ にふさわしいフアサ 7 ード ，そのliIl

フ: に細かく主{ を配られた胞仁や内外裂はいつ

でも私に新鮮 3 を味わせてくれます。

兵問瓜? ‘ t 緋 深 光 安 義 光

大 阪 '1' 火j ] i [1便 局 私 が そ の 建 物 に 賎 し . - ，j 利川した fごけであ

るけれど . s . しいと思ったり ，羽代的fごと知

性Ｎ［ＮＡｾじたり ， 安定ＧＺＵや人間的な組近きや永
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ｾ Ａ＠ 鉱! ピ ノレ

そごうT ' i 1'i: lI' i  

i卓性を瞬間 . ［ｦＡ，，ｾ身の 内 ｉｃ 知覚するからです

伊Jえそれ IC暖冷vl ・照明がなくとも 。

大林組本庖設計部 森 下 祐 夏

そ ご う 汗 貨 l苫 百貨脂建築は商業政策上，時代の推移 IC伴つ

て改装の行われるととはJcむを得ないものと

すれば，昭和年fmにおける百貨庖建築および

関西建築の代表として. デザイ J 上の価伯は

永続性のある色のと思 う。 ただし ，使用材料

において ，外部にトラバーテンを取っていた

ため ，風化きれて改装し ，峻工II!i の療が持続

できはかった ζ とl : t t 押しまれる。

大阪歌 ｾＱ ｩＲ伎 座歌舞伎が存続する限りにおいて ， 乙の 主 ￟ 物の

舞台繍飽および客仰のむ響効果，視線効果は

倒われるととなし 劇場としての機能を永続

させる ζ とができる。また，デザインのo に

おいても. j' 史川材料の点 ICおいても永続ff と

耐久ff を干i する志のと思可。

大阪府立今下f工業日等学校教諭 広 瀬 勇

大 阪 '1 ' 央! l ' 11便 局 1. 則 的 抑 ぬ 能 を 泊 究 し た プランニンゲの0-

FI! 性。

2.巧まざるA i ，( U，外観のぷI ) ，! 。

大 阪 ガ ス ピ ノ レ デ ィ l. n然に t.j l.，;JlII .lll/ ，l! ¥l 肢をとった北; 問のむ

Y グ 図が t くH JJl ，ｾれ，風ＡとＱＱ［ＱＩＩＱに浦和した

外観の￟Ｎし ｾｯ

2.kJ!物の平市lの統的fl ・介PIWI と材n，fl:J :  

げの t ｾ、 ι と。

1 I 政レイヨ / 株式的I . F 絡部 松 村 慶 一

伊 勢 判1

'

' / 守物slUf，"  ，<j.命 It 刷、くて b. その伝統が近代

(Iif lltl 以降とい 勺条例 強策の'f' に新 らしい'1' 命をはぐ〈み始め てい

に完全には i直しベい ろζ とIt. ｵＡ誕として ｬｴｕｾ のラ ｦ フ とい う己

か 4 しれませんが) とができるでし l'-j 。

1J'l;J<正tt 投 K K町 1古都 森 正 信

そごうT ' l 1可J，1i 一分のス 4 もれいとの E lev at ionl;!' 今 11

に雫るも漸新さをもっているという ζ とが何

t りb の魅JJ です。外明のトラハーチンの風

化とい うr: 日姻 4 ありましたが今 11それも改装

され . Iよれその新しさを持ち続けております

大 阪 '1' 央 別 便J"j 鉄筋コ ノク リート立il C おいて S k el et on を

表わした lZ!. それは現代において0・1か新しい

J J i f j J を示しているようです。住地のスマート

さと等比級数的に扱われた窓 I !， ru物に安定

ｾＵ＠ ( ていげん) をうえるとともに ，乙の起物

のSt y l e がノ，)<紛糾ーを持つ似本と f. っていま

す。 ｭｬ ， ｴｾｾ の品る ｇｲ ｣ｹ のヤイル貼 ｉｴ kJ!物

にますます昨年つきを刑しており主す。

新大 ｉｾｾ ホテル派手で Ｑ ， くおよび地味で Ｑ ， い ｬｚＡ は今 ｦ ごに ｽｩ え

を見けず，上位品 ＱＱＮ ，［， Ｑ Ｚ ，｜ ＱＱ Ｑ 畔 ｉ こす［ｾ々と位してお

り，クフンツク訓であり々がら新しさを 6っ

ているというの ｉｴｬｾｊ るいケイルの色 ｬ 鴻と ， と

くに上佐鞠l川畔に lui する E lev a t ionにおい

ての峨 1Mと窓の r ropor  t ionによる bのに
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と!且います。乙の: 告別はいつも後 jffi のよ色指

導者となってくれております。

大阪m大家政学部{工間学教宅 上 林 博 雄

大 阪 '1' Vと! l ' 11使 日 明 快 な 柱 削，無駄のない: お廻り ，使川上の機

能性，商業主訟にiUきれない近代的広位。た

だ戦争を通 じて充分な保守がで きていない ι

とh 窓口の前時代的な官僚! 込がいや。

京 都 競 馬 場

な規綴と機飽性をとる。 T二Y 当; 古の不勉強も

あり ，外国の設計と比践して 1∞ % オリヂナ

ルチイがあるのか不安。

( 元) 岡 'J! i' IT;官 ru築のライフが外的な要点でいかに It かない

ものであるかという例。入問数日で住宅とし

てのライ 7 がな〈なったが，数年後も再三見

学した。訟匠 とプランニングの堅実 ! i .t，';i.で料

自白のモダン ・グイラ建築の1 ' l f I1と思う。

近畿地方建設日犯策調! 梅 田 孝 治

大阪 ＧＱ Ｇ 火 ｝ＢＱＱ 便 ｽｪｾｪ ' {(庁建物の: l ¥l : af者としてとくに機能のMI WI

大 IWガスピノレディ

シグ

大| 坂 ，;iJ HI ピノレ

および感覚の純特例にあると思い立令r。

ｫ 阪主 ￟ｾ高 ＧＱＱ 務所没［Ｑ ｴ 係長 井 上 :晃

| 児 両 大 学 千Kl JiI'予 ＰＮ Ｐ 会 の Ｑ 品 滋古れた ｽｾｕｴＧｊ べて尚起している

Ｑ［門ｽ｜ＧｊＮｉヌ Ｑ ， ｾ ｈｴｬＧｦ 11ι いますが，とくに外側の色と訓 r. 附F宣の

倣い11にすぐれた fょがあると思います。

' pl Os 築・ 11 務 所 徳 永 正 三

利 ＱＱＱＱ ノえんＺ術 ｬＢ ｪｊ ｾＱＱ お ｫ そ除、民的でたいといえろかも知れないが

| 内内風の0，' ( ; として . 1: . 、まで S pa ni sh!Jl. 

ＡＨ憾じを ｲ ｙｊｩｬ ｇ のＡｊｬＮ ｦＧ ，に定 ｮｾ せた。 ￭￭ は Ｎ ｉ［ｴ 越

した良行部先惜の IU! 滋に上るものと存じ 1

す。新 ( . j /，(主' むをを作ることの人で It われわ

れの' tirilt 向上したいかと( { じ主すので。

大阪 ＧＱＧ 火郎便局主 ｦ ごｾ，飾過剰 Ｑ ， 公共砲築がｵＡてられていた ＱＱ 与

代に ，機能に忠夫 1" むき 11¥しのmi 古でまとめ

たζ の泌物は，市山中央郎(ljil .. j とともに 11本

の公共0 J 須に対しての γ イルヌトーノとれっ

ています。

そ ご う 1 ' 1 1'i: ｊ， ｬｩ 近代忍 ｬ 築 ｉｴ まづＢｾＢＢＰｊ築を通じ ＱＱ 本に ￭ ｴＮｬＧ Ｑ す

るという村野先生の Ｑ｜ 必通りにこの長 ￟ 物屯，Ａｾ

じます。弘は ζ の正st却にte: する l!rに i耐しまる

思いがする。ただｾｉＮＺｾ撒をもって のムしか， ｭ ろ

乙とができぺいのは州政でz し t うか。
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Air Condi ti oni ng の ラ イ フ に つ い て

は し が き

本誌編集部から与えられた表題の Ai r Condit i oni ng と

いう 言葉とライフという 言漢については稲々な定義も考

えられるが， 主医者なりの解釈によって >'(1を進めてゆきた

い。最初に念頭に浮ぶことは，建築主体のライフと，設

備のライブということである。とれが果して現在，調和

して考慮されているであろうか F 元々，主体といい，設

官iii といっても， 2 つの興るものではなく，両者合一して

m築と ry- ばれるべきものであるはづであるが，広い怠味

でのライフというととを考える時，設at・，施工，資材の

各プJ・商I'Cj払って. 設備のライブが主体のライブに適合し

てい るであろうか? われわれ設備がi 当者もとの点、は今後

とも 充分考 慮せねばならぬ問題であるが，問 ｬ 時に，ｾ築

設日 1- ti なり施工者の方々にも留意していただいて，建築

主体のライブより先きに設備のライブが尽きてしまうよ

うなことのないようにしたいものと考える。 n¥J 題を与え

られた表砲の A ir Co nditioni ng に限定して，これらの観

点から平紫考えていることの2，3 を述べて凡たい。

1_  Air Condilioning の計画

Ai r C ondi t i oni ng とい う言葉が単に冷房 ( C o oling) と

同じ意味に考えられて，室内空気を冷せばとと足りると

忠、われている場合が少くない。換気をft わない単なる冷

毘は Ai r C onditi oning と区別さるべきである。 tlI 者の解

している範囲では Ai r C ondi t i oni ng とは， 室内空気の

ifu' l 度，湿度を適当に調節する他に，室内空気を消河H仁保

つ機能をもつものでなければならぬ。 との意味で Ai r

C ondi t i oni ng をim湿度調整と称えるととも川遣いのもと

である。

Pockog e  Ai r Condi t i oner と称される冷房機は， 元来，

室の空気をぐるぐる循環させながら冷すのが，主な機能

で，外気を湾入して冷して室内に送るとするとその公称

冷応能力は著しく減殺され，極〈僅かの外気を室内循環

空気に混合するのが，関の山である。多監の外気を導入

しようとすれば機認の設計を，初めから，それに適応さ

せておかねばならぬはづである。 Ai r C ondi ti oner の名に

とらわれて. との麗の機器で所期の目的を果し得ると考

えて Ai r C ondit i oni ng の計闘を立てると，使用後早々に

欠陥をあらわして，再び設備のやりなおしをせねばなら

なくなるかも知れぬ。

畔 柳 健 太 ･ｾ＠

将来，空気消浄機告書の優秀なものが現われて，在室者

によって汚染された空気を，外気と全く同様に清浄なも

のに復元することができFる時代がくるまでは Ai r C on-

di t i on吋 に換気は必須条件であると考えていただきた

い。なお，との場合の換気とは，室内空気を IJ!{ 入して，

空気｢Ｎｾ￬Ｚ ￬ 的諮または空気洗併、器を通過させて再び 室 内に送

りこむ，いわゆる，再循環空気のととを意味していない

で，外気を積極的に導入し，それだけの昆の室内空気を

m極的に， I歪外に排出するものでなければならぬことは

いうまでもない。

戦争前に建てられた事務所P主築，いわゆるピノレディ γ

グは単なる l暖房， RI l ち放熱認を設置してスチームを通す

間接暖房，を備えれば充分と当時は考えられておったの

であるが，現私，これらの建物も冬 ｾ ｉ 暖房 ＱＱ 寺にしめ切っ

ているための空気の汚染が種々問題になっている。また

何とかして冷房を設備したいがというような相談にあづ

かる :場合も多い。

仮に後者の場合，安易な道を選んで Pockoge A げ

C onditi oner の類を設備する となると，あたかも，過去に

おいて，放熱掃による暖房のみを設問して，今 n，問題

となっているような，換気不十分の欠点を早lぬあらわし

て再び間短を起す可能性が充分考・えられる。

Ai r Conditi oni ng の計阿の貧困から，建築全体として

のライフを短かくするようなことのないよう，お互に充

分留意すべきものと考える。 Ai r Condi t i oni ng のmmjその

ものではなしむしろ，建築設計の問題ではあるが，近

年比較的多く見かける，いわゆる全而硝子の主主物につい

て， Ai r Condi t i oning 設計新の仰lから 一言申したい。全而

硝子のm物が， Ai r C ondi ti oning の熱tl 荷にとって有利な

のは，冬季暖房時季の陽の当る側の阪の当る |時だけであ

って，決して，建物の全外表面でもなく， I暖房冷房11寺季

の全期nnrl' でもない。概して熱負荷の地大を米たし，従

って， Ai r  C ondi t i oni ng の建設費，運転経費の地大を来た

すはづである。仮に熱的にいって，不経済な建物ができ

て，使いだしてからＱＧｩｾいても，いわゆる，後の祭であっ

て，とれも泌物のある意味のライフを考える場合の街l参

考になろうかと考える。

また，硝子 1 枚が建物内外の気候のIVJ壁であるため，

室内温度が時刻，方 ＱｾＨ ，その他の条件Ｇ乞鋭敏にＩｾ科され

ることをあらかじめ考!itt して， Ai r Condi t i oni ng の言I-jilij を
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たてておかぬと，恩わぬ不満足を生ずる恐れがある。従

って， Ai r Condit i oni ngのz onlng とか， Aut omot i c C ontrol  

とかが当然問題になるわけであって， Ai r Condi t i oni ng  

の計聞が建築主体の設計に相応しておらぬ と，建築主体

が立派にできても，綜合的に考えた建築のライフは煩い

ものになるといえるのではなかろうか。

2.  Re!urn Duc! の問題

現在，一般に行われている普通の Ai r Condi t i oni ng の

設計 では，前記の換気5.に相当する空気の他に， _'.E!.. ， 

室から吸引 した空気を Conditioni ng appar at us に反して

泌過，洗機， jJH熱， 冷却，給湿， 除湿 ｾ ｲｹ のいわゆる ，

Conditioni ng をやって再び， 室に送り こむために，戻り

風道 ( Return Duct ) を設ける必要がある。との Dター ン

・ダク トの中は室内空気が通過するため，長年月の使用

によって，Jl&: 倹，細菌な どがi ' . t 澱集積されるわけであ

る。時々必要に応じて，このダクトを点検，姉除するこ

とのできるように設計するこ とはなかなか容易ではない

が， Ai r Condi t ioni ng のライフということを考える時に筆

者の一審気にかかるのは このことであ る。 とかく，ダ

ク トは邪魔物吸いされて，天井のW，壁の '"1' などにかく

して設けると とが常識になっておるが，改めてとの問題

を提起して各位の深甚のど考祭を願いたい。この: b I:n未で

再循環空気を佼わない設討をして，全 i裕外気を l邦人し 2

室内空気は全f(il 排出してしまう方式をとっている Ai r

Co n吋d山1汁ti馴。町on川1

の関係で，き幸ドい， うまくできればこれに越したことはな

いのであるが， 一般的には，然的に不絞済なものとなら

ざるを得ないであろう。

元来， Ai r C onditioning においては，衛生と経済とは相

背馳する性質があるから，現主iニ，行われているととも今

日の常識としての 1 つの妥協点である ともいえるので，

迷い将来のことを考えると今日の根準は必ずしも正 しい

といえぬとも考えられる。そとでライフという鋭点から

いえば，たとえ，今日の|時代では熱的に不経済 と忠われ

ても，術生的見 j也からの理想に近いものを設計 しておい

て，将来に備えるということもお互に考えて見る必要が

あるのではないであろうか ?

3.  ダク トの材料 と施工

ダクトを亜鉛鉄板でつくることは今日の常識であり，

米国でも，純度の高いアノレミニクム板も使われるようで

あるが，やはり ，普通には亜鉛鉄板が使われていると考

える。 2作者は，かねてから ， この亜鉛鉄板の irti1周年数と

鉄骨，鉄筋，コY クリートなどの建築主体構造に使用さ

れる材料のW1周年数 との問の余りのア γ パランスに深い

疑問を持っておった。雨樋や流しに使うなら， くさった

ら取り換えればよいのであるが，天井裂やlli のrl' にI[J<付
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けられたダクト を仮に速い将来にしろ，取換えるという

ととはなかなかの大引業であろう。

筆者が体験した笑例では，大正 9 年に，W: 京に処てら

れた， 当時の某顕官の木造洋風住宅のi毘風炉のダクトが

f，'f. 傘の柄の尖端で突けば孔のあく{ なになっておったのが

ある。もちろん，使用された鉄板も，ダクトが小 さいか

ら蒋いものではあるが，その建物は現ギL立派に使用され

ている のに， I暖房装置の命数はもはや尽きている。無雑

作にダクトの材料は亜鉛鉄板と考える とと を反省して見

る必妥があるのではないか。現在，金属材料としても亜

鉛鉄板より耐周年数の多いものもあるであろうし，また

表面仕上げ，塗装材料によっても，その命数を増大し得

るであろう。また， ビニーノレその他合成樹脂材料の今後

の発達に期待するとともでき' るであろう。

仮りに，そのように考えると ，まづ突きあたるのは，

工事授の増大というととであろうが，従来の慣行から，

設備に投ずる 金額をiU，lj 当て，予算がないというようなこ

とにな ると ，ruu週はあくまで解決しないのではないか。

建築設計手f仰|や施主側のよき 了解を笠うんでやまない。

次に. nlli 工について市者の所感を一言 巾し述べたいo

ｰ 上九祭主体工事の工 ｪ 引は，たとえば，ゴ ｙ クリ ート ｾｔ ちの

後，何週間は仮枠を外す こと ができないというようなるL

慌がきめられ，それに基づいて，建築主体工事のて ｊｾｉ も

門ら削出され るわけであるが，現拍; の慣行では，設備の

ｾｍ 主，その主体工事のエ ｊ ｾ ｉ の問に，主体て事のじゃま

にならぬように仰工して，しかも，同時に7d工せねばな

らぬように考えられて いる場合が多い。また， 11寺々，突

ｬＧＱ工事などと称して，無理Ａな工 ｪｾＱ 内に，定められた期日

までに'λ 成して，: D : 讃される場合も多々あるようである

が，これらの場合，どんな無理が設備工事に加えられた

かを考えると万心に地えないものがある。

ととに， ダタ ト工事などは，将来その建物とライフを

ともにして，その建物内の居住者の総販，術生に重大な

関係を持つものであるが，果して，充分な工事期間や，

検査期間を与えられているであろうか ? かつて数年前，

" 作者の設計した， 日本専売公社のJ4・工場の Ai r C ondi t i-

oni ng のダクトに対して， 架設前に 1 ;本 1 ;本( ブラ Y デ

Il¥]) の空気圧の検査をすると，工場長が申渡 して， J[，法人

や，工事業者の人人をふるえ上らせたことがあった。こ

の場合は，施主が悶 11寺に工事政督新であって，しかも，

有能な技術者であったというような特殊の場合であるが

建築 と設備のライフのパラ Y スを深く考えての判断とし

て，当時，ひそかに敬意を表 した次第であ る。たとえ，

当 時 の慣行から見 れば ，ヨ ｉ Ｇ Ｇ￬ ｾ識といわれて も，今後のダ

クト工事のありかたに 1 つの課題を与えたものと いえる

ので，本記事の惣をおくにあたって，建築お よび設備関

係各伐に御紹介する次第である。

( 筆者衛生工業協会々長)
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衛 生 工 事 の 耐 周 年 数 に つ い て

， 

' 建築物のnu1周年数というものを考えるのに，その主e : 物

のJ t 設備のそれを同時に考えぎるを得ないという段階に

ようやくとの四島国の建物群も到達したのかと思うと，

なさけないような気持と，当然だという気持との合成し

た，ちょっとト惑った感じになる。今日まで，その諸設

備の l -i.:i lである“ 衛生工司王" というものについて，少し

まじめに， “ 耐周年数" というような課題を，念到にし

たとともないし，採り上げねばならぬと思ったととも，

正問にいって 1 度もない。そんなことより，もっともっ

と手前の. 衛生工事というもののもつffi ! J ，: ' な使命を，な

るべく完全に満足に来す方法の探求に明け:作れしてい て

しかもまだ現在，ほんとに衛生的で安全で便利な衛生工

事とまでは，とてもいえない程度のところをマゴついて

いるに過ぎない笑怖を，なんとか少しでも良くしたいも

のだと気を使っているのに粉一杯で，耐周年数というよ

うな先のととにまで気が回らなかった。

' しかし，このii 果飽について何か述べよといわれれば，

もとより私なりの感想がないわけではないが，しょせん

は点正面からジ jJ ツメらしく申しあげられるほどの含替

はないし，まあ，出過ぎたモノのいいかたかもしれない

が，衛生工事に| 刻するかぎり，多少とも本1私的な尖験研

究をした者は，おそらくとの四島国内にはあるまいと思

っている。というより，との国に衛生工事らしきものが

設制ii されて以来，そういうことが問題になるほど，まだ

年刀を経ていないし ，その問には第 2 次世界大ii 究・敗戦

というような，資材の無法な制限欠乏の "寺:lI11をはさみ，

不良 ・無} lJ! な材料の使用を余{義なくされているのもあり

耐周年数というような問題を取倣うのには除外しなくて

はならない設備も存外に多いと思う。従って，いくらか

でも確からしき数値を出すには，まだまだ資料も検討も

不充分で，すべては将来に待つより致し方のない課題だ

と思っている。ただ，もうそろそろ，わが国特有の経済

. 国十15 ・資材 ・風土 ・慣習に順応してできあがる術生工

事の，それなりの耐周年数という事項を，考慮に入れた

検討や設備方法や資料収集のようなことも必裂なのでは

なかろうかとは思いついていた。さりながら，この課題

は，終済的に純度に余裕のないとの園川では，篤志の人

の強い司王f土村和j J によるか，関係者間体の協力による研究

調子E委託組織でもつくるかしなければ， 多少とも“ 将来

に役だっ" 資料や成* は得られない。それと，単に耐用

、

j

 

'

 

)11 誠 耳

正1:数を知るというだけでは能のない仕事で，その民自 (I(]

は，さらにその給栄を検討して，少しでも耐周年数を長

くする方途をきわめるのが当然の灼結と思うが，そうい

うととが明らかになったとして，それを基礎にして，少

しでも現在よりも耐用年数を長引かす資材 ・工法 ・措置

を，たとえば実施するとなると ，どうしてもそれは，現

在の設備費よりかなりな上回りかたをする公算の方が多

分にあると私は思っている。というのは，現在の設備費

なるものが，資材も設計方法も，できるだけ切治めたも

のが過半といってよいからである。だから，現状におい

て，あまりこの課題に満足な解答や研究成果の現われる

ととは，かえって復刻tな混乱や好ましくない影符がおと

るかもしれない。たびたび私の述べることだが，現在の

わが国には，いまだ衛生工事全般に対しての行政上の規

制は全然ないといってもよい状態であるから，設計施工

ともに，1弘低の“ 術生" を確保できる基準総が ;:) 1かれて

いない。できょった設備は，形態が怒っていさえすれば

よいので，設計も資材も工法も，術生目 t11からいえばピ

ンからキリまであり，それだけならまだよいが，さらに

JI '術生であっても一向きしっかえない場合さえ随分多

い。こういう胸設をも一律に耐周年数の調査には含めら

れないと私は考えている。

ｾ ｾするに，現段階で，あらゆる条件において自由な，

各人の多種多様な経験によるそれぞれの想定年数という

ようなものを，個々に収集した としても，それはほとん

ど確率も霊率も採りょうのない，大きなバラツキをもっ

た数値のtlHj.'i としかみられない程度のものではないのだ

ろうかと惣像される。まず， i1u1用年数 ・1. j 命ということ

の定主主も，もう少し ｉｾｬ 継にする必 Ｇｩ，［Ａ もある。この両者は

般通念では問主主義に解しているが，それでよいのか，

多少もしくは相当あるいは全然別の怠味に定義すべきか

に迷う事例もある。比較的にはかなり単純な術生工事で

はあるが，それでも多様の機器 ・材料の組合わせから成

り， i.l l カや各種燃料の動力熱源を用いて，相当自動的に

作動している。とれらの各個がそれぞれに材質 ・構造上

の制約 ・発停回数 ・物理的化学的な腕z食 ・侵食 . ｾ｢Ｑ食の

各作用，またはその数種の同| 待作用によって，耐力を漸

次消耗していく過程は非常に複雑なもので，ときにその

一部は阪総iな恵条1 ' 1ーのために，他に比しではなはだしく

消耗を早めて損傷 ・故防をすることがある。これはその
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部分を修理または取替えればよいので，とういうととが

初めておとったときまでを，耐周年数ともいえない。さ

ればといって，設備全体が} 織に薄紙をはぐ よう に消耗

していくものでは決 してない。従って どの程度損傷 ・事

故の回数が続出したときをもって耐周年数ときめるかは

現在のととろ l明らかでないから，各人各政の判断であ

る。ほんの 1部の損似 ・事故は，そ の設備全体からみれ

ば，どうもその部分を構成している各個資材の“ 持命" だ

ともいえないことはない。 しかしそ の設備全体が同時に

寿命が尽きるまで使って いるわけには参るまい。

炉たとえば，各種色・材の置かれた位置 ・水質 ・7.l<i毘によ

るそれぞれの物理的化学的な腐食状態などについては，

それでも どうや らわが国特有の，そ の寿命に関する資料

はすでにいくらかあるにはある。ポソプ ・モーターの実5・

命，各種タ γ クのその用途による腐食皮なども，いくら

かは泌条例に従った見当がつかぬでもない。この点、につ

いては多少の発表資料もあり，原因もわかり，従ってそ

の持命を延ばす防護方策の明らかなものもあり，まだ明

確でないものもある。明確ではあってもその防殺方法に

は相当の費用をｾし，現状では 一般に そとまで実胞でき

ないものも多い 。が ，これは ｾするに衛生工事を 構成し

ている各部資材の個々の涛命であり，概念的な耐周年数

とは，関連はあっても少しZ主義が逃うように思う。寿命

がくるまで使っていれば，あ くる日からその設備の機能

は無になって，術生工事というものは，その悩質上住人

にとって前ちにＧＺｬＺＮ ￬ｴｩ 上の ｾ ｉ 常事態となる。一一ここまで

主i- いて きて， ふと気付いた ことだが，ちょうど耐j羽年数

とはすラリー ' 7' Yの定年 と同意義のものだといえよう。

サラ 9 - 7 : : / のみ命とは迩う 。だから， ifui 周年数 という

ものは，一応なんらかの標準できまったとしても，それ

からまだ相当長い将来有効に; 機能の狂わないものもあり

すでにそれ以前から故障だらけのダラ ν のない設備もあ

ろうというものである。人口 6 千万といわれたころのお

才定年には，それほど物議をかもさなかったのに，それ

の50% も人口が地加し ，教育が普及 し，とって代る人材

がクヨクヨしている今日，逆に55才をもっと延長すべし

とい う説がかしましい とζ ろをみると，耐周年数という

ものは，その国情 ・経済 とと もに，たえず変転のぴち ぢ

みするととも考ーえられる。寿命の絶対的なのとは違うよ

うだ。

' それから，建築物自体の間取や使用目的変更のための

衛生工事の改変が相当ある。まだ使える機告書 ・材料を不

別ならしめる。これは建物が大きくなるほどかなりおこ

る事実であり，この場合，その耐周年数は設備の各部で

その算定初年度が別になるととになり，とれをどう取扱

うかも問題である。極端な事例lでは，むしろ改変がはげ

しければ，結構耐用年数は永久的だともいえよう。今日

までの術生工事は，かようにして，I f u i 川年数以前に関東
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大信火災 ・ii 民災に よって創傷 ・焼失したものも多いので

せっかくの資料も中断したものが，相当% にのぼり ，こ

の課題の採り上げられる機会事由をぼやかして しま った

J惑もある o

' 衛生器具や使用 J5法が，通俗的にいって“ 古く" なり，

またはもっと制法便利な袋置や器具ができたため，まだ

使える鵠具資材を取替えるという事例もないではない。

こういうことは，術生工事が急進歩し，日々に安全 ・術

生的に改善発達する とすれば，かなりお こり得るわけだ

が，ここでも耐周年数の 中断というととが問組になる。

各個の述鳴物につきー実例を調べるとなると， ζ のととは

無視できない foc lor になり ， 結局ほぼ同一条件のと と

のった例というのは，系外乏しいかもしれない。

給水の水質の差異もみのがせない。都市には大体上水

道があるが，これはとかく秋水に属し，ガス1 "u; は物J ! J l 的

化学的な腐食侵食が年ととも K 進行するし，泌i l Lす ると

それらの速度はi杭度の高まるに従って急上昇曲線をえが

き，かつm食影響も倍1111してく るから どうしても 給湯関

係の資材は給水のそれより耐周年数が短かい。同ー術生

工事でもそのうちのー系統は他系統に比してぷ命も短か

いということがある。この場合その工事の耐周年数は短

命系統のそれをもって定めるこ とになるものか どうかo

' 井水はまたくみ防げたままを佼用しているのが大半だ

が，澄んだきれいに見える水でも存在する維幽のため気

温との関連で ＱｾＺ 内壁にￌＧＮｴ加物のできる傾向があり，ひど

いのは内函の腐食もまだ始まらないくらいの11¥]1に 直 径

が半減するほども一面定若して管を詰まらせる場合があ

る。これはM除をすれば回復するので耐用年数には閃係

ないのだが，定期的の大約除もうるさいし， 1'( 用も仙し

みがちなので，結局耐周年数に換算されることにもな

る。井水は，せめて簡単な砂ゴν だけでもするとよいの

だが，その装置スペ ースも費用も惜しみ， 一般には設け

ないのが多い。つまり，とういうととも耐周年数の決定

に彩轡する 1 :袈iおとなる 。

ｾ ｭ 食 とい うものも，主 ｉｉ 論的にはＭＩ， Ｑ ［ 明確であるとして

も，はたしてどこの術生工事にも，それが| 百l一程度に拶

轡 してい るのか どうか， というようなこと は， とて も今

日の路工方法や検査方法ではわからない。 tnーほとんど

問題にもなっていない。

ー多湿気温 ということも， 大いに不利である。これは圏

内同一条件ではないかという見方もあるが， I坊録制i磁の

有無，施工の良否，資材の置かれた位置により 1 つの

設備においてもその環境は相当巡い，耐用年数に幾<;6か

の要因を占める。

Ｇ さらにもう Ｑ つ， とれこそこ の 四品閃 ｾＱｴ 特の 多大な資

材損耗原因がある。今口の情勢において，不当l主にもとの

同では，耐久判. の強い，従って日価なff 材ほど，その損

耗 ｾＱ ＱＧＺＱＺ ｊ ド Ｇ ￬ｩｙ におい。アメリカ では ， 1云桜やwがくずれ務

， 



ち 4 囲のレソガタド壁の処々がこわれて ，1l ボクボワの

)j'1i hl に. 調，Wf の給排水f 1 ; 設備だけが I5- のまま然有ーして，

給水がまだ "f 能である漫闘があり， ｉｬｨｪｬｦ ｬￍの Ｑ 明日に，工 ｾｊｾ

! ' : ; / d i ' が胤存を案内して来てこれを凡せており ，かくのご

とく剣ｾＮＺｩユは永久的なものだと説明しているのが剣ｾ［メー

カーの広告にある。ア メV j J では主主物と耐周年数を間

にすることは，結局経済になるというので，銅七J; の使川

がかなり盛んである と聞く。こ のことは，物理的化学的

な耐久性においては 1 点の疑いもなく，わが国において

も同一理は完全に 成 立つ。さらば，この国で鋳鉄ｾ［やガ

ス管の代りに，ぬー価でも耐久性の絡段に違う銅f - f を使お

うと，たとえば企画し たとして も，その耐久性は，おそ

らくその“ 耐用年数以前" において，すでに過半が消耗

しつくすと予期でまる。すなわち，施工したあくる自に

は，もうすでに消失 してい るであろう。接続のため壁面

から 2cmぐらい出してある鉛管の端でさえ，あくる日に

は大半が コクメイに消失している。のみならず，鋳鉄色'

でさえもが，しかもすでに配管してあるのさえもが，い

つしか附近に小破片を残すだけに消失していることさえ

ある。これを消失させまい とする防設方法は明確にわか

っているが，それを実施するのは，その材料代以上の人

件 Ｑ ＱＨをｾするであろう。ｍＺ惑条件の場合には，その資材

どころか，人体 ・生命までまきぞえをくって創傷 ・消失

しないとも限らない。げに，なさけなくもまた恥す' かし

い腐食要因である。

ーさて，以上のような記述では，おそらくとの課題の答

案にもならず，編集者の期待にも添わないのではないか

と申訳なく思うが，私としては，まずかようないいかた

しかできないのを恥じる。そこで大ずッパに，これまで

の払だけの経験から “ 衛生工事の耐用年数" ということ

をひと口にいえというならば，まず安全をみて2 0 - 3 0{j'::

と1- 1' しあげたい。 30年固までには，ほとんど80% の資材

が新らしく反変されるであろうから。幸なこ とに，前述

の ご と し か ような年数にいたるまでの|切に， 他のいろ

いろなJ ! J l 由から，各所に改造変更がおこり ， j当然に最初

の資材が取醤えられていくであろうことが，相当% で予

怨! できる ζ とであ る。そして，ほん との怠l床の耐用年数

という課題は，なにしろ衛生工事らしき設備が，との国

に始まってから，まだ40年にはならないといってよいの

だから，万引は今後lとある。ちょうど研究題目中に加え

てよいのは今日であり，それは現，{ J ミこの分野に関係して

おられる表壮年の方々の関心事項にゆずりたい。その意

味でこの深刻を採り上げられた編集者の怠凶には敬意と

感謝をおくりたいが，巡憾ながら，もはやこの線組の探

求は私にはもう遅過宮る。私は今年数えて 65 である。

私自身，自説による i耐周年数はとっくに過ぎて，もはや

絶対的な ):j' 命が，あとイクパクもない。 ( 1明32 .2. 15)

( 筆者斎久工業株式会社監査役)
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電 気 設 備 の ラ イ フ に づ い て
自 庄 司 秀 一

! J ! 物の寿命は相当永く普通百年以上といわれているが

これらの内部に施設される屯気，ガス，冷暖房 ｾｊｲ の設 備

においてはどうかと再検討してみると全く不安な感がす

る。

m気の使用訟は文明の「バロメーター」であるともい

える。すなわち文化が進むに連れて当然使用量も増大す

ることは必然であり，ことに照明関係においては，鐙光

灯の発達に伴い高照度が要求され，往時は一般事務室に

おいて 751ux- 1 50 lux 程度の要求があったが， 今時では

300 lux- 500  luxになりつつある。この一例をみても，電

気のお用は増大のー途にあり，従って建物内の胞設も常

に変F ! され. 10年前の新築ピノレは今日において内部は全

く改善されているような現状にあるので. ｾｬｬ 気の設備の

命数はどれ程かと問われても，全く不明であるとしかい

えないが，大きく見て 10年を l 単位として変るのではな

いかと恩われる。

しかし ii 1 気の材料の見地より考えた各々の命数につい

ては，つぎのようなことになる。

1  照明器具について

照明綴兵は建物の見地より考祭して，接的i品であると
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もいえる。 _ . 般装飾品には流行があるように照明書骨具に

も流行がある。後光灯の発途しない以前は全ｦＮ ｾ￭ 白 熱球の

時代で立派なものには多灯式の ν ャソデリヤが用いられ

た。昔御所にはプリズムの沢山付いた器具を拝見しその

豪華さに驚いた事もあったが，いまこれを持ち出すと時

代錯誤の感を起すだろうと思うが，近l侍場所により型は

変るが，米国あたりでは盛んに使用されつつあると総き

及んでいる。( 写真参照)

鐙光1'ei :の発途の初J切における命数は 3，000 I時間といわ

れていたが，研究が進むに従い現在では 7，500 1待問にま

で延びてきている。米国における G . E. デュロテスト会

社等のものは 10 ，000時間となっているものがある。これ

らは使用条件により差違があるもので，平均々命は実際

の'i! I i 1 J l ¥事情使用条件等ーを考応、した連続点灯( 一回八11寺IJJI

以上〉の場合の平均寿命である。

実験室において理想的状態の下に連続点灯した上場合に

は. 9，000 時間近い実511を出しているが，点滅回数がさ

らに多くなれば寿命は多少短縮される。たとえば一回の

点灯時間が 411寺問の場合は8 0 %程度短縮される。後光灯

も消費 ｭ 力，話ｾ色性 ， 点灯方式等ーより分類すると数 ＱＰ 種

類もあり，近l時スリムライ γ の発達によりますます種類

が多くなりつつあるが，日常一番多く使用されているの

は20wまたは 4 0 wの鐙光灯であるが，これも能率の高い

60w80w100w と段々高燭光になりつつある模様である。

2  配管の寿命について

m線管にはj早鋼管 ( 1分厚〉薄鋼管 ( 5盛j早) EMT 管

( 五盛j早で外筏が厚鋼管と同じ) の三種類市販されてい

るが，いずれも使用場所により適当に使い分けられてい

る屯線管の配色'の寿命は使用場所路工法( 銭出配行，い

んぺい配管コ γ クリート内打込配管) 等により著しく巽

る。コ γ クリート内に打込んだパイプは数 10年経っても

乾燥した場所においてはほとんど無斑の状態で空気に触

れる端末部分が腐蝕されていることもあるが，ネデ切り

後入念、に防釘j塗料を鈍すことにより救われるので，半永

久的なものであるといって差支えないと恩う。

いんぺい配色・工事は コンクリート打込み工事と少しも

命数において変らないが，空気商に訴されている部分が

多いだけ損色があるともいえる。また銘出 ｾｩ￨ 色 Ｒ もいんぺ

い配管と和[ ' ; 1 ; ; 変るところはないが，化学工場等において

j術創¥1 ' 1 : ガスの発生するところでは全く短命で 2 ないし 3

年間ほどにて取告書えねばならなかったが，近| 時ビニール

配管を JII いることにより命数がずっと延びたと考・えられ

るが，製品ができて間がないのでこれの命数も確災なこ



とは分らない。

3  電線の寿命について

Hl 線は場体を包む絶縁材料により命放が1 * るもので，

在米はゴム被覆紙絶縁( ケ ープノレ) 綿糸による被覆等を

組合せて製作されてきたが，近| 時は化学工業の激しい発

速により庖化ピニーノレ，ポリエチレ >t， 人造ゴムーガラ

スファイパ一等の研究により. とれらを絶縁材料とした

Hl 線が市場に出旭るようになった。ゴムの劣化は急激な

i品度の変化又はオゾンの発生によるもので，大fU流の流

れる幹線の配線は常に熱したり冷えたりしているので，

負荷の末端に比し劣化は早〈衿通15年程度である。また

mブJ ケープノレのように油合双紙による絶縁の場合は油の

劣化， 7山j山れ等により湿気を吸収して絶縁が下り使用不

能になるものが多く， 10年程度しか持たなかったが，近

時前述せるような新材料が続々現われるようになったの

で命数はずっと永くなったと考えられる。〈第一図参照〉

4. 屋内菱電室設備について

変Hi 室はピノレ内におけるm気の心臓部というべきグ所

であるが，建築の面からは第二義的な存症となるたV 普

通地階の片隅に窮屈に設備されている。

との中には変圧穏を主体として誘導氾圧制整獄，静'011

裕也器，とれらを操作する配i[ i 盤より成立っているが，

いずれも油入のものが多く，配氾般を除くと油の劣化に

よる保守さえ良ければ半永久的施設であるといってもよ

いが，絶縁油が可燃性である以上火災による J芭れがない

ではなかったが，近時磁気気中遮断器，圧縮空気による

遮断器油の全くない乾式変圧器，誘導 ￭ ｬｩｅｅｾ 整器等新製

品が出現し全く心配はなくなった。

これらは新製品であるため命数は分 らないが，従来の

ものと同じであると仮定しでも火災の胤れがなくなった

だけでも大いに命数は延びたともいえるであろう。

む す び

以上述べた如く il J 気施設のライフは材料rmの研究発達

によりますます寿命は延びつつある傾向にあるが，他方

Hi 気機器の高度の利用により負荷のT ，Y / 力11のため施設の変

災を ｾｾＱ とされる状態にあるので，建築と奥り完成後は永

久的liili 設であると考えるのは今同においては当を得たこ

ととは思えない。

しからば今後の建物に胞設する場合には幾何ように考

J.I! i すべきかを共体的にいうならば， /1 : 1 * 得る限り泌11¥い

んぺい問ci きとなし将米の負術の治大に伴い容易に変更し

れJ うよ うな胞z没として考えるべきでないかと思う。

Ｈ ￮ 在者近ｾ低気工駅株式会社 ｧｬ￮ 郎技術占 ｕＩ

第 1 図

ｾ＠

第 2 図 告書

第 3 図

すソリ 二 パ Ｕｾ 品、 γＱ ルヮレ ＲＵ 誕

の落合ヨ臨:寄に三宅3膏レF三歳舎の

外釜尊重/J U季 初患遺麿20・c

ラード ピニー JtJi!l 線

o  2 0 ω ω t!O l印

主宰看 崎 町

0  

5O.Cの木に渇3毒レたI鷹合の

絶徐; t ¥' 抗dlll 化

;JI1定 過 度 10・c

1 0  2o 

海 水 包 敏

ｬωＮ ｣，￘ｬ空気回 ￞ ｬＺＷｬｊＱｊｾ老化し た ｊｉ 合 の

技嬢カの安1 t

o  ， 10 ， 5-----:i i i  

ｾ＠ 0 ( ヒ 白 紙

上 図 の 説 明

ｾｾ＠ 1  ! 剖はガ : J ! ) >t ベンゾーノレの泌合浴液中にゴム絶絞

Hl 線とビニーノレ絶縁' ，11線を浸した場合の外径がどのよう

に変るかを示した・もので， ゴム電車京はピニーノレ; こ比し 2

時間以内にどんどん膨れていくことが分る。

第 2 凶は7 } < 中にゴム絶縁電線およびビニール絶縁' i [ i 線

を以した場合絶縁低抗が幾何に変るかを示したもので，

この表よりみてゴム線の絶縁底抗は段初は非常によいが

日数を経るに.従い段々と低下していく傾向にあり， ビニ

ーノレ線はゴム線に比し最初より患いが何口経ても価は変

えない。

ＡＺｩｾ＠ 31文| は新製品であるピニーN 人iti プム硫化コ・ムのポ

材を空気ＧＱＧにおいてＮｩｊｊ Ｇ ｾした場合の必化をぷすもので，

老化は硫化ゴムが一番早く人足i ゴムはこれより良好であ

り， ビニールは何等変化を* たさないことが分る。

一 一 一
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環 境 調 整 よ り 見 た 建 築 の ラ イフ

建物が環境調整の点より見て ライブ をもっているかでf

かは ，そ の設備が使用者の屋内環境に対するｾ・ボを満た

しているかどうかという こと である。すなわち，環境が

必化して使用者の要求が満たされなくなれば，とれば設

備の老桁化であり，建築の価値低下であり，ライフの教

訓であると考える。こ こでは穏材の耐周年限等に関して

は原UIJ としてふれないことにする。

使用者が屋内環境に対してもつ要求は， (1)使用者が快

適であること， (2) 保健衛生的に優れていること， (3) 高い

作業能率と高い品質をもった製品が生産されること，の

3 つである。環境がこれらの要求を満足させなくなれば

これは環境の感化である。 環段の悪化には，実質的な悪

化と相対的な感化とが考えられる。前者はたとえば. 都

市騒ITの増大によって作業が妨げられるようになるとか

あるいは空気中の j坐挨が増加したため製品の質が低下し

たさf，建物環境の悪化によって屋内環境が以前に較べて

実際に，i l } j ; くなったために要求を満たさなくなることであ

って，これは明かに建物の価値を低下せしめる。実質的

には環境の態化がなくても，使用者の要求水準が高くな

れば問ーの環境条件で使用者が十分満足しなくなる。こ

れが環境の相対的な悪化である。技術の進歩によってー

| 付高い要求を満たす設備が一般に普及すればー従来の設

備では使用 11 " が不満を党えるようになるととは日常経験

するところであって これは建物の相対的な価値低下を

怠 l床している。

これら 2 つの原因にも とづいて価値の低 Fした建物は

機械滞具の取替え s 補修笥? によって新しい生命を与える

ことが場合によって可能なとともある。不I 1f能な場合は

0Jili 首， 可能な場合でもそれに要する工事が大規模になる

ときは，耐周年限如何にかかわらずその述物は環境調整

から見てー応ライブを失ったと考えて差支えない。

以下! 順次項目別にこのよ弓な見地から検討を加えてい

くことにする。

騒音と室内音響

建築ff 轡が近時大きな間組となってきたのは宅占li 市騒

(i 'の伴! 大と fi 将校術の発迷とによるものといえる 。試み

に東京丸の内における騒背の附加をみれば次の通りで司

これらはいづれも昼間時の併1ーである。

昭和 4 i ド 50 - 5 5  ( ホン)

l昭和28年 平均69 ( ホン)
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l附1礼I HI二の- Kif はilW定機械が今日用いられているのと興

るので正確な比較にはならないが，現在のホ Y に換算し

て比較してみれば上記のようになり，都市騒音の地加が

顕著に認められる。とれはまたつきrの東京都における諸

車台数の年別比較よりも十分察知されるととろである。

自動車 原動様付自転車

昭和 10年 41 ，363 

25年 65 ，054

30年 240 ，337 77 ，268 

その他鉄道の高速化，宣伝放送の激化はますます都市

騒音を増大し，近年全国の十数都市では騒音防止条令の

制定を見るまでに至った。

今日ー般に認められている許容騒音度を示せば

許容騒省度〈デジ ベノレ〉

ラジオスタジ オ 住 宅 オ ー デ ィ ト 日 夕 ム

25- 3 0  

個人事務室

4 0 - 5 0  

3 5 - 4 5  3 5 - 4 0  

ー般事務室

45- 5 5  

この数値は古い数値よりもかなり高くなっているが，

これは ｴｾｊ 定規準を理想的なものにするか，必 ｾｬ 訟小限に

おさえるかK よって大きな差異が生じることは当然であ

り，なお古い値には音に対する正雄な知見にもとづかな

い推定値の範囲を出なかったということも考・えられるの

で. 騒 1ぎが増大したために許容騒音度が高くなったとは

必ずしもいえない。

現実の鶴市建物内の騒音度は上記の値よりかなり高い

ものが多く，外部騒 ｉｔ の逃断に対する ｾｾｫ は次第に尚ま

ってきている。 ｾｲ 築ピノレの中には二重ガ ラスを用いたｼ約

白窓を ｊ 采用している伊 ｪ も見られ，また街路騒 ｉｾ 去の高い通

りに面した主主物では駁白遮断のために窓の改修を行うも

のも見受けられるようになってまた。

このような措置が普及して室内の騒音度が全般的に低

する 11寺がくれば，いままでの建物では使用省がノ向mを

党えるようになる。とれは都市騒音の増加が往物のライ

ブを￬Ｇ ￭Ｇｾｾｾｊ に創 ｬ みつつあるものとみて差支えなかろう。

騒向のWl huが他物のライフを消失せしめた湖北な例は航

' 犯人主地に近い小学校の縫物である。ジェット i袋の脳討の

ため授業が殆んど不 IIf 能の状態になったということは，

i況に学校m誌としてのライフを全く失ったものというこ

とができる。その程度 l乙差ーこそあれ司主製幹線道路，あ



るいは鉄道に持する小や校等においても同じような事例

が少くない。

室内日 ｾｾｧｾ に関する要求もその水Ｎｦｉｬ｜が ＱＱ 寺とともに高まり

オーディト Dクム， ラジオスタジオ ミマーに限らず広範囲の

建物にも兄られるようになった。とくに7.f 楽堂の如きは

科学技術の進歩によって次々と行響的に佼れたものが建

築されれば，従来のものの欠点が目立ち次第にその存在

価値が失われるであろうこと r!Jj かである。ノ〉円において

も音符的な要求の高い建物のlli 設に際しては，音響学者

の参両なしには満足な結果を得ることが不可能な段階に

まで達している。他の点でいかに佼れていようとも. 背

ｾ的欠陥をもっ た ホ ー ノレ，オ ー ディトリヲム等は当初か

らライフをもたない建物と見なされる。構造的ー造形的

な興味からTT響的配慮を忘れたため使用者の要求を当初

から満たさないような公民館もあるといわれる。

近日寺吸音材が一般事務室等にも広く不i伊丹せられて室内

のfT轡効果の改善に役立っているのも， 7T1呼に対する}

般的要求が高まりつつあるという点で見過すことはでき

ない。

照 明

作業能率. 視快感，疲労の点から作; { . c ; に必要な明るさ

が要求される。作業に必要な照度の規準は専門家によっ

て推奨照度として与えられている。しかし最・良の視条件

は高度のnt ! 度をもって得られること. および将来のm灯

の発達が高照度を経済的に得られるようにするであろう

ととに情意しなければならない。今円の推奨nt ! 度の値は

必ずしも最適の値ではなく，将来さらに高い推奨照度を

与えられるであろうととは次表より ー1・分推測せられる。

次表はアメリカにおける推奨照度の変巡を学校. 事務室

について示したものである。

年 次 1912 1915 1921 1928  1942 1945 

推ｾｬＡＱｩ度 ＳＲ 64 110 160 270 320 

( ノレタス〉

近頃環境の前11度分布の問題が大きく取り J-_ げられ. 照

明設計の重要なー要素にかえられてきた。視野内におけ

る大きな ｾ￭ｬｩ 度対比は視快感 Ｎ 視鋭 ｊ 交を低下せしめること

が明かとなり，輝度分布をヨ5・1むに入れた新しい照明設計

が際問されつつある。さらに灯鰐のちli 色 jtt に対しても絶

えず改良がi J l l えられている。とれらのJ誌を考えれば. 今

日の! 照明設備が使用者に不満を与える円のくることが当

然予想されるのである 。

しかし定灯照明設備は比較的容易に改 -li=ーすることがで

ぎるので建築のライブに大きな杉半年を及ぼすとまではい

うことができない。

昼光照明においても照度に関してはー府高いものが要

求せられる。しかし: 容は単に採光のjl lのみから決められ

るものではなく. イ也の条件で左右される場合が多い。建

物が探米両として25を必J t としない. あるいは窓からの

入f付n光がミ室内の商品に有害であるて平の場合には，照明

ｊ 換気が仙の下段で Ｑ Ｍ 分行われれば窓は不必ｾＺである。

般の姶物にあっても: 容は遮白的にクィークボイ γ トであ

り， I環冷房上からは負荷を増大せしめるものであるか ら

これらの J誌を経済的に勘案すれば採光を様性にする ) j が

有利なことがある。ただし専ら昼光! 照明に依存している

小中学校の教室にあってはョ昼光照明の良干? は建物の ラ

イブにとって重宏、なファクターと考えねばならない。

窓には採光，換気の絞能の外に，室内から外の周長を

眺めたいとかー自然光を恋しがるとかの心理的な而もあ

るが，これはわれわれの現在取快うべき範囲の外であ

る。

日 照 日 射

口然環境を最もよく利用する という見地からーわが閃

では泌物は南面して建てるととが原! j IJ である。日照日射

の影響の大きくない国々では or i ent ot i on がかなり自由

に行われているのも見られるが，これを無批判にーわが国

に取入れることは誤りである。商問した建物は日射射入

琵が夏季に小さく冬季に大きく熱的に非常に有利である

ことは明かであるので， とくに住宅，アパート ミヰではこ

の原則が守られるべきである。しかし必ず正雨に而しな

ければならないかは検討の余地があり ，10

0

_ 1 5。程度東

西にふれるこ とは問題とするに足らないようにも考えら

れる。集団アパートの単調を破り敷地の利用gr を高める

などの妥結から，ふれがどの程度まで許容せられるかに

ついては今後明かにされなければならない。

or i ent ot i on の原則を無視した建物は， とくに日! ! {! _ n  

fi{ を犠111にしなければならない他の |長拠もなく単にデヂ

イY 的なものであれば，原則的にみて当初より使用者に

満足を与える建物である とはいえな い。強いて

。 巾nt at i on を無視した建物を設計するには. 予めそのた

めに生じる不利を他の適当な方法で補うよう配慮してお

くことが不可欠である。円形校舎，星型プラ Y のアパー

ト等宅方位性をもたない建物が近|時一般の|一刻心を II} びつ

つある |時に当って or i ent ot i on に関する周知の原貝IJ の再

li ( i i 認が設計者に望まれてよいのではなかろうか。いやし

くも円分の設計した建物のライフに建築家が無関心であ

り得ない限り。

ij 災後はノレーパ ーの使用が広く行われ一種の流行となっ

ている。中には本来の日照調整絞能をもたない単なるデ

ずインに過ゲないものも少なからず見交・けられる。これ

らの生命は機能にではなく外観の流行料ーにある のである

から，それが流行料: を失った後は無用の長物と化し. 室

内に入射する光線の単なる防害物でしかなくなるであろ

つ。

空 気 調 整

都市における大気の汚染は年々駒大している ことは明

かである。したがって取入れる外気はそのままでは必ず
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つ。

その他の諸設備

新設，取換えの悶; l f fr な設備としてエレベーター，給排

水設備等が考えられる。将来を考えれば 4 階以よでは原

則としてエレベータ ー設備が要求されるものとみなけれ

ばならない。

次に給水について見ょう。近年ピノレの使用する地下水

の韮が著しく地大したため地下水が枯渇し，従来の井戸

が用をなさなくなった例が少くない。やむなく水道水に

頼るか井戸を新たに掘るかして補わねばならない。とれ

も 1 つの老朽化であり，水道水の使用は建物のすー ピス

の向上を伴わない コストの騰貨 となってあらわれ. 建物

の経済的価値の低下を招来することになる。なお 1 人当

りの使用水位とともに 1 人当りの必要鶴具数も増加の傾

向にある事実は後年現在の計画規準では要求を満たさな

くなるおそれのあるととを示している。給湯ならびに冷

却水供給設備に対する要求も次第に高まりつつあるのが

現状である。

その他材料の老化による効率の低下の問題がある。照

明率の低下， 断熱，吸ff 材の性能の劣化等考えられるが

とれはいずれも材料の耐久' I ' ! : の観点よりみらるべきもの

でとこではふれないことにする。

しも消浄空気とみると とができない状態である。 こと に

も建物環境の大きな悪化が認められる。清浄度に対する

要求の23まりは怒限度が時代とともに s evere になってき

たことからもうかがわれる。との要求の高まりが，今日

除鹿を伴わない暖冷房を老朽施設 と化し てしまった。空

気調絡による除腔の効果は環脱測定の結果明かに認めら

れ，同 a 条件の下で空気調整を行っている室といない室

についての測定結果の 1例をあげればつぎのごとくであ

心。

環境調書宅より見た建築のライフを上述のように考えれ

ば，要求の治大と環境の実質的なー恋化とが設備の老朽化

ひいては建物の価値低下をもたらすものである。建築家

は当然建物の将来の姿をある程度見越した設計を行うべ

きであるが，その規準をどう とればよいかは経済力の発

展速度とも関連するので予測は短めて困難である。さら

に設備技術の発達は著しく，当初に寿命の長い設備をす

ることは不可能に近いので. 建物の生命を長く保たせる

には時に応じ設備の更新をはかり得るよう配慮、しておく

こ と が 必 要 で あ る 。 ( 伊 藤 記 )

木稿は下記メンパ- l t ' tf 氏の自由2避の内容を整理したものである。
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浮世存度挨数

空気調整をした室 345ケ/ cc( 87伊j平均〉

をしない室 644ケ/cc( 73例平均〉

これは夏季 2 日間の測定例である。

大きなヒソレディ γ グにおいては自然快気のみではとく

に閉鎖|侍換気不足の場所ができるおそれが多いので，機

械換気をはかるととが絶対に必要である。

使用者の快適さ ，作業能率の要求に応じるため新しい

述物では 。ir・conditioning の設備をもっととが当然とされ

しかもこの要求は次第に高まっているのが現状である。

今 11満足な設備をもっ建物も. 一-府 sever e な要求を

i持たす設備が発達普及すれば次第にその価値を失って

いくであろう。とれが建物の企業採算の限界を越せば一

応そのｾ物の生命は失なわれたと見るべきであって，大

規模な改修工事による設備の更新を際| るかあるいは改築

を行わねばならない。i f ，t 近各所で見られる l決両官官の改修

改築工事はとれを物語っている。

住宅の極度に不足している今日ただちにとのような現

粂を住宅，アパー ト等にみるこ とはできない。だから と

いってととで考えている老朽化を念頭をおかずにまに合

わせ的な住宅を濫造するというととには反省がかえられ

なければならない。

耐周年限の長い鉄筋アパートの主主設には将来の使用者

の要求を可及的に満たし得るよう計画されるのが望まし

い。冬撃における鉄筋住宅の換気不足を考えれば，暖房

にガス， Eil 炭. 木炭等の使用を居住者にまかせている現

状に検討が加えられなければならない。少くとも冬季の

換気不足に対しては適切な給排気抜椛によって所要換気

髭が確保され. 居住者の絶対安全が保証されるというこ

とは最低限の要求である。都心に立つ鉄筋アパートのご

とき場合にはとくに居住者の要求水準の向上を予測しな

ければ短命な建物となる危険性がある。

繊維工場，* 8 密作業工場等製品の品質向上のために

oir -condi ti oning を欠くととのできない工場が少くない。

この磁の工場にあっては製品にとっての最適条約: を常に

絞済的に維持することが ゴス トの低下のため盟I J g ーである

したがって従米の 01日 ondi ti oni ng を考慮に入れていなか

ったまE物は熱損失が大きくおJi践による附害'2，t;; を生じ，コ

スト. 品質の点より工場としてのライフを失うである
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スチ ー ル サ ッ シ の 耐 久 性 に つ い て

I 慨 設

!s:. 同人は梢子一つ貝う錫合でも，まずこの約了ーは何年

使用に耐えるかと問い，しかるf去に値段をぎき，一年当

りの ｾｲ 用を比較して高い安いを判断するそうである。と

くに建築材料は耐周年限を考慮、して値段を比較すべきが

当然であるが，わが国ではあまり関心が払われていな

い。ととにすッ ν においては当座の値段より，耐用年限

の方が大切であるのにほとんど無関心に近い。私は過去

20数年，位喋材料を扱ってきたのであるが， j[ijf 周年限が

長いから高価でもその品物を選ぶという場合に当面した

ととは怖であった。と とにナ ッν に関しては品質 より安

値を要求されている場合が多かった。而I周年限は少くと

も10年以後に起る問題で，箭負業者，設計者にはI宵接の

Ｉｾ慢が少いゆえであろう。 ＲＰ 年程度の経験ではすッ ν の

耐久性を論ずる資格はないが，時折明治の末期に. 英国

や米関から輸入されたすッジを見る機会があるが，数10

年を経た現在，少しも錆びていないのを兄て驚嘆すると

とがある。 5 年ほど前ある図mttrf の増築工事のナッジを

納めたこ とがあるが，その本官官のすッ ν は30年ほど前米

国 FENE5TRA会社が納めた品である。増築工事を終え，

1年後に現場を調査して驚いたこ とは， 日本品が錆びて

いるのに， 30年前の米国品は少しも錆びていなかった。

これには深く考えさせられ，防釘iの研究の動因となっ

た。爾来当社の研究所では曝宙試験を続け今日に到って

いる。昨年前[ く実用的な防鈎方法の結論が得られたので

当社の標準建具65に実施している。サッジの故大の敵は

釘j である。ナッジの耐久性の80%を支配するものも針で

ある。

立 サ ッシの錆の屡史的考署員

スチ ーノレサッジの錆が問題になったのは，初め てサッ

ν が使用されてから 30年以後のととである。御承知のよ

うにスチールナッ ν の世界の失駆者は失闘の HENRY

HOPE 会社であるが， 聞社の設立は西日程1818年で. いま

から 139年前であるから，英国では 100年も前に防錆問題

が起ったはずである。同社では古くから防錆問題を研究

したようで，いまから 30年ほ ど前に既に . ZI NC BLA5T 

法という主将融す] i 鉛をナ ッジの表面にl次イ、j ける，亜鉛のメ

夕日ゴ γ ともいうべき方法を採用していたほどで. 日Mi';

には数々ならぬ苦心が払われたようである。

HENRY HOPE 会社設立から 70 年ほど遅れて米同に

TRU5CON 会社がユダヤ人 KAHN 氏によって設立され

たが米同では最初から英同の厳重な塗袋法が輸入されて

いたようである。いまから 30年ほど前の米同 TRUSCON

粛 藤 祐 義

会社ではすッ ν のt食料は自社の研究所で調合した! J ' ; H' . l i r t :

料を使川していた。当時の FENE5TRA会社 でも 8 工科の

下地塗装を行っていた。米国より雨が多く ，防鉛を必要

とする日本にとの重要な防錆技術の輸入が忘れられてい

たのは不思議である。日本人の経済的近視眼のゆえであ

ろう。

円本で初めてナッ ν が造られたのは大正 2 年であるか

ら，いまから 40年ほど前の ことである。したがってふ初t

問題になったのは今次大戦勃発前である。戦時中は顧み

るi限もなく終戦を迎えたが，10年間保守をしなかったた

めに，皿枚等は修理の方法がないまでに錆びたものが随

所に見られ，保守の限界を超えたものが多いので. 大き

な問題になりつつあるのが現状である。

米j1 < が進駐してからは米軍工事には聯邦f上級官が使用

され. 日本の業者も FEDERAL 5PEC. を研究するようにな

り2金料会社も米国製品と同ーの規格品を製作するように

なった。とくに高温多況の沖総向サッ ν は， 日本では初

めての経験である箆鉛の HOT DIP を強行させられたり

ボγ デライトを実施させられたり，亜鉛粉末塗料の研究

をさせられたり，学ぶことが3ト常に多かった。沖純工事

のために日本のすッジの防錆が一大進歩したととは事実

である。

][ サ ッシの耐周年限

日本では何年目にすッ V を取替えているのだろうか。

耐周年限の研究は僅かに建設省建築研究所の新海氏の論

文があるだけのようである。 第 1 表はその一郎であるが

これによると室外廻りすッジの耐用年限は35年，室内廻

りは45年となっている。

さらに村しく見る と， 枠 と附子のヨ1g命 とでは 10王手の莞ー

があり 室内のものより室外の方が 10年も早く傷むこと

が分る。通常，ナッ ν の寿命という場合は外姐りすッ ν

のことであるから，現在日本のすッ ν の耐用年阪は35年

と考えればいいことをとの表が教えている。さらにこの

表から 6 - 7年自には金呉が損傷し. 10年目には枠が仮み

15年- 2 0年同には附子が傷むであろうととが惣像でき

る。かように各部分の耐久力に差のあることが明かにな

っている。各部分が均合の とれた耐久ブJ を持つためには

現釈の金兵は耐久力を5倍に，粋は2. 5併にする必要があ

る。この数字の示すように金具の耐久力が とくに劣って

いる。現実もその通りで実例は多過ぎる位ある。その;定

例として沖純米軍工事がある。基地建設当初から日本の

金具が採用されていたが，最近日本品の 3 ji告も高価な氷

困品と切換えられた。令具の補修費がｾ大で米関品を使
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用したプIJ tJ; 経済的であるとの兄解からである。

争| 判米市家政住宅では御図柄主婦の発声力はJI 常に大

きく ， 大尉級以 ｊＺ だといわれている ｯｾ 物の保て ｊＺ を担当

している係官は軍曹以下である。主財方から金具修理の

命令が出れば即日実行せねばならぬ。日本品だ と故防が

多いので多量の補充金兵をス トックしておかねばならぬ

し，取換に忙殺されるので維持貨を考組、する と不経済だ

という紡論が出たわけである。 r金具の破損はI ' ! I 1日 修理

する」という原則に立って考えるべきである。

日本のすッ ν を世界水準に持って行さ- 輸出をする ため

に. 第一に改良すべきは金具であり，現在は北欧諸国の

製品より巡かに劣っている。金具の欠点はばね と鋳物の

すである。これは良質のばねを選ぶことと，鋳物はダイ

カス ト に変えるこ と により改良できょう。第二は防 ｾｩ で

あるがとれはつぎの項目に譲る。

つぎは枠の耐久力を 2. 5 倍にすることであるが， これ

には防鈎と取イ、j - の両面から考えねばならない。取付に関

しては諸先訪日から枠の周囲の トロ詰めは入念にし ，空間i

を残してはならぬと教えられてきたが，とれには枠の ｾｩ

11 : : 塗装が完全に乾燥していることが前提である。現在ナ

ッν のさ金畿は大部分が自然乾燥である。したがって数日

雨天が続けば塗袋私・股が硬化しない前に現場に送られ建

込まれる。ただちに粋の周囲に， モノレタイレが詰められる

ことになるが，雨天続きの場合はセメ γ トのl硬化が遅れ

る。 ζ の問にセメン トのアノレカ Pが塗料の泊1と械化1'Fm

を起し不i鹸をf ' rる。長雨が続くとこの石鹸が水分に総1 J ? ( ，

されて流出し，顔料のみが鉄府に附着した状態となり，

次第にその顔料も落ちて鉄府が空気に触れて錆びる とい

う経路を辿っている。とくに梅雨時に見られる現象であ

る。との防止方法 としては焼付塗装を推貸し たい。

つぎの問題は取付後に起る枠 とコ シク リート との府別

れより生ずるfむ裂よりの雨水の侵入である。とれを防ぐ

には取付f去に枠の周囲に コーキγ グパテを詰める と よ

い。 コー キシグを完全に行うなら枠周囲の トロ 詰めは行

わぬ方がよいかも知れない。結論的には米国で行われて

いる取イ、j 方法に接近して行くであろう。

上述の如く現状のすッ ν の各部分を均合の取れた耐久

力に改良すれば，全体とし ての耐用年限は35年以上にな

ろう。しかし防鈎塗畿は燐酸塩処理の上ジ γ クロメ ー ト

焼付を行い， 10年に一回塗替を行えば， 50年以上の耐周

年限になることは確実であろう。

W サ ッシの耐久性の分析

ナッジを老朽化する原因を考えると，化学的にはWE A-

T HE RIN G であり ， 物理的には反復荷i l l : であり， ネ1:会保J

lこは流行おくれである。との三方面から耐久性を検討し

て見 ょう。

ω  サッ ν の防錆

防釘jは WE AT HE R I NG に対抗する手段であるが，サッ

m 1 表 修繕過程のｾＨ［耳目

…
町

一

材 ｾｾ＠ 別

外廻り

鉄 製 窓 引 逃 ( 巾6尺× 高5尺2校砲)

グ 上げ下げ. ( 1 1 3尺 X 11 6尺 11 )  

H  両 聞 き ( 川 尺X 1 1 5尺 ρ )

H  片 開 き ( 1 1 2尺× ρ 4尺 11 )  

グ こり Ul し い3尺 X 11 5尺 ρ )

H フラ; ; ，ノユ戸 ( 11 3尺 x " 6尺)

H  ガラス戸 ( 11 3尺 X / 1 6尺)

入口 ν ャッ。一 (巾10. 尺× 高10.尺〔泣動指上主主凶m)

窓 シ ャ ツ ター (  11 4尺 x " 6尺)

油 性 ペ イント (2同検)

防鈎ペイント! e1! (2同喰)

ガ ラ ユ (透明5 mm)

11 (  11 3m111)  

網 入 ガ ラ ス

正s 只

鉄 製 窓 引 退 (6尺 X 5尺2政担1 )

H  上げ下け. (3尺 X 6尺 ρ )  

H  両 開 き (4尺 X 5尺 11 )  

11 }'r 聞 き (2尺 X 4尺)

内廻り I  11 とり山し ( 3尺 X 5尺)

グフ ラツ ν ユ戸 (巾3尺 xol i 6尺)

政 只 I 11 ガラス戸 ( 11 3 .尺 X 11 6 尺)

油性ペイント塗 (2回塗)

的鈎ペイント設 (  1 1 )  

ガ ラ ス ( 遜 明5 mm)

グ ( 11 3 mm)  

網 入 ガ ラ ス ( 透 明3m m)

新ifd氏の; 論文 ・建築ダイデヱストより

修
程織 過

金具取持 仲修理 E主貝修鹿 枠 取 符 正s. H取符

6年目 (15%) 15年 目(20. %) 15年目( 15%) 30. 年目 35年目

6年目 (16%) 15年 目(22%) 15年 目(15%) 30. 年 日 35年目

6年目 (18%) Ｑ Ｕ 年 目 Ｈ ＲＵ ｾ 百 Ｉ 15年目 (159百) 30. 年 目 35年目

6年目 (18%) 15年 目(25%) 15年 目(15形) 30. 年 目 35年n

6年目 (18%) 13年目 (22%) 13年目 (13句) 30. 年 目 35年 日

6年目 (18%) 15年 目(20. % ) 15年目 (15%) 30. 司11 35年 n

6年円 (18%) 15年 目(20. % ) 15年 目(20. % ) 30. 年円 35{f ll 

部分修F凶作目 (10. %) 取嘗60. 年間

11 5年目 (15%) 11 Ｕ ｯＮ ｾド日

開1 替 3年目

11 6年目

l証 符 1年目 (3%学校5%)

11 1年目 (4% 11 7%)  

H  5年目 (1% 11 1号。}

金兵取持 仲修 ｾｬｩ J 1! 兵修理 枠取符 m共取仔

7年目( 15%) 20. 年目 (20. %) 20. 年目 α 5%) 40. 年目 45年目

7年目 (16%) 20. 年目 (22%) 20. 年目 (15
0

0) 40. 年目 45年目

7年目 (18%) 20. 年目 (30%) 20. 年目 (15%) 40. 年目 45年目

7年目 (18%) 20. 年目 (30. %) 20. 年目 (15%) 40. 年目 45年臼

7年目( 18%) 18年目 (30. %) 1&年目 (15%) 40. 年目 45年目

8年目 (16%) 20年目 (20. %) 20. 年目 (16%) 40. 年目 45年目

8年間 (16%) 20年 目(20. %) 20. 年目 (16%) 4o. l ド自 何 年門

塗 僻 5年目

11 10. 年目

flk 符 1年目

11 1年目

1/  1年目
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ν の| 釘宮市法は粉々 あるが， ri 訟も絞済的な方法を選べ」

といわれると，そう rrijtl i.にはj犬山できない。それには数

年の尖験が必ｾーである。常識的には 第 Ｒ 表 と 第 Ｑ 図 によ

り諒解されるようにいずれも燐酸l盆硝民処理したものが

もっとも優秀のようである。この結果にもとずいて当初;

研究室において昭和30年5月より 3 1年8月までの 15カ月間

の曝係試験を行い結果を線めたのが第 3表である。

との表の示す如くポソデライト処涯のf去にジンクロメ

ー トを塗ったものが優秀であるととがわかる。その後の

結果も同様である。これは英米のすッジの標準仕様がボ

ジデライ ト 処理の後に焼 ｈｾ 主袋であるのと一致してい

る。との結果によりこの仕様を当社の65ナッ ν の標準仕

i織として採用したのである。当社の65は誕生まだ日が浅

いので実証はできないが，英米並の塗袋であるから目木

における耐用年限は優に50年は超えるであろう。当社の

65が動因となって最近日本にもボンデ焼付が流行せんと

している。これは日本サッ ν界のために誠に皮質すべき

ととである。

終戦後日本のすッ ν 塗4まは笹て見られないほど低下し

ていた。その原因は飢暴な値下げ競争にあった。材料の

鋼材は各製造家とも大差はない。むしろ大きな業者の方

が有利であるが，j m工貨の面では小企業の方が有刺であ

る。材料と1J r . r工貨の合計では両者は大差ないといえる。

必然的に競争の焦点が規絡で締り邦[ い裕伎に移行して

きて，壬1々杭の低ドをきたしたと忠われる。比だしさは

｟｣場山荷 ｬｩ￭ｈ 乙釘 ｪ びるもの，取付後 Ｎ ｦｬ ーにして ｾｲＧｩ を ｌ よるも

のは珍 しくない状態となった。塗殺伐を 3 部節約しても

全体の金額では ＳＭＴ ｾＶ 程度の値下げにしかならぬ。しか

しこの 3，6の彩符は 10年後には耐周年限を大幅に左布す

各I D i 被援の耐 銃 比 較

u1 1 図 ＲＰ Ｅ 温水噴ｾ宮古験。 ｅ 依り売録する迄の時間
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節 2表 面1 似! M 験 表 ( J . M. Cr unol )

水 m 被

反能荷主液
大 詰 水

百d 通 水 水 水
5  5  5  5  5  5  

M験}， ( gj d m2
)  

1<i 宝t C O2  
alr %  

%  

号。
%  

7  %  
品t %  

亜硫酸

中 を 道 ヵ-
飽 守昆

ン 曹E
酸

炭

曝 合
百u ス

モ

自E 自

首費酸

飽和 ー

ソ

ソ ソ

旅立 水 水)  
処J l U方法

刀く 肩l 気
7  粉

ダ

性 l

水 駿 ダ ダ

無 被 m l ヨ! 1I ' l 鋼 + 13 + 52  + 44 + 55  + 3  + 38 I  - 47 

剖二竺J二竺1一

+ 1  + 8  - 39 

燐酸題処即したもの
。

+ 0  + 1  
。

+ 1  。 + 1 - 4  + 4  - 3  - 65  

鉛丹向性接した色の 。
- 2  - 33 - 2  - 1  - 68 I  + 4  - 63 - 12  - 26 ー117

ニッケルメツキ した色 の + 3  - 32 一27 - 16  - 3  - 9  I  - 25 - 40 ー1
。

一136

鈎メツキしたもの + 1  
。

- 9  - 1  。
+ 1  

。
- 14 - 16 一121

ｭＡｾｬ メ ツキし たもの + 1  + 7  + 23  - 28  + 6  + 6  + 2  - 436  + 5  + 13  + 32 - 65  

一H ot  di p g al v ani z ing  
+ 1  + 11 + 27 - 32 + 7  + 7  - 1  - 669 + 3  + 7  + 36 - 243  

I  + 43  
S her adizi ng  + 2  + 1  + 23  - 28  + 13 + 13  + 13  - 690 。

+ 30  - 42 

;u ι の政験は1∞X 5Qm m ( 試料の平均i I 11
止75g) の軟鋼岐に各国の処測を継し. ｂ 耳る反応溶液中 ＱｾＳ Ｒ 円 ｉ 地 ｆＱｴ￬ＧＱ した ｓ の の

l d m" につい てのm位変佑を Cen tig r a mで妥したものである。

第 3表 各 種 下 地 処 理，給 料 の 曝 露 M 験 成 紅i

下地処理

研 熔

後 | 酸 沈 後 I !J.¥81O) jt ; t  I延…
動 ｬ 湖 ｼ 脱 ｈｾ I 塗

m皮のまま ケー ルの一部

油 待 針 | 鈎 凶 の 蜘l雌し 川 の IポイヲンデングラIグンラノ ン 鏑 絞

T3 と1ゑ | 完 ｼ 霊 ｴ 鱗剣ｼ路島 ｼ 儲か ｉｃ 発鈎 ｼ 探鉱炉 ｉ ｾ 主思か 剥 離 ｼ 完 |  完 I  %  

ヨ ン ヲ ヲ ロ メ ー | 禁 く 詩 | 僚 か 峨鈴 | 悶 上 | 主 面 的 SE |同
上 I  僅 か に 発 '."1 I  珂% I紙発〈儲的かI 完G  

ト( 約5%) 系 発 車i

| 襲 か 品 | ず 蜘 品 | 同 上 | 級 協 喜 | 司 上 | 一 部 日 制 | 完 | 完 | 完

票 シヤ ナミド |  完 |  
完 | 向 上 | 儲 か 時 鈎 | 私 桝 膜 | 極 〈 櫛 か 発 的 | 完 |  完 | 完

ヘイン |  完 |  
7"1s |  完 | 塑 ZZ毒多 | 語〈伽叶こ発 |
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るととになる。 35年の耐用年限は20年以下に低下するで

あろうし，修E里不能の状態に陥るであろう。との点から

与えると 5 % の値増しをしても防錆は完全にすべきもの

である。当初:の6Sは塗装が英米並で値段が市価の 3 剖51

以上であるので，販売に追われ製作が間に合わぬほどで

ある。優良ＩＩＮＢｾ仰の鍵は数億円を貸す生産設備である。生

産手段の改変なくして前期的な値下げはできない。戦後

に発達したサッジの製作方法はローノレブオーミ γ グと治

兵組立であろう。との方法を当社が最初に採用したわけ

であるが，日本のナッ ν 界にとり大きなプラスとなろ

う。

(2)  WE AT HE RI NG STRIP の変化

ナッ ν の雨仕舞と気密度を増すために. ゴム ・ネオプ

νγ グィニーノレ ・プラッジュ ・級毛 ・燐 11] 銅片 ・ステ y

ν ス板などが使用されるが，化学製品は温度の変化に弱

く，数年の寿命と考えて取換可能な設計をせねばなら

ぬ。金属片はその性質に適した使い方をすれば 10年以上

は役立つであろう。

(3) 酸，アノレカ Pに対する保護

工場の煤煙の中には石炭の硫iqを合宥する場合が多く

これが水と作用して硫酸を作り，ナッ ν を侵すことがあ

る。時折の清掃はもちろん必要であるうし，強力な酸性

ガスを考えねばならぬ場合は耐酸塗料を用いねばなら

ぬ。コ Y クリートのアノレカリ防止にはiiifisの通り塗料の

乾燥が必要である。

(4) 反覆荷重に対する保設

サッ ν の強度は破壊強度をいうのではなく，擦みによ

り硝子の破壊する時の荷量をいうのである。安全な援み

は張聞の 1 以下である。鏡みが大きいと熔接部に亀裂

180 

を生じたり，塗朕に主IJ 離を起したり，開聞が不具合にな

ったりして早く損傷する。これを防止するのには鋼板の

厚さを増し，断面係数を大にし，境みを少くするととで

ある。

(5) 流行に よる老朽化

建築総式は日進月歩で， 10年目ij の主主物は涼; 立をひかな

くなる。注意: をひく建物を要求する場合には，耐用年限

以内で取換えの必要が起る。とれに対しては窓を荷重よ

り解放し. 壁面全部を取換え得る形式が便利であるう 。

V  サッ シの保守と耐久性

外悶ではナッ ν の保守はいかであろうか? 米国では美

観の点から 3 年傍に塗り替えるのが常識のようであるし

ブィ日ッピ Y でも3年- 5年毎には塗替をしているようで

ある。日本では 10年間佼塗替えないのが実状である。こ

の実状に即 して考えると日本におけるす ッジの下塗りは

10年間放mしても差支えないものを選ぶべきである。こ

れにはボジデ処J l J l の上焼付塗裂を施すのがよい。

保守の1!r mを軽減するためには金具は当然錆びない金

属を使用すべきFであり，事は討'7由を要しないオイノレレス
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ベア 9>' グを選び， .硝子止めはパテの同化を防ぐために

空気を遮断したPonel grozi ng を選ぶベさである。粋と5 !

休との亀裂は時折コーキ γ グを詰めるなど，年にー固め

ナーピスで耐久力は倍になるであろう。

軒高の高い建物で足場を架設しなければ補修の困難な

建物のすッ ν は，足場の架設授の一部を取付 jjil の工場習1

i J Q に投入し倍以上の防備力を持たせることが合理的であ

る。最近火力発m所，山奥の発電所などに亜鉛の HO T

DI P が採用されているが， 上塗りを耐酸ペイシトで仕上

げても足場の費用よりも経済的であるう。

VI サ ッシの型式と耐久性

ヲーッν は S AS H BAR を主材料とした工場型サッジと

鋼板を主材料として事務所型ナッ ν とがあるが， 耐久十1:

は後者の方が逃かに低い。第 1 :表によると老朽化の速度

は，両開，片関，上下，引遂の)1阪となり，引逃がもっと

も補修費が少いようである。われわれの経験では工場担

の廻転，と出し，はさらに よいようである。もちろう 建

物の同一面のナッ ν についてであるがＮｾ物では北而が

もっとも傷むようである。

w  災害 とサ ッシの耐久力

風速 60mf sec のときのすッ ν の肺子作の僚みがryKI1¥1の

1  以下であれば硝子は破壊しないが. とれを越えると

100 

まず硝子が破壊し，サッ ν は風圧から解放される。

1  1  

常識的には鏡みが一一~ーーなれば安全である 。

200 300 

火災にあえばナッ ν は変形するが復旧は容易である。

Ji 災災工場では工場サッ ν の90% は復旧し， ピノレでは70%

が復旧され，再度のお役にたっているであろう。

サッ V の耐久力に関する限り災害よりも錆の方が危険

である。風水害時の土砂崩れでは当社の T R US C ONの布l

飲き組子は. 土砂を l段い止め，優に厚板の土留板に匹敵

することを立証した。

¥ts  サ ッシの原付と耐久性

現場到着のすッ ν は必らず調殺をして取{ ，J けねばなら

ぬ。取付けの際は正しく水平 ・垂直を合し，枠の周囲は

ヲーキ γ グパテの使用を推: n : したい。枠の腐蝕の大部分

は接触部のf弘毅よりする毛管現象である。これを止める

ものはコーキング以外にはないからである。

1'( 結 語

以上ナッ ν の耐久性につき与えられた紙而以内で論じ

たが，耐久性の90% が防錆をいかにするかということに

帰着する。本文では塗装防錆に専ら電点をおいたが. こ

I ) 外に鍍令の方法もあれば合金の方法もある。

米関の T O N C A N M ET  A L 程度の含銅鋼であるなら.

鈴 ｾｪｴｪＺ ， 加工牲もよいし ，量ｾ［も普通鋼の数 Ｑ Ｐ 分の Ｑ とい

う程度であるから今後研究の要があろう。 ( 32- 3- 15)

( 常者 三慌て業株式会社建材部長)
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ア ス フ ア ル ト 防 水 の 耐 久 性

1.  アスフ アルトに対する日光の膨響

トッホ氏はアスファノレトを円光に曝録すると，分解を

起して遊再It 炭素を生ずるとと，およびとの作用は動植物

油のごとき Trigl yceride を添加するととによって退延

せしめ得ることを報告した。又ハッパードおよびリープ

両氏は アスファノレトの風化作用について研究した結果

曝iili 試験によって起る変化は枢めて複雑であって. 蒸発

酸化，炭化，重合などの諸作用が相伴うことを報告し

た。さらにグード D ッヒ氏は，アスファノレ ト基原iEhから

造ったアスファノレトは混合基原油から造ったものより日

光に対する感受性が比較的強いことを報告した。

私の研究結果では，アス ファノレトは塊となって存夜す

る場合は日光の影響が概めて少ないものであること，換

言すれば. アスファノレトに対する日光の影響はアスファ

ノレトの極めて薄い表皮にのみ激しいこと，および内部は

予怨外に安定なものであるととを知り得た。また. 日光

の影響によってその成分が移動する状態を観察すれば，

ストレートアスファノレトはアスブァノレテ Y およびアスフ

アルト樹脂の両者が一様にその鼠を増加するが，プ ロー

γ ・アスフアルトはアスブァノレテ γ の増加s : が割合に少

く 主としてアスファノレト樹服の髭が地かしている。か

かる点よりみてもプ ロ- ; / ・アスファノレトは，ス トν ー

ト・アスファノレトよりも老化による最後の生成物である

遊離炭素に到達するに長い日時をｾし，安定なものと推

察し得られる。

2.  アスフアルトに対する水の膨響

アスファノレトに対する水の影特については，ケーメノレ

- ; r ; / 氏はアスファノレト ・モノレタノレが多孔↑ 止である場合，

水を吸収して堅くかっ脆くなることを報告した。またテ

イノレソ γ 氏は， アスファノレト舗数において磨滅層に対す

る水自身の影響は比較的小さいものであって，むしろと

れに伴う泥水によって磨滅を促進する作用が激しく恐る

べきであると報告した。さらにダク氏およびスミス氏は

ともにアスフアルトに対する水の影符を主として物理的

作用によるものなることを報告した。

また私の( ①フィノレム①層 1.5m.m.①塊に対する) 諮

実験からみれば，アスブァノレ トは水に対しては根めて安

定なものであって. フィルムの形で使用した場合，破損

の程度の著しかったのも要するに化学的変化によるもの

ではなくして. 単に物理的現象によるものであることを

市 j  I  t  良 正

窺知し得られる。

3.  アスフ アルトの日光および水によ る老化の状態

ス トレート ・アスファノレ トとプロー γ ・アスファノレト

の性質の相違は，単にすカ ナク氏の説の如くアスブァノレ

テγ の位に相違があるばかりでなくしてーその京合野二論

が全く穴. る。f ! ll ち，ストレー ト・アスファノレ トの場合は

360
0

C 前後の高i慌にか熱して蒸淘を行うものであるから

炭化水素は脱水紫反応を起して芳香族に転化し. しかる

後i l l . 合を行うものである。 これに反しプ ロー γ ・アスフ

アル トの場合は，蒸溜温度 よりも巡かに低い250

0

C 前後

で空気処J ' I l . を行うものであって. そのm: 合は主として分

裂と不飽和の41: 合である。かくのごとくストレート ・ア

スフアルト とプロ ーγ ・アスファノレ トと は，その成分炭

化水索の重合状態が一興るから，その老化の状態もまた自

ら相違する。例えば，アスファノレトをある目的に使用し

た場合に日光. 水などの影響を受けて蒸発，酸化，炭化

重合など極々の変化によって老化が進行する状態を詳細

に観察すると ，ス トレート ・アスファノレ トは主として炭

化の行程を とり，プ ロ - ;/ ・アスファノレトは主 として蒸

発の行程をとる。即ち， ス トレー ト・アスファノレ トは比

較的高温で蒸潤されたものであるから，蒸発量は極めて

少いが，基炭化水素は高温のために脱水素反応を起して

重合したものであって，炭化を進めやすい状態にある，

とれに反し てプロ - y . アスファノレ トは主として炭化水

素が分裂作用によって重合したものであるから，比較的

安定な状態にあるが， 低温で空気処理を行ったものであ

るために蒸発誌は比較的多く，日光その他の影事11によっ

て容易にi経い成分を失いやすい。従って炭化を主とする

ス トレー ト・アスファノレれおよび蒸発を主 とするプ ロ

ーγ ・アスファノレれいづれも理論的に考えてもま た，

実験結果からみても水には比較的安定なものであるが，

日光に対しては比較的影響を受けやすい性質なることは

同様である。との理論はプロ ーン ・アスフアルトの性質

の良有の判定の場合についても成り立つ。即ち 不良な

プロ - ;/ ・アスファノレ トはス トレー ト・アスファノレトに

似た老化の行程を とる。さらにアスフアルトに対する円

光の影響を詳細に観察する とその外皮のみは激しく侵さ

れるがその内部は比較的安定なものであるから，これを

ある厚l旅を有するいわゆる隠の形に使用すれば，上G' 険的

安定な状! 滋に向く とと ができるが，さらにス トレート ・
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アスファノレトおよびプローン ・アスファノレト両者の状態

を比較してみると，前者は主として炭化が進行するため

その実引を悪化する傾向があるが，その外観は著しい変

化を及ぼさない。とれに反し後者は主として1径い成分を

失うものであるから， コロイドの平衡をうたい，無数のク

ラ γ クを生じー外観を著しく，ｾ化する傾向がある。然し

その成分炭化水素に変化を起したわけでないから. その

ー・般性状においては大した変化を来たしていない。

4.  アスフアルト防水施工後に起る問題

(1)  アスフアルト防水層の表面が空中に飯出している

場合に比 3 年目頃より ibi 頭状クラックが起り . そ

のクラックの深さは表面アスファノレト層のj平さに比

例して起る。従ってアスファノレト府がj亨ければ rlJ が

広く深くなり . 薄ければ巾が小さくて浅い。太陽の

筒射する場所はとくに激しく起る。アスファノレ トの

J立さは従って下貼りノレーフィング類の厚さより薄い

必要がある。

(2) アスファノレト層の表面にセメ γ ト・モルタル，砕

石，小砂利などがある場合は，表而アスファノレトに

危頭状ク ラックが起るととは少ない。

(3) アスファノレト層に空気泡がある場合，防水層の上

部が乾燥状態にある l侍は水分を含まないが，上部に

水をUJ' めたり乾かしたりすることが連続すると水滴

を含むととが多いので， 1坊水層の上は排水をよくす

るととが大切な要素である。

間従来の経験では下地が木造の場合とコンク 3 ート

の場合，木造上のアスファノレト防水は寿命が短かく

コγ クY ー トの方が永い。下l也が熱を伝える状態の

ものは放熱され，不伝導状態のものはアスファノレト

層に熱が蓄積されるためと居、われる。

(巧} 地下室のアスファノレト防水層の場合. 土，砂. 7 } c

などに直接ふれているものと ーコ Y クリ ー ト貯があ

って前記の物質をさえぎっている場合と比較すると

後者の方がアスファノレトは安定度が高い。

(G) アスファノレト防水腐の骨材を網状' l ' I のみで形成す

ると，前記 1 の飲点が起るので耐久性が小になる。

ノレ←ブィ Y グなどの層状板との併用が必要である。

5.  アスフアルト施工中に起る筒題

(1)  施工中に過熱しすぎたアスブアルトを使用すれば

冷却後クラックが起る。また総倣中に引火したアス

ファノレトは 1 分間引火しても針入度が 10- 1 5度硬化

しーイ申lt は無にひとしい。

(2) アスブアルト ・ブェノレトの使用につい てみると，

わが国のフェノレトはストレート針入度 60- 1 00 度浸

透のため融点が ＴＰ｟ＴＵ Ｐ ｃ である。ｊｬ ｍ ， ｊ プロＭｾ Ｎ

アスファノレトの 200- 250
0

C の熱にあうとフェノレト

'1'の気泡が抑し出されるとともにストレー トが溶け

山して泡となり，プロ- : - ' がカノレメラ状になるとと
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がある。米l羽製ブェノレトは胤{ } 長 55_ 60

0

C のアスフ

アル トが 150 % 位以透してある。わが同のフェノレト

もこの位のものが必ｾＺである。

(3) アスファノレト塗布の場合，アスブァノレトは熱可塑

tl: のため急激に冷却されるので，不Jひのまま施工さ

れることが多い。流し貼， IIHJ 1 ; 塗りとも下地と骨材

の中間からアスファノレトが押し出されるような施

法が望ましい。

(4)  浴融点、の高いアスファノレ トは. 高熱溶織になりが

ちで質的の変化が起りやすい。陸尽線防7 . l <1e:.ft.
90

-

100
0

CN: 室内 地下室などは70- 85

0

CN: が適当 で

ある。

6  そ の 他 の 問 題

(1)  アスファノレトの厚さは 1/習に部停く使用する より

も. 適当な j与さを数多 く使用することが適してい

る。 1 平方米当り 1.2砥 ( 1. 2粍) - 1 .5砥 ( 1. 5粍)

位が使いやすくまた安全な照である。

(2) わが国のアスファノレト防水層の使用例をみると，

骨材 3 庖アスファノレト 4 層が多いが. これはアスフ

ァノレト防水の最低仕綴と考えられる。続外国の伊lを

みても骨材4 - 6層，アスファノレ ト5 - 8層位を様準と

している。価格予算についても建築物の一番大切な

防水貯を軽視し過ゲているように恩われる。

(3)  アスブァノレト防水は大体において骨材およびアス

ファ ノレ ト層の数に よって耐用年数が増すものである

から， この点に留主主する必要がある。

7. 結 論

要するにアスファノレト防水の耐久性についてはアスフ

アルトの良否，釘入度の選び方，その使い方，その他の

もlifl ;l] 1¥1 5 7 . 1 < 材料の選び方，施工方法，施工技術の巧拙，さ

らに使用湯所の種々の条件ーなど多種多様の要因により左

布されるものであって， i降々に断定することは極めて附

;，¥11なことではあるが，もし総ての条件が理怨的に満足な

ものであったとすれば，これを半永久的なものであると

みて差支えないのではあるまいか。何分にもわが同は l也

長問である とともに多湿函であることにアスフ ァノレ ト|幼

水の耐久性について問題があるといえる。

( 筆者社団法人アスフアルト同業会々 良ー工学問士)

テ ッ ク ス

フローリング

気光式通風鰭 s  
責任施工

田辺工業株式会社

大阪市西区江戸嫡上通一丁 目 五 電 話 土 削 地7437- 9
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鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 耐 久 性

b必然物のライブについての特集坊にちなんで鉄筋 コン

クリ ート の耐久性が採り上げられたわけである。 ζ れに

ついては後で述べるように佐野一内田一浜田各博士の 3

レーによる立派な研究があって笑験的に解明されている

が，結論としては「普通の環境に置かれるf J 通の鉄筋 コ

ンク 3 ートの元z命は百数十年 とい う，いわば半永久的の

ものである。 」ということになる。現代のように進歩変

滋のはげし いＭｵｲ 相では主主築物に対するｾ・［Ｑ＼も目まぐるし

く変り，とうした実用性の商での建築物の ライブはだん

だん短かくなってきている。われわれの周囲を見廻して

も噌明治や大正初期の建物でその芸術性，記念1 1 : は別と

して実用性の面で今もなお壮者をしのぐ生々たるライブ

を持っているものは治んど数少い ようである。こう考え

てくると，鉄筋 コγ クリ ー トのM命が位、築物のライフを

左，{- ，する というケースはまずないというこ とになる。 :rjJ

zii ，古い コソクリー ト構造物の祈りという 仕事が往設業

者の仕事の中のかなりの% を占め，国土の狭いせいもあ

るのだろうが，最近では この項目のない工事の方が少い

ようになってさている。また，その祈り作業が コソクリ

ート の丈夫すぎる とい う理由で一向にはか どらない とい

う歎きもよく耳にする。とすれば鉄筋 コソクDート の耐

久性など問題にする方がおかしいというこ とになるが，

材料 . _ [ 法の選択を誤り，これが環境の不利 と結合する

と鉄筋コ Y クリ ート の寿命が怠外に短かくなって建築物

のライフが これに よって決せられる という ケー スも生 じ

てくる。しかもこのケースは，社会一般の進歩に よって

泌物のラ イフに終止符が打たれた場合と] ; E って往築家の

ぷ任が厳しく追及されるから，たとえ数は少くともわれ

われとしてはあくまで技術的に究明しておく必ｾーがある

のである。この点において鉄筋 コγ ク リー トの耐久性の

研究はいかに変転のはげしい現代においても霊繋な意義

を持つのである。

' さて，建築では無筋 コンクリ ー トは治んど用いられな

いのでわれわれは ともすれば鉄筋 コY ク3 ート と無筋 コ

ソクリートとを区別して考えず， “ コンク Dート は …

Y という発 芦があるといづれの場合にも鉄筋J ゴY クリ

ー トに適用されるように考えがちであるが，耐久性の問

題を扱う場合には必ず鉄筋の有無をはっきりさせておく

必要がある。すなわち単にゴシクリート のl耐久性を哨す

手段が必ずしも鉄筋コンク 3 ー トの耐久性を地さず，カ当

谷 口 尚 武

えって低ドさせることがありうるのである。建築以外で

は道路やダムのように主張筋の コソク Dー トが多誌に用い

られるので. 土木技術者やセメン ト化学の研究者の報告

文には単なるコソクリートの耐久性を論じたものが多い

から，それをそのまま建築の鉄筋 コンク Y ートに適用し

て失敗するこ とのないように気をつけなければなら ない

' 鉄筋 コY クリートの置かれる環境を大別すると次の 2

種 となる。

μ)  一般の場合 ..... 普通の空中，土中，水中などにお

かれる場合

(ロ) 化学的侵蝕をうける場合

後者は特殊の問題なので最後に簡単にふれること とし

て，先ず市I者について検討を進めるこ ととしよう。

似) 一般の鉄筋 コソタ 5 ー トの耐久性

鉄筋コンクリー トの7:1'命は鉄筋が針びるか否かによっ

て決せられるといわれる。鉄筋が錆びると鉄筋がボロボ

ロになって制強の役目を果さなくなるばかりでなく，そ

の|時の容M1W肢に よって コソクリートをも破壊する結果

となる。鉄筋を鋭j びさせない条件は コンクリ ー トがアノレ

カリ性を保持する ことであるが， コジクリートのアノレカ

リ性は空気中の炭酸ガスや水の作用に よって逐次，表面

から失われていくのであって( 中性化と呼ばれている。〉

これが鉄筋の位置まで達したときが，すなわちゴ Y 夕日

ート の終末というととになる。 この中性化進行を完全に

とめるこ と はできないが，おそくするｾｪｽｾは明らかにさ

れているので， とれに基づいた耐久性地進策がいろいろ

と樹てられる。以下，本i! ' L. わけてi耐久性を左手守する各' l l . '

京について検討する。

① 調 合

耐久性の試験には種々の促進試験法もあるが，とれら

も基本になる実地の長期試験のデーターがあってはじめ

て生きてくる。佐野 ・内田両先生がDJj 治末年につくられ

た多数のテストピースが，関東大政災後の大学復旧工事

か何かで偶然に発見されたととが綴となった ように|品]い

ているが，浜田先生によって完成された一連の長期試験

デー ターのあることはこの意味で誠に心強い。さ て，こ

の研究によると ‘ ゴンクリ ート の材令 t 年とこの間に中

性化された深さ; t c mとの聞には水セメ シ ト比65% のコン

クDートの場合司 ( 1)式の関係があるという 。

t = 7.3x2  ( 1)  
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但し，上式1' 1 素質のあまりよ〈ないゴンク Mートを屋

外によI 放しで} j J ( 置した場合の式で，コンク 3 ートの品' l ' i

良好， hl 内政置，またはタイノレ貼りなどの仕上げありと

いうととになると，中性化進行はずっとおくれる と考え

ておいてよい。なお J ASS の屋外打放し コンクリートの

かぶりは 4cmにすることになっているから，上式による

必命は 11 7年ということになる。

水セメント 比が累 る と ( 1  ) 式の有辺の係数は変って

くるが，tと x
2

とが比例関係にあることは変らない。水

セメシト比55% の場合には ( 2 ) 式に，閉じく 75% の場

口には ( 3 ) 式になる。

t  =  12 .7.x2  
( 2)  

t  =  4.8.x2  ( 3)  

即ち閉じかぶり j写3cmのコγ ク日ートの水セメント比

が55% ，65% ， 75% と変化するのに応じてそれぞれ寿命

が， 11 4年， 66年， 43年ということになるのである。

JASS が打L皮しコンクリ ート に対してかぶり j試を増さな

ι い場合 I L /1<セメン ト比55% 以下を妥求しているのはこの

ためである。

般的にいうと中性化をおくらせる手段は調合のよい

衝突なコシクリートをつくることにあるので，水セメン

ト比を小さくしても同時にかたねりの貧配合にしたので

は何にもならない。セメソト盆が300kg/ m3程度以上とい

うことは常に前提になっている。

密実化という点で表面活性邦lの有効であるうことが予

旬、されるが，岸谷氏等の研究で ζ のととが明らかにされ

た。日I l ち表面活性剤( 分散剤 ・A E剤) を加えると中性化

の速度はff 通コ Y クリ ート の0 .3 - 0 .7となり，従って同

ーかぶり厚のコンク Pー トの寿命は2 - 1 0倍になる。 A E

剤はもともと道路のような無筋コ γ クリートの凍結融解

に対する耐久性向上を主眼として生れたものであるが，

上述のような意味で鉄筋コンクリ ート の耐久性に貢献す

ることが明らかにされたこ とは喜ばしい。

① セメン卜 の種類

①ではとくに断らなかったが，すべての所説はポノレト

ランド ・セメ Y ト使用が前提になっている。 ν Dカ ・セ

メン ト，高炉セメ Y トはポノレトラシド ・セメントに珪酸

質の泌合材を加えた製品で，前者の硬化生成物である水

酸化石灰を後者の可溶性珪酸でとらえて不溶性の化合物

をつくり，たえず7kが彦透したり，硫酸庖類を含んだ水

・上に擁したりする環境下の コンク Dー トのi耐久性を向

J: させるものである。しかし 2 とうした環境にない建築

の鉄筋 コンク Pートでは逆にとれらのセメントの上記の

作用が不利となる。J i Pちとれらの作用のため コγ クPー

トのアノレカ 3性が減じ，中性化の速度は! 日l調合の場合に

1.5怖になるとされている。 N/lち， ( 1) 式に相当するよt

l ま

t  =  3. 2x
2  

( 4)  
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となり. h;J ・かぶり障の場合のコンクリー トの).1宝命は1/

2以 Fになるのである。 JASS がポノレトランド ・セメント

の使用を1 i 刊をとしているのもこの理由による。また，ポ

ゾラ γ 混和 ｾｊ もとの窓味では同断である。とくにフライ

アッ ν ュについては一昨年 12月の建築雑誌上で浜田博士

がその前号に掲載された宇都興産官木氏の所説にちなん

でこの弱点を峨調されている。浜田研究室の研究による

とセメ Y トの 11却をフライアッ ν ユで代替させた場合は

勿論，セメントのf立を減らさないでブライアッ; / ュを加

えても中性化速度は増大するようである。しかもこの場

合，表面活性剤というピンチヒッターを持ってきてもフ

ライアッ ν ュの失点は相殺しきれないといわれている。

J ASS Iζ 表面活性剤以外の混和物は使用しないと記載さ

せた原動力はこれらの研究である。

① 鉄筋のかぶリ厚さ

中性化速度が大になってもかぶり j写を大にすれば鉄筋

コンク Dートの方・命を延し得る。水セメ γ ト65% のコン

クY ートのかぶり j写3cmのときの寿命を66年とすると同

じコンク 3 ートでかぶり厚を4cmとすれば 117年 となる。

J ASS ではとの意味でかぶり厚をかなり細密にさめてい

る。 8 節としてかぶり厚のみを取扱う節を設け環境に応

じてとれをこまかくきめているほか， 14節でも海水中の

コンク Pート のかぶり j享を取扱っている。 J ASSは最小限

規定と考えられるので，常にこの限度は守りたいが，往

々，スマートな打放しゴ Y クDートでかぶりを考応しな

い設計のみら れるととは逃憾であ る。

@ 施 工

耐久性理論の基礎になった佐野博士等のテスト ・ピー

スもコソクリートの質はよくなかったようであるが，何

せテスト ・ピースのこ とであるから， す" や豆板のあろ

う筈がない。所が現場打のコ Y クリートには亀裂. . す"

打継ぎなどの欠点ができやすい。“ す，. や打継ぎ，亀裂の

個所は局部的にどんどん中性化が遂行してその部分の鉄

筋を錆びさせるので，材料配合をいかにnoi 久性理論に基

いて選択しても，まるで意味をなさぬことになる 。従っ

て施工を入念にしてとれらの欠点を生じないようにする

ことが半永久的寿命確保のための必須条件となる 。この

点でフライアッジユなどのポゾラジの役割を強調する人

もある 。即ち，これらの混和物を用いて欠点のない コン

クDートができたら，たとえ中性化速度がはやくなって

も， KJj 知的な不良個所がないので，結局. ).J' 命は延びる

というのである。しかし，ポプラ ンを用いなければ無欠

点 コγ ク3 ートができないという場合は併んど考えられ

ない。

欠点のうちで以も厄介なのは キレツである。これはIj Ili

工にかなりの注意を払つでも決して絶無ならしめえな

い。キレツもごく微細なものなら‘ 常識的に考えても無

害だろうが，収縮亀裂でも明らかに有害と恩われる大き



なものが発生するので弱る。この怠 ｉ ｨｾ で ｪＮｏ 火しは賛成し

ｾｾｾく，ゴンク ｐ ー トに収縮 ｛ｦ￡ 裂を生じ銚くするような，

またはゴンク 3 ートの収縮亀裂とともにわれないような

外装仕上げの必要性が痛感されるのである。

施工に当つての具体的な注意事項は材料の分離を防ぐ

こと，っき込みを充分にして欠陥を生じないようにする

こと，配筋を正確にして所定のかぶり厚さを必ずとるこ

との諸点である。

@ 軽量 コンクリート

軽量コンクリ ー トは一般に多孔質なので中性化速度が

早く，大体普通コンクリートの 1. 5 的とされている。従

って普通コ γ クリートと同一の寿命を持たせるためには

なんらかの対策が必要になってくる。まず考えられるの

が表面活性剣の活用である。降、谷氏の報告によるとこの

手段によって軽石 コンクリ ー トの中世化速度をAEなしの

普通コンク 3ート と間程度にまで遅らせうることが明ら

かにされた。また経石は浮いて分荷jf ，しやすいが，とれを

| 約ぎワーカピリチをよくするためにも表面活性別が必要

である。結局， ｾ経量 コ ンクリー ト には表面活性剤が必 ｡ｪ

品というととになる。

耐久性向上という意味でかぶりも普通コソク Dートよ

り大にする必妥がある。 J ASSの5. 12， 3ぶにはセメント

の種類と日に応じて各構造部分のかぶり厚を和uかく規定

しているが，械して普通コ Y グリートの場合より 50%程

度大きくなっている。 !駁E コンクリ ート の 1 ;留である ν

ンダー ・コγ クリ ート ではνγ グ_'1' にとくに IrUf 久性に

有者な物質の含まれていることが多いから，事前の分析

を綿常に災施しておく必要がある。

① そ の 他

特殊の問題として地下室などで水がたえず' コンクリ ー

ト'1'を穆過し通過する場合には，鉄筋 コンク Dートのみ

命が桜めて短いのではないかということが先ず考えられ

る。こうした水は コソクリー ト中の水酸化石以をとかし

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 設 喜

ー阪市西区西長編J tj 単四丁目ーO細野ヒソレ三六 号

包括新町 @ 九九五~九九八

て. wぴ去るのでl耐久性には極めて布? 苫である。防水工 'J j:

を完全にしてなるべくコンク Dートをこんな環境下にお

かないことが必j : ! である。地下室以外のこんな状況にさ

らざれやすい個所のコ γ クリ ー トの処理についても問機

で，防水工事の完全が望まれるのである。また，娃築技

術誌、第 15号 ( 1952年) に報ぜられた仕上げ材料の選択誤

りによる鉄筋コ γ クリー トの短命化もわれわれは充分に

認識し ておく必要がある。この例では仕上げに用いたマ

グ1、ジア ・セメ γ ト系材料中の j盆化マグネ ν クムの遊離

暗証， ｻｾイ コ ｴ ンがコンク ｄ ート中に穆透して鉄筋をさびさせ

コシクリートを崩壊させたのである。最後に迷走f ! 1 i J i i に

よる鉄筋コ γ クリー トの屯気分解の心配であるが，普通

の鉄筋コシク Dート構造物の耐久性がこのために害われ

た事例は全くない。ただl盆類を含有した コY クリー トで

はm流の作用をうけることが大きいとされているから，

鉄筋 コンクリー トに庖化カノレν クムを混和させたり ，温

分のある水を用いたりすることはj訟にさけたいのであ

る。普通コソクリートによる笑験に基いた無害説を深く

検討せず鉄筋コンク Pートに採用することのないように

この点でもとくに注意しなければならない。

(o j  化学的伝創! をうける場合の鉄筋コンクリートの耐

久性

予定の紙数が趨過したのでこれについて解説できない

こととなったので，参考lli を 1 つ紹介して怨をおくこと

としたい。この問題については北九州の各化学工場が傑

刈な体験をされた結果，福財保建築部が中心 となり，各

化学エ業会社の総集担当者，それに東大浜田研究室など

が協力して防蝕工法の基準案を作成され，その解説講義

のテキストが刊行されている。( 鉄筋 コンク Dー トのl勿

VE'一 日本建設材料協会発行〕とれを読まれれば現段階で

のほＭￔｾの ｼ釣蝕対策が会得 できるもの と考える。
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人 造 石 に つ い て

般に人造石という と左官工事によるものも含まれる

のであるが，こ こではは り石工事のうちでの擬石につい

てのみをとりあげることとする。もっともこの擬石にも

現場において左官が所定の壁体に下地モルタルを塗り，

その上に擬石に使用するのと同じ材料を調合した上塗り

をお ζ ない，適当な硬化後に石工が仕上をするもので，

これを現場塗り人造石叩さ仕上げとかっつき仕上げと称

しているが，その工程でははり石の人造石とは全く異な

るものである。

この人造石が使用されだしたのは大正10年以降のよう

で，W: 京においてー左官工の創案だと伝えられている。

そして大阪で初めて使用したのは大正12年 7 月に竣工し

たｾ品ピノレディシグのパラペット笠石その他であって，

その後，大正15ifニ4 月に唆工した住友本社第一期工事に

おいては股石と玄関辺りを除いた外壁に粛竜山石の擬石

を使用し， 引続き l昭和 5 年 4 月に竣工した第二期工事に

おいても問機その外装材として使用されている。との住

友本社第一JUl工事に使用した人造石は現在の人造石の製

作ｾＺ恕とは異り，金枠を用いＷＮｫ庄機によって圧縮した半

j単式のもので，そのj享さも一般墜石はり石程度であって

相当頑丈なものである。従って工費も普通の人造石に比

べ尚くついたようで，第二期工事に使用したものは機械

製作に よらないで現在おこなわれている製作工程に よっ

たものを使用したが， 71<. 圧機械をつかつて製作した人造

石を使ったのはとれが初めであろう。人造石の製作工程

で，塗込めといって平滑なる台上に予め剖付形状寸法に

木枠を打ちつけ，これに下地モルタルを充填し，そのあ

とで上絞りを充填するのだが i被前は木の柄の先に平な

木片をつけた道具を両手で持って力強く交互に叩きつけ

て型締めをやっていたが，最近ではニューマティックハ

ンマーとかローラ ーを用いて圧縮せしめているが，比v乙

大正:::1': 代にこの点に意を用いていたと とはーつの新材料

を使用する場合の建築家の態度として学ばなければなら

ないことだと思われる。人造石の製作じ将においてこの

塗込めの作業・が重要なことで， F地用コ γ クリー トは?手

術比で背通セメント 1:  'J、砂不IJ3の調合による、何》式コ ジ

ク3 ー トを所定の大きさの型枠にi ' X 込みたたき- 締めをな

し，人造石の ｪ 早みにより ｾＸ 鉄線から Ｙｭｭ 鉄筋程度のもの
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を150mmr旬以内に井げたに組合せたものを下地コンクリ

ートの中聞に挿入し，さらにコ Y クリートを打込んでか

ら充分にたたき締めをするのだが，このたたき締めが不

充分である と挿入した鉄筋と コンクリートとの密活も必

く，また吸水性も 多くなって耐久性にも影響を及ぼす こ

とになる。このようにして平らな下地をつくってから，

ただちに調合( 容似比) セメント 1 : 磁石の制粒2 として

竪繰りした材料を尽さ約 1 0 mmに塗り付け，種石相互が

密着するようにたたき絡めをおこないながらとて宿りを

なし，余分のセメントノロを除去しつつ一回極石の密着

をはかり，平らに仕上げてから急激な乾燥を防ぐため適

山な長生をしつつ乾燥させる。この上塗には必要に応じ

て適i，l の白色セメントや顔料を使用 し防水斉11をも泌入せ

しむることもある。そしてとの塗込がすんでから一昼夜

以上放置したあと木村功= らとりはずして三昼夜以上の水

中養生をおとなってのち，さらに数日間日光の直射をさ

けつつ乾燥させる。そのあとそれぞれ所定の仕上を施す

のだが， i波liiJ は殆んど昔からの道具ーをしていたが，f t ( 近

ではエァーコンプレッサーを利用することによって能率

をあげるようになった。とのとさに注: h i : しなければなら

ないことは，その振動によって人造石 !ζ 他裂を与えるこ

とがあるが，その他裂が小さいといってカケツギなどと

称する補修をしたものを貼ってしまうことがあるが，貼

げたあと数年後で必ずその亀裂がはっきりとボ面に現

われて，そこから雨水が以み込んで甚だしく美観を損う

だけでなく，ひいては最IJ 脱の原凶ともなるものである o

ｾ＠ 1 昨年頃に先生した人造石の剥脱事件の涼凶 となるも

のには，この人造石のやま般によるもののほかに塗込め

の際木枠に塗仰する剥離剤が影響して，せっかく引金物

こ? を使っ て注意して 1- ロ詰めをおとなっても肝腎の人. i i 1

石ブ ロックと の密着が悪く， それがため永年の Il i ] に制)1党

の原闘をつくるのではあるまいかと思われる。この! f : 、制If

剤には市販のものを使用することが案外少くて，下級品

の機械 ｩ ｩＱ ｬｾｲｲ を使用していることが多いので，貼ー Ｑ Ｚ げる際

にはぜひとも人道石の F地面に附浴している制局If. 剣を，

予めワイヤープラ ν てすーで丁単にお?制する必要があろう。

そのほか人造イ iの大きさについても注忠: しなければなら

ない。すなわち，人造石のJ早さは普通 4 0 mm- 6 0 mmであ



るため，大きなものになると貼ー上げの際結トロを一度に

おこなうことが困難であるため. ' ! l J . 綜りモルタル等を普

通モノレタノレと混せ. て使用したりすると貼上げ後目地な ど

から浸水して，そのポーラスなモノレタノレ部分の ｾｉ 療に水

が腐り，それが剥脱の原因となるととも考・えられる。と

くに注意しなければならないのはセメントの空袋を引裂

いて挿入したり，総切れや目地飼いに用いるぼろ切れを

拘i入してi主トロの手数を省くなどの忠nなのがあるが，

人造石の貼上げについては工程の上でも充分な余裕を見

て施工しなければ，建物が完成したあとで息わぬときに

不ilttl の事故をおこすことになる。 ii 制札大阪方面で作ら

れたセメントプロック製品に使用される下地用鉄筋とし

ての鉄線は，南河内郡の丘陵地帯に栽培されるプドク闘

の裁主席棚に使った鉄線の再生であって，数年間l両風に曝

され赤錆びた鉄線を仲線したものが使用されたものであ

ることによっても判るように，プロックの強度を保つに

はあまりにも籾りないもの といわなければならない。

ｆ また現場などで不注窓でやるととだが，人造石を築 ＱＧ ｬｾ

しておくときに廷や締切れを挟んだ催で雨などにぬらす

と，そのあくが人造石に浸み込んで，御ｾ ｾ石な どのよう

に白い擬石の場合などには薬品を使って水洗いしても落

ちないし，叩き直しをしてもなかなか消えないから注意

しなければならない。戦前の最盛期には人造石製造業者

も相当に設備などについても研究もし，充笑したものが

あったけれども，戦後その需要低下とともに現雀におい

てもいまだその設備の点では充分とはいえず，われわれ

としても人造石を使用するにあたっては施工監) J J l におい

て指導育成をはかる必要があると考えられる 。戦前に市

販されていた人造石の商品名としてはス トンプ ロック，

カストス トン( またはキャス トス トン) 人造石プ ロック

( 略して現症では人プ ロと称ばれているもの) 擬石プ ロ

ック. I品i亙石，主主国石等であるがいす' れも悶ーのもので

ある。ただ擬石ではあるが x x 式グラニットと称したも

のは人造石 とは異り種石を使用せず， ]1音色セ メY トのみ

があるが，とれの特徴としては大きな白地割りのものが

できるし，現場での施工も簡単で工j切についても短縮で

きるとと等があげられよう。しかしこれの施工について

は仕上げる壁体と下地塗りおよび上塗り相互間が密着す

るように塗り上げると とが重要であって，そのためには

コY クDートの壁体の場合なれば予め 目荒 しを充分にお

こない，適当に7 . 1 < 浸めをしてから下地を何回かに分けて

塗り急激に乾燥しないように養生をしつつ上塗りをかけ

なければならない。さもなければ，仕上げにあたって小

叩きやつつきの衝撃によって下地と上塗りとか肌別れす

るととがあってそれがために剥脱することになる。との

場合は仕上る際に音を聞きわければ浮いている個所をほ

ぼ見つけることがでさるが，そのときは浮いている個所

だけでなく，その周辺をよく調べたのち上塗りを剥がし

て下地を清掃し，再び上塗りをかけなければならないが

下地から浮いている場合には，勿論その下地をはがして

から同様の方法で上塗りまで塗りあげるわけである。し

かし大きな猿面だとか色物の場合にはその補修例所が色

遣いとならぬよう注意しなければならない。この現場塗

り人造石仕上げを大阪で初めて大規模に使用したのは，

故安井武雄先生の作品で昭和 2 年 11 月に竣工した高麗橋

野村 ピノレディ Y グの外壁がそれで， とれの仕上にはニュ

ーマチックののみを使用したが，石工事の仕上にそのよ

うな機械工具を使ったと とも当時としては珍しかったこ

とと思われる 。今 日では人造石は昔のように擬石すなわ

ち本石のイミテ- i / ョンではなく ，種石の配合によって

木石にはない独自の特徴を出すことが人造石の本質・とな

り，それが普通のとととして使用されつつある現状であ

るが，日正に30年以前に今日考えられている人造石の本質

を大ぎな壁面に応用した安井先生の材料の使い方にたい

する御見識にはいまもなお教えられるものがある。

炉以上人造石について筆者の見閲していることを漫然と

書き記したのであるが，人造石といえどもそれを{ 創刊す

る建築家がその用途を誤らす: またそれを作る業者も誠

によっていろんな擬石をつくったものであって耐久性に 芯をもって胞工した場合は20年. ＳＰ 年の後にｾるもその

おいては種石を使用した人造石よりは劣っている。 使命を充分に果たし ていることを改めて認識する 必要を

はじめにも古いたように，仕上ったものでは人造石の 1  感ずるのである。

はり石 とほとん ど変らないものに現場塗り人造石仕上げ モ ( 筆 者 消 水E自殺K K大阪支広設計部)
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E 温m. 温調l

耐 周 年 数 に つ い て

1  ま え が き

人間と同じく建築物も寿命をもっている。 1 人の人間

に 1 つの寿命があるように 1 つの建築物にはただ 1 つの

必命があるのみである。ところが人間滞として考えた場

合，例えば生命保険料算出の1 & 礎としての苅= 命を考えた

場合には，その目的のみのために用いられるもっとも確

からしい 1 つのみ= 命が各個人の寿命とは筒抜関係なく設

けられる。これと全く問織に総築物鮮の持命の意味も伎

川 11 ( 均によっていろいろと変化するもので，単 l乙建築物

の ｉｲ￴ｦｭ ｻ ｬｾ 数といってもそれに対する符はかＡ山あるわけで

ある。さらに人間詳の寿命が時代とともに長短があるよ

うに必築物貯のヌj 命 iこも時代によっての長短があること

は吋然なことで. これを考! 也に入れればいつの 11与代の何

々の Fl 的に使う耐用年数はいくらであるという表現が必

ｾＺとなってくるわけである。しかしながら，実際問婦と

してはこの種の研究は込策関係の他の部門と比べ，経済

学的に，技術的に種々維多な ｾｩ 艇を含み，かつお互に因

果関係にあるので非常に遅れており，実際の数値をミ|とめ

ることはなかなか困対な現状である。つぎにこれらにつ

、て概略をのべる。

2.  各種耐周年数とその相関々係

通常用いられている耐周年数の種矧とそれらの関係を

示す。

A.  社会的耐周年数，建築物が構造的にみて，もうど

うにもならない年数に達したとしても そのときに経済

状態が汗されなければこれをl光栄することがでさないし

逆にそれ以前ーであっても ，隙『品= 化して使用門的にあわな

第 1 図

社会的耐用等教

井 上 英 彦

くなった場合には，これをj発来して取主主えた Jj がよい場

合がある。このような社会的状況によって左布されて実

際に総築物が庇来されるまでの年数を通常社会的耐周年

数と称している。

B. 構造的 耐 用年 数， ｚｊ［ 築物を構成する主 ｾＸｦｬ 材が物

理的にその対命に迷し ー技術的にもこれ以上の継続使用

が不可能になって廃来するに至るまでの年数をいう。

C. 諸法令ていう 耐周年数，所得税および法人税法上

のいわゆる「同定資産に通常考えられる維持者I i 修をJJ Jfえ

る場合において. その[hl 定資産が本) 1 ( の用途m法により

現に通常予定される効用を挙げることができる年数」す

なわち ー 必用持続年主主とかＮ公営住宅の家賃 Ｈｴｾ｛ 出や允却

をする立場からえ: められた耐周年数，地方税法のための

耐用年数. そ の他がとれの部類に属する。

D.  経済的耐周年数， lli 物投資事業を行うような場合

には曹支出資問がんt少になるような経済的な耐周年数も

また存伝するわけである。とれは投資金額と社探物の維

持1r J n修総1r. ｾｃ￭・ｊｬ ｪｬ Ｇ ｬｲ ，火災保険料含同定資産税，減価

似去 ｾＱｲ ， などの妥ぷが関係する。っきＺ ，ことれらの各般市J

周年数の相関々係を図示すれば第 1 図のとおりである。

3.  各種耐周年数の言究明

A  社会的耐周年数，この年数はいづれのおi 因によっ

て起されたものであろうと実際に廃来されたものが現実

に分るのであるから，そのあとをたどればよいので調査

可能なものである。方法としては，建築物の質量とも常

こ: A' i fi ' 状態であるような建築群を対象として，その建築

物の経過年数の度数分布を調査すれば， ｬｬｩ 築物の Ｉｍｾ 年

1 杢済的耐周年数 l

ト一一人ー (:

l← 廃棄処分( 1) I  

;←療棄処分 (2)

固定資産取得 →1

構造耐用年数

84 

丞週2手数

註 J亮棄拠分( ] ) は陳腐イ11.. ［ ｴ 肘 ｅ 笈 ＱＱ ｾ に依った Ｑ 見合

療葉拠分 ＨＲＩ は偶 ＧｩＡｾ ｮＱｩ Ｇ ｊ 用年 ｾｈ ｊｴ Ａ ｮ 主てゐる ｉ ｾ (JI かわ

う寸壬済的事情等でおくれて ぬる it合



第 2 図
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家屋楕戚耳齢表

昭 和 Ｓｾ 現在
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歪過2詩文

放の& 数分イ11は次式によって求められる。( 注 1 )  

d ! ( 1) 

g ( t ) = 一一一一
dt 

ことにg ( t) : J充来年数分布山総， ! ( t ) : 処築物年数分

(Iilll l線，tは経過年数

すなわち，耐周年数を燐来l山総のモー ドにとるならば

これは建築物年数分布曲線の変曲点にあ たる わ け で あ

る。だから建築鮮の対象を人口の地加しない，員台風，火

災114の被: ぎの少い昔から材料的にも技術的にも変化の少

い，いわば隔絶し たような町の住宅な どに選べば容易に

求めることができる。千栄ｾ込印熔Ｎ￬ＮＧｬｉ佐倉町の調査例をみ

ると第 2 図のようになる。 (註 2 )

第 2 凶， との棒グ ラフ から変曲点をきがせば， 50 - 60  

ij: のH自に 1つ 100年に1つ，つまり実際に廃: ! t ーされた年数

主55年 と100年と 2つあるこ とがわかり， これが との佐倉

田J における社会耐周年数を示すわけである。 2 種類ある

ととはとの町では家屋を建てる際 2 通りの考え方が存 し

ているこ とも推察できるわけである。

定常状態でない場合には建築物経過年数別戸数の累加

曲線をつくる。累加曲線が直線であるこ とは年数別度数

分イl'が一線である とと を示すから ，折点 と折点との問に

ｩｦｾｪ 周年数を想定すると と ができる。との例 と し て 奈良市

民家の調賓がなされた ( 註 3 ) 。その結果耐周年数30年

60年， 100年， 150年 と報告されている。ただし，ii 災後10

年間はほとんど新設が行われていないので，平均 10年を

平常値から延長・した結果であるかも知れないとされてい

る。

B. 槍造的耐周年数，簡単な例をとると， トラスの 1

i' a; 村がなにかの者11合で特・別なm仰をうければ悠築物はjお

ｊ ＮＱ Ｑ する。ことでいう治 ｾｉ 床はこのような場合ではなく ， 各

￬ｾ ｩｉｦＮＮＮｪは間程度にくさ れ， ゆるみを永い一生の間にうけて

健全性を1たっていく場合である。建築物の 巨要構造部が

どの柑皮になったら ，構造的に必ー命に達したと巧える具

向Ｚ的な尺以どはなかなか主ｾめ Ｊｉｬｩ い。一般的には ｪ 五 ｪ 札主要

，.1 1  u' Jt長 郎 爾 京展耐J l J年阪の現.1面的 ，号察 首¥21"1他築学会学術i溝樹

立 2 Pl a n2  曲目HJ 年限理直面序説

主主および土台の腐朽破損の状態によって定められる。こ

れは建築物の構造体質とこ れが置かれている環境および

これが維持管理に強く左右されるので，つまに示す よう

ζ 苛から種々の説がある。

木 造 住 宅 構 造 耐 J T 1 年 数

:  ＳＰ ｾ ＴＰ 年Ｚ外部を，ｾ活材で被ふくしたもの ｩ
1  ・ Ｒ Ｐ ｾＳＰ 年， 下 見板張

Ｑ Ｐ ｾ Ｑ Ｕ 年Ｚ姻立小蓋 ; 中村達太郎陣士

2  :  3ト 40年! 鉄道省官合 ( 中等 程 度 ) 沼 恒 行 事 凶 正E

. 築伎術会

3  i  ｾ ｾｾ ｾ 年・安普 ｊｾ 者造
i  ｬ 苅 ｾＷ Ｕ 年Ｚ比般的良い木造

4  i 40~切年 : ｾ安普謹木造
i  ＴＵ ｾ ＵＵ 年Ｚ比敏的民い木造

i R. M. Huri  

R .P .Boet on 

耐周年数を定めるための構造の長n全性の限度を科学的

に調査する方法は，まだ確立されていないけれども ，基

礎的にはつぎに述べるようなことが行われている。

イ，構成する木材自身の組成，合ノk註，強度等を測定

し判定する方法

ロ，釘の 51放で調査する方法

ハ，成長錐を利用して腐れその他を判定する方法等が

ある。とれらはしか し部分的な，凋査から全体を推測

するにすぎない。全体的な調査の方法と して災動を

与えて判定する考え方がある。

コンク 3 ー トの場合には空中の炭酸ガスを吸収し， Ij '  

性化する と鉄筋が錆び，鉄筋 コンク Dートの機能を失う

ので中性化する速度によって，構造体としての耐周年数

を推定できる。このように純粋な構造耐周年数を求める

ととは総長1なことではない塊状である。

C. 諸法令てい う耐周年数，凶定資産会汁においても

っともi [ [ 大な問題のーつであり. かつ事ネ運営に大きい

|対. i ! f のある減価償却ir を算出するため eこ- j . Eの法判，I i をぷ

ける必安から省令でA められたもの である。 .l}/. 10>L 位

(IIR和 26年 5 月31白大蔵省令50号〉が; り泊 されたとさーの

ｴｾｌｉｉ｜ の概ｾはつぎのとおり。 Ｐ ＱＺ 4 )  

必物のi l ; ) i ] j:k J ¥';1:t.，f'I ( I <雑多 C耐iHJ:1 故金簡略に〉とめる

ことは同日11 cあるが，つ3fυ ) 5 j H W乙j ) け ( I r umNJi<を

...r 3  ｉｾ ＡｬＡｦ Ｎ＠ Ult量 制l山".iJo:による奈良市民 主の由f先

住 4 rli川 ，稲村 改正耐} I j 年限と減価償却
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求めてある。

( イ〉鉄骨鉄筋コンクリートおよび鉄筋コンクリート

iiS; 両者共耐周年数は同 じと 考える。 構造体を中心にItU

7 ) ( 設備，床，外装および窓を骨子とし使用目的に分類し

て:f，l 定する (第 1 表参照) ，建物の附帯設備である エレ

ベーター，冷温装置等fは別途に耐周年数を定める。

( ロ) 鉄骨造; 鉄骨造の建物は構造体の主体をなす鉄

骨を中心に屋綴，窓，外墜を骨子 とし使用目的に分類 し

てその耐周年数を算定する。

( ハ) 煉瓦造 ( トラス鉄製) ; 構造体の主体をなすも

めは保瓦であるが，煉瓦はトラスの年数がつ会 たとき取

崩されるため， トラス中心に屋線，窓を骨子とし使用目

的に分類 してl耐周年数を算定する。

( ニ〉煉瓦造( トラス木造) ;  トラ ス鉄製の場合と同

じく煉瓦の年数は， トラ スの年数と岡ー と見て トラス '1'

心に屋以，窓を骨子とし使用目的に分類して ifUi 周年限を

算定する。

( ホ) 木造; 恭礎，主柱を中心 として屋桜，外廻り制|

組，お よび建具を骨子 とし使用目的に分類 し耐用年数を

算定する。

第 1 表 一 般 建 物 の 掛 合 の m巡 種 別 に よ る 耐 周 年 数 算 出 例

トＭＭＭＭｾ 算 定 基 礎 と な る 各 項 目

項 目

独 物 t躍 進 組 別
‘、ー、

床

iii |  
ｾ置

| 削 体 I ru ｾ＠ Iモイ 筋 合 | 決 定

、民、、、、、

その他 耐周年数

鉄骨鉄筋コ J ヲリ A .項目別耐m年数 20  30 

ー トjrt および
B.項目 の全体に占

める 10. 0∞分比

135 720 

鉄筋コンヲリート

法
B/ A  6. 7 24 .0  

人造スレ

A. 項目別酎川年数 ト

B. 項目の全体11:占

25 

欽 骨 泣
800 

める 10.∞0分比

B/A  32.0  

A 項目別耐JII 年数 粘 土 瓦

瓦 造
ｂ Ｎ ｾ 耳目の全体民占

40 

煉

める 10.000分比

140  

( トラス鉄製)

B/A  3. 5 

A. 項目別耐川年数 粘 土 瓦

B. 項目の全体11:占

40 

煉 瓦
む、

める 10. 000分比

140 

( トラス木製)

s /A  3.5  

A 項目別耐J f I 年数 粘 土 瓦

B 項目の全体に占

50 

木 m 
める 10.∞0分比

560 

B，A  11 .2  

この衣ーからわかることは建築物をこれを構成している

主要な各部分に分類し，その各 々 が全体のｾ喋 制 ｬ ｩ 絡に占

める割合をその各々の耐用年数で除したも のの集計 ( 1

年当りの償却率) をもって全体を除したものである。 1}t

って本米の意味の耐周年数 というよ り償却年数 と表現し

た方が適当なものである。主体構造の寿命とその他の附

帯的なものの寿命を合致させるべきか否かの問題を考祭

してみよう。ところみに鉄筋コジクリー ト造を例にとっ

て見ると，鉄筋 コY クリ ート構造体自体が 150 年，その

他のものはそれぞれはるかに少い耐用年数となっている

この場合， Ｑ ｾ Ｈ［￞Ｚが Ｑ ＵＰ Ｑｾ ー であ ｇ から他のものも Ｑ Ｕ Ｐ Ｑ ＱＧもた

せる ようなものにすれば， ｴ ｳＺ るほど ＢＧｾｊｋ の な ｵ ，ｪ￨での耐周

年数と いうことはできる。 ということはすべての部分が

J，iJ じ時綴に寿命が終るという意味においてJ l J ! 怨である。

86 

タイ J レ

50 

720 

14. 4 

人造ス レ

ー ト

25 

200 

8. 0 

ス チ ル

すツシ ユ 150 74 .1 75  

30  

1. 260 
7，165 10.000 

42.0 
47. 7 134 .8  

スチ ル 鉄 骨 そ

すツシユ の 他
52.1 50 

30 75 

1，600 7. 400 10.000 

53. 3 98 .6  191 .9 

ス チ ル ト ラ ス

サツ ν ユ そ の 他
63.3  60 

30 80 

1， 500 8. 360 
10.ω。

50 104 .5  
158 

ス チ ル トラ ス

サッシユ そ の 他
57.2  50 

30 70 

1. 6∞ 
8.260 10. ∞o  

53 .3  
118  174ι  

外姻2軸5 組
20 その他 32 30 

50 

1. 085 3.∞o  5.355 10. 000 

43. 4 150 107. 1  311.7  

しかしながら現在においてアスフアルトを 150 年の老化

に耐えさせることが技術上可能であろうか，可能 として

も経済的には成立するだろうか。スチーノレナッ ν を 150

年の) f f o . 雨に耐えさせるためにどれほどの厚さを要する

か。たとえ可能であっても経済的に成立するか，などの

形而下学の問題とともに 150 年の長年月に人間の感党，

経営上の使用目的の変せんなどの形而上学的考慮を勘定

に入れれば，構造体そのもの と 等しい湾命をその他の ｩｾＱ

に強制することは現実の問題 として無意味なことと考え

られる。設計の立場からは骨組はガァチリと，その他の

却はも っとも経済的な耐周年数を勘定に入れてすべ汗と

写えられる。

公':; 'r住宅法， J出}J 税法上のm周年数

それぞれは第2表，第3表のとおり，公営住' - B 法のもの



は木造住宅において低い年数を規程している。とれは貸

家程度のものを意味していると三号えられる。地 }j ; 税法上

のものは都市，政村とを区別した上に建築費に応じて耐

周年数を変えているととろは合理的といえる。

:11 2 表公t ; t 住宅法上の耐用命数

( 昭和初年7月1日施行公営住宅法路行令)

l 木 造 2畔 簡 易 耐 火 悩

特甥; 耐火地造 50年 耐1*構造

30年

70年

第 3 表地方説法( 固定資産説) 上の耐用命数

( 昭和27年固定資産評価器削より)

( l )  木造住宅

一般( 専用，併用 . ! f l 合住宅等) 縫 家 造

坪当り建築ｾ 耐周年数 坪当り沼l策費 耐周年数

12.0∞円未泌 21年 13.0ω 円未満 35年

12.∞0円以上 28年 13. ∞0円以上 38年

18.∞0円以上 36年 20.∞0円以上 50年

26.000円以上 46年 30. ∞0円以上 62年

お，∞o円以上 56年 40.∞0円以上 75年

50. ∞0円以上 67年 50. 000円以上 88年

D. 経済的耐周年限，どく簡単な場合を伊lにとる。永

続性のある事業を考えた場合，建築物が向然に老朽化し

修繕貨の1 l ' 用が嵩んできて建て替えた方が貸用としては

安くなる場合，いつ取替えたら経済的となるかを考えて

みよう。取替えて新築する費用を P . 修繕1' i 累計を y ( t)

とすると. ( 簡単のため残在価格，修繕佼以外の諸費用

利子jfi1潤は考えないこととする) 下図に示すように経費

を投入するととになる。費用を最低にするためには Oが

最少になるようなt= T を選べば. T が経済的耐周年数と

いえる。すなわち，

rl f  P  y (t ) )  ｾ＠
rlt l  t  -. t  f  - V  

今 1951年度単価で

P = 7，500円

y( t ) = 2. 9 X l O"/ P x t

1 ・5

( 建築便覧参照〉を入れ.

てみると . T = 29年とな

り法令でいう ＳＰ 年 より Ｑ 年少い航となる。建物維持ｾＧｩ用

をすべて勘定に入れた式を谷重刻氏はつぎのように与え

ている。( 註5)

d  ｾ＠ rl f  }.'l '  - T  "  ，' T> . ..1 1  T  ¥ 

riTCt
= 方 同 て了 υ- l ) P o+ L(ロ- Ｒｔｾ Ｑ Ｉ＠

+ a+ M} = O  

とこにCt= 修繕1't Rt+ 符理q'i M + 火災保険料九 = f

Pt- 1  +阿定資産税J (t = k Pt- 1  Ｋ減 価 ｩｦｍｾｊＱ � Dt  =  ( Pt- t  

- P
t
)  

}. =l + f + k， R = a+ b(t - l )  

との式から求まる T を維持1't 用最少な経済的耐用年数と

している。

4.  所得税法上の現行耐用年数表をつぎに示す。

同定資産のnui 用年数に| 刻する省令( 抜本) (1111柄] 26作

5  ijl 築学大系 3

5月31 円大蔵省令? s50号) 第1条所得税法施行規則第10条

2項および法人税法規則第21条1項に掲げる同定資産の耐

用年数は別衣 1から別表3 までに定めるところによる。

第 4 条耐用年数の全部若くは一部を経過した固定資産

の耐周年数は第 1 条の規定にかかわらずその取得後耐汀j

または使用年数によることができる。( 別表 3 は略す〉

別 表 1 綴被および装置以外の有形悶定資産の耐周年数

tま持た巡は

細 目

12ili 範m 途

iI! 物 郡 類

鉄骨鉄筋

ijl f.6所，庖，住宅

コンタリ
旅館，ホテル，病院，ア パート m物

ート造担

変お電よしも所いのび蒸III 応気発低用の影所の建響，工物を直樹僚， 合同し 停車場

よぴ鉄筋
若る 全商的 ｉ ｾ 受け

コンクリ

念館副1mの合廊用のもの

ート溢

そ の 他

住寝宅泊所，応舗，

6U 

トラスがその他のもの 50 

旅病問建館院物ホテル， トラ旦が鉱製のもの I  
7 ' 守一ト

れんが逃 トラスがその他のもの

石造およ

変工面器酒場ふ1おH鵠倉よ宛庫び側電停所i  トラスが鍍須の色の
50  

ぴプロツ

トラスがその他のもの 45 

合員!i

愈用剛のもI梁の倉廊 トラスが鉄製のもの I  
50  

の トラスがその他のもの 45  

そ の { 也

トラスがその他の志の 45 

邸務所，庖舗，住宅 50 

旅館，ホテル，病院，アパート用沼l物

鉄 骨 造

蒸変(上気氾家所のを影，含発響むfをE) 所直お後，よ工会び商場Ili 庫的，:Q周κ E辺受fl 物，け4著るC<IしもII 場のい

倉庫司 Ｑｾ の合服ｦｦＱのもの

そ の 4也

lJIf.6所. 庖舗，住宅

土 蔵 造

工場および白廊J l l の建物

司J f.6所，庖舗，住宅

旅館，ホテル，病院，アパート周辺物

木 造 悲変Ｈ 上 低し家所いを蒸 ， 合気発む電のＩ所影お響 ， よ工びを ｉ 全場 ｆ 路面ＮＺＰ用的胞の ｉｾ 受，も停のけ車る紛もの I  

件合同IUl . l ! の合服用のもの

そ の 他
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l J l 所，底舗，住宅

旅館，ホテル，病院，アパート川正II 物

本 池l

27 

25 

モJ レタ川変低所，JE電所，工場 . 合陣，停取渇 |  

( 上京を合む} およびIII 国1用のもの I  I  12 

15しい泉気の影野を全面的に受けるもの |  

合政司e監の合跡周のもの

そ の { 也 18 

主 主 物 附 属 設 備

情は造用目ま途f、i 』-1||| 刷 柏 田ｾ I分副E年U主別閉主I総年mは数桐Z合F薮酎剛まH耐た1  '  IはR・造用山ま徐岨T』-||l| 卸 刷 M門 ｉ 分ｴｅ咋 ｺｩ 桜胤別 ｾｉ 総年周は倒数年合数 耐別ま用た耐

間 設 備1 1  1  25年

壁給排一水設1  1  I  25 

u l i i : : l | ;: 

1  1  1  20 

陶 糊 の 1 1  

衛生設備もの 20 

lr l  l 15 

浄ク水タン 1 1  25 

開 設l申 長の製の 慌一
前設掲す櫛る

以外のも

E112 
20 

の前区ら分掲おなすいlよE びるよも 22 

冷房設備

の

15 

4舟 逃 物

ｼ 軌道設備ｾ

通風設備 I風H機段式送 1 l F 蜘 1
30

1  

113認 |

|土木股{ 柑 161 1  

| 主と して |

五島豊富 | ぉ |

木巡のも

の

間 放 仰 120 1
| そ の 他 |

m 40 
庭

園|

z r r 150 1  

僑

岩隈， ｾ＠

鉄 骨 造 140 1  照結防ん偲波，， ， 防m 

鉄辺およ

木 巡 1
151

堤提， 

ゃく' 50 

1  1  鉄骨鉄筋

道jふtl 水お上jよH水びグトンヰ ) V

ぴ軌辺川

型L! ー ト 酔

ム

よぴ鉄筋

のもの ンクリ 1
30

1  コンヲリ ダ ム

乾ドック |

P軌品ぴ同条付おkよd 白1
20

: 11 ー ト巡

下よ水ぴ泡ｉ￭ｬｩ ｾお ｾ ｉ

ま〈ら木 8  15  

ん池

および
水お処よ理び槽汚

てっき

総II
| そ の 他 |

信 号 機 |

やぐらお

送線お圧よ電び ｦ 線 ｾ ｉ
よぴ貯水

40 

t冶

88 

電 車 線 1 1  20 

額出 1 25 

F5惇Rii 防縫'1i: 

コンヲリ お水よ浴び上下

ート逃 E近

スタンド 鉱焼石ｔ［ｽ拾 ｈ 掛 ｾｉ
主什として

鉄鉄ク筋 そ の 他 |

践技場担コン リ

ーよびント巡鉄ヲ筋お

45 

堤防防ト壁，おン防，ヰよ堤波びル I  
よぴ遊関

コ リ

池mのも ート訟の

もの れんが造

煩ぴ何突iおEよ 1  
の

骨造の

そ の 他 |
の

乾ド :1 7 I  

造 向品防よさ型E波qん，ぴEt上堤P，EE防水， 防お 50 
警合自動 |

石

軍用自動|

泊

ハイヤ

下 水 道 |

自 動 車

そ の 他 |

物その自他動i車al

防防防!波お堕淀，よ堤び I  

聖E車お書Zはよ議F  びS土年

土

造 上池よ水ぴ貯道水お I  

霊合自動|

そ の 他 |

霊用自動 |

眺 上 tlil 炭耳台性I1Iおの1担I金，よも 鉱び属の I  

鉄および |  

浮 ド リ |

ーの他の 釣ぴ伺栂突およ 1
連世R 只

やぐらお

金も属の性の

よぴドツ
その他の |

ヲ もの

きん橋，

造 mF防よJ 波堕，ぴ堤堤，ト防防おン

術 者

木 10  
木 造 昭 和18年以後建築した袈

柱 Ｓ Ｎ Ｓ 寸 ｦｾ 以下の木造 ｭ 物で土
オ、 ) V

厨ぷき ，杉皮ぷき ，)レーフイン

グまたはトタンぶきのものにつ

いては12年とし ，銅立巡の木治

一ぴト敷石お u，物は8年とする。

よ 敷

のもの 木 造 モ ル タ ルi佳昭和18年以

舗装道路

後建築した要注 3.3寸角以下の

Jレト般の

木造モルタル珪iの正II 物で土問ぷ

き，杉皮ぷ邑 ，)レー 7 イングぷ

マルス敷
きまたはトタンぷきのものにつ

のもの

いては12年とする。

前 掲 刈 炉II

別 表 2 級繊および主主位の耐周年数

l審 号 | 般 { 帥 の 問 ｼ 塁側 ｾ ｉ 鯛 ｼ 間開最た

|  羽3 1喜郡採集および砕石 I 1  I  1  2  年

ω5  I砂 利 開 設 備 !  I  1  1 年

410 1m股" [ . 1l 設備 1  0 作



E Z哩 盟 理 調 -

日 照 日 射 図 表 の 応 用 法

本側 Ｒ 月ｾｽｪｊｲ ｊｉ 売の ｼ 受ｼ去を ｮｮ｡ 問Ｑｭに応 ｭ したお〈似 ｬ をあ

げて使用法を示す。

，.  作図法の解説 ( 図ー1)  

地面上の点O が地面上の障害物A B C Dによってどの程度

目照が妨げられるかを知りたい場合を考える。地面 T の

下方単位ffi 隊( 図表の霊I宵棒の長さ〉にある平行な平面

T' をとり ，j ) f ，t 害物の各点を O !と結ぶTI有線が T' と交る点を

A' ，B・，C' ，D' とすると A' B' C' D' は点 0 を中心とした障害物

のT' への投影になる。ただし C' ，D' はO' B' ，O・C' J-.無限速

距離の点である。とれを華街柊0 0 ' ( = 1) として T' 上に

えがかれた nfta日射図表上に阿けば，日影 1111 総 L が

A' B' C' D・内に含まれている聞は O から太問方向に向う線

が防書物にあたるととになるので 0 の行fE??には日が当ら

ないととを釘lる。

開害物の投影 A' B' C' D' を実際に作限! するには問一1 ( b)  

のようにすればよい。 O を灰11<の原点0 ・〈霊前棒の伶l押〉

にかさね関表の方作に一致させてP721物 A B C Dをおく。

A より A O・に霊ー前線をひきその上にA の地而 1: の高さ h に

等しく ａｭ をとる。 ｭｏ ・ の延長が ａｏＧ から ｴｬ Ｇｬｾカ距離にひい

た平行線と交る点をnとし n から AO' に. A*車nA' を下せ

ばA' がA の T・上の役i彫となる。 A B!'i T' と平行であるか

A' をとおる A Bの平行線と BO' との交点をB' とすると A 'B'

が A B の投影である。 C' ，D' はそれぞれ0 ・B' ，O ・A ' 上の

無限速にありハッチした部分が所要の投影となる。 この

場合K!こ相当する時刻j まで O は ｮ［［ ｾ になることがわか

る。

2 例 題

1. 霊直面及び傾斜面の日照時間の求め方 ( 図- 2)

正mより 15

0

東にふれた霊前面と，同h 位をもち北に

30。傾斜した面を例にとる。霊前面のときは図表の原点

。' をとおって壁面方向の直線 PQをひけば，夏至南侭11の

而には午前61時50分より午後1時50分まで，北侭.11の而には

それ以外の昼間時 l乞日の当るととを知る。

斜面のときは斜面と地雨との交り PQが原点、0 ' をとお

るようにおき， Ｐ ・ をとおる ｐｑ ｉ こまｾｩ￯Ｂな方向の斜商上の

点A の役FZを作る。 A の地面上の日さは， 0 ・より A O・と

30。をなす前線と A で立てた垂線との交点を mとすると

A mが向き hとなるから前節の方法でA ' を求め A' をとお

る PQに平行な前線 XY をつくればこれより例えば冬至に

は午前 11 時より午後 3 1時15分まで日が当ることがわか

る。

2. 平行に配列される建物間隔のきめ方 ( 図ー3)

平地におさ hの主主物をXYh" II1J に配列し冬子. にも午前91時

ＳＰ 分以後後方の建物に［ ｾ がおちないＨ午後 Ｓ Ｑ 時 ＲＰ 分以伐

。

肉 一 1 ( a)  

S  

肉Ｍｾ、 Ｑ ( b )  

閃 - 2  
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にはおちる) ために必要な間隔をきめよう。冬至の 日影

1111*事J: 9時30分の点より建物方向に平行な[XY をひき， こ

れが前面建物の投影になる よう に解説と逆の作関によっ

てhに対する 間隔を求めればよい。0 ・よりXYに丞線O 'A'

を下 しXY上に A 'n= l に とる。 O 'A' から建物の高さ h に等

しい距離にひいた平行線と nO' の延長 との交点 ml より

A' O・に垂線m1A 1を下せば0
・
A 1が所要建物flll l塙d1である。

建物 と同じ 方位の傾角
8

0

の南面 した傾斜 地 の 場 合，

同上の条件をみたす建物間隔を求めるには，同図で0 'を

とおり 0 'A
1 と8

0

をなす直線上のl
点

kより0 'A 1 に下した

垂線上に
kl = h とし ，1をとおる O 'k l 1 : . 平行な直線がO 'nと

交る点をm2，m2より0 'A 1に垂線 m2A 2を下せば0 'A 2 = d2

が所要間隔である。なお条件で午前10時から 午後 3 時ま

でのように時間を指定するときは XY を10時と311寺の点を

結んできめればよい。

3. 前面建物て目当リがどの程度妨げられるか 図 ー 3

( 図- 4)

地面上の点0 ・が前面の高さ h の建物によって日 Zちにな

る時間をみる。 0 'を図表の原点におき' 方イ立をあわせる o

ｾ物を図表面上に前節の方法で投影すればハッチを施し

た図形が聞かれる。し たがって0 'は夏至には終日 日が当

るが冬至には午前10時以後日が当らない。

日当りを吟味したい点、が地面上h・の高さであればA mの

長さを h- h' に等しく とって同様の作図を行えばよい。

なお傾斜屋板の ときは棟の線の投影 も作 らねばならぬこ

とはいうまでもない。

4  窓による室内のある位置の日照状況を知る方法

( 図- 5)

上下縁の床面上の高 さそれぞれhl ，h2 の窓 A B，C Dを

とおして室内床面上の点0 ・l乞日の当る時間を求め よう。

0 ・を図表の原点にあわせて窓を図表面上に投影すれば

2 つの台形 A ・B・F'E' ，C ・D'H'E' がえがかれる。この場合は

n彩 Ill l線中のとの2つの四辺形内に含まれる部分が 0' に

nの当る時間を示している。冬至には午前 11時30分より

午後 2 時まで日が当り ，夏至には終日日が当らないこ と

を知る。

5 .  夏季窓から室内に白が入らないようにするには庇

をどのように設ければよ しゅ、 ( 図- 6)

関の方イ立をもった高さ h1の窓の外に窓台から h2 の所に

庇をつけ5月18 日から 7月26 日まで室内に全く日が入 らな

いようにしよう とする。図のよ うに壁の厚さを考慮、に入

れる。窓下部iの内隅 0 '1 ，0 ・2 に終日目が当ら ぬ ようにす

ればよい。まず 0 ・1 1 1 : . 図表の原点を合わせて窓の外面輪

廓を窓台のおさの簡に投影すれば D' A' B'C' になる。当該

日の目Ｉ［ｬｾ曲線の 中 でこの内に含まれる部分を磁うよう

E'F' に庇の先端の投影があればよ い。したがって E' より

O 'l E' に霊線を立てその上に E'p = 1 にpをとり，p O・1 と

E・0' 1から h2 の距離にある平行線 との交点qから E' O・1f乙設
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線qEを下せば Eは E・に対応する庇の先端になり 0 ・l l'e:.対し

てはAFEGが所要の庇の3 f 面図となる。 0 ・2 についてこの

出dをもった庇を考える と，同様の作例により J BKHで十

分である。それ故 AGEF が所要の庇の大さである。

6. ルーパーの効果を知る方法 ( 図ー7，8)

西国の慾の外側にF > <Iの如き 巾 1. 5m高さ 1. 5m奥行0. 5m

の正方形ノレーパーを取付けた場合に前身I光がどの程度防

げるかを見ょう。

まずノレーパー を取付けた窓から室内に何時から日が入

るかを見るには窓の下端内隅0 ・を図表の原点に合わせノレ

ーパーの外而EFGHの投影をつくれば G'F'E' H' となる( 際l

- 7) 。 したがって夏至には午後1時10分より 31侍50分ま

で日が当る。同様に0' 1 について見れば午後3時50分以後

円が当るこ とが分るので， この窓からは午後 111寺10分よ

り日波まで口が入ると とを知る。

次に とのノレーパーを取付けたためどれだけ室内に入射

する日射熱量が減るかを見る( 限ト8) 0  ABCD が窓商.

EFGHがノレーパーの外縁である。 いま例えば夏至午後2時

について考える。射入熱量は 1 月号1?IJmと間綴窓面を水

平面上に太陽光線方向で平行に投影したｪＱｩｪＮｪ ｗ とＷＮｉ＼Ｎ ｾＱＧＺＺ 而 ｕ

射E とのf 1i として求める。方位をあわせ窓の供辺 ADを

図表の原点におく。使辺上端 A を窓の下縁をとおる水平

面上に投影するため夏至の日影曲線上 2 時の点g とDを結

ぶ直線に垂直にDe = 1 にeをとり， De上の窓の高さ 1. 5m

lζ 等しい点fをとおって eg I'e:. 平行線をひけばとれと Dg と

の交点A 'が A の投影になる。窓全面の投影は したがって

A' B'C Dとな る。との時刻の水平面白射E は図表より 1. 21 

cal /  cm2， min， =  726kcal /m2， hr。 それ故ノレーパーのない と

きの室内への射入日射熱量Q l は

QI  = 726X ( A' B'C D)  =726 X  1.5X O，87 = 947kcal /hr .  

ノレーパーを取付けた とぎはその外縁 日G Hを同上の水

平面上に投影した E' F' GHとさき のA・B' CD との両投影の重

った部分 DLF'K が日射を受けるととになるから射入熱E

Q2は Q2 = 726X ( DLF'K) = 726X l  ，3X O，34 = 321kcal /hr ， 

それ故ノレーパーを取付 けたこと によってこの|時刻の室

内に入射する熱fil は約%になるととを知る。

7，垂直壁面に設ける日時計の時刻の目盛リ方〈図- 9)

図表の原点0 ・をとおり壁面方向にXYを引き0 ・よりこれ

に垂線を立てO 'P = 1にとる。 XYと図表の時刻線との交点

をPに結んだものが所要の目盛りである。ただし

P O・を霊前におき，針は P をとおって正南に向け

水平面 とその地の純度に等しい角になる ように

4  設ける。

( 1957- 4  関西設備原論研究会伊政必宍)

灯疋 2 月り所総の図友の月自民怒りがある ので次の通り

3J 疋します。

1. 1ー→1.13 1.22ー→1.25 2.7ー→2.17
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4. 構 造
執tばFEE佐Eミ野の弘教材・小・高l昭夫 ・千7藤田宮久} . j f : 本

j}Hi .r. Fni ＰＩｾ ｴＱＢ Ｎ＠ 2 級建築士受験の原動力と

建 築 講 座 金 10 巻 して理解し易い ように，根本の理論 と計算方

法を51例によって具体的に解説し たものです

A 5判200頁 上 製 定価 ￥350〒35

5. 歴 史
執 筆 渡辺保忠 ・加藤角一建築様式の変化

建築のっ くり 方の発達を図版を用いて具体的

建 築 講 座
全 10 巻

に解説 した もの で， 工高の教材 として，こ れ

からの建築を考えるうえに優れた参考古です

A 5判200頁 上製 定価 ￥ 350〒35

42. ス タ ジ オ ・ 教 習 所

1彩 閃 社 編 専門分野のー般化に1'1'って. スタ

ジオ ・教習所の施設が増築されています。本

建築写真文庫・第2筋 金 30拳 設は，写 ｊ Ｇｊ［ ・ 美容 ・ Ｑ 埠踊 ・ ｩ ＮＧｬ 司 Ｑ［ｾ ・ 料理などの

それを実際に役立つよう収得した好図集です

B6判88頁 総アー ト定仰I ￥300〒35

59. 門 と 目IJ 庭

彩同社編 建物の重要なポイ Y トをなす門と

I前庭について ，和風と洋風に別け，住宅 ・茶

建築写真文庫・ 第2期 金30巻 京 ・料亭 ・旅館 ・会館など，あらゆる形式の

ものを写真を用いて具体的に斜介 した本です

B6判88頁 総アート 定価 ￥300〒35

建 築 キオ 料 の 試 験
加藤清1 ' i ' 著近代建築は材料の高度な品質を

要求 します。本警は，近代建築の主体 となる

建 築 文 庫 2 材料の種々の試験法を網羅し，材料 ・品質の

認識 と向上に役立つよう詳述されています。

B6判変形 142頁上製定価 ￥180〒20

建築における構造と美と用
森田慶一若本答は著者が建築における長い

経験を通じ て近代建策を多角的にとらえ，伝

建 築 文 庫 3
統 ・機能 ・構造における実用 と尖の問題を解

明し た建築評論集 として示唆に富むものです

ｂＶ ｾｪ 変形 ＱＱ Ｘ 頁上製定 価￥ ＱＴＰ 〒 ＲＰ

重 版 日 本 建 築 史 図 集
日本建築学会編 堀口捨巳氏等15名の編集に

なる好図集で，教材 ・参考IDとして最適です

B5判76頁 上 製 定 価 ￥300〒35

日 本 建 築 史 序 説
太田博太郎著 高校 ・短大を対象 とし て日本

述然史の重点を抽出し概説し た好参考f!?です

B6判158頁 上 製 定仰i ￥120〒20

図 説 日 本 イ主
ー弓『コ

史
太田博太郎著 日本住宅の変遷を図版 と; 己事

を対照 しながら具体的に解説した好図tじです

B5判88頁 上 製 定価 ￥200〒35

日 本 の 住
-弓品『コ 太町内太郎著倒; ある円木住宅を要領よく

教材 としてまとめた木で一般人にも好適です

B6判122頁 上製 定 価 ￥100〒20
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建 築 学 の 権 威 ・ 160 名 執 筆

第 2 次予約痛切後，御迷惑f . l > おかけし

ておちました。このたび第 3 次予約募

集によち御要望にお答えいたします。

顧 問 東京大学名誉教俊 ヱ 学 博 士 内 田 祥三

監 修 鉄道会館事窃取締役工 f 博 士 伊 藤 滋

早稲図大学 教 授工 学博 士 回 辺 泰

東 京 大 学 軟 授 ヱ 学 博 士武 藤 潜

編 集委 員 (畑不聞 東 大 助 教 授太 田博 太 郎

日大助赦授市川純 古，東大助教授工縛小木 曽 定 彩

建. 研. 工情亀井 勇 ，早大助数段工博姪悶 捨 太郎

早大助教教吉 阪 隆正 ，東大助教綬工博宵武 泰水

早大助教授 武 基 枇 東大助歎授工博梅村 魁

. 築学大系予約募集規程

巻 数 全 40 巻

体 鍛 1- 37巻 ・A 5，38- 40巻 ・B5変

各300- 600頁ク ロー ス箔押函人

装 髄 原 弘 ( 日本; 宣伝美術会委員)

価 格 全巻予約悩- 600 円- 1200 円

分冊 ・定側 一一 750 円- 1500 円

配 本 昭和32年 5 月中旬 より月 2 冊宛

( 巾旬 ・下旬符 1ffif .既刊分より)

申込締切 昭和32年 4 月30日限り

申込方法 所 定の申込41に巾込金を添えて

早めにお申込みください。

申 込 金 500円 ( 最終町本の一部に充当)

申 込 先 最寄寄宿へお申込みください。

本社直後の吋・は送料各 Ｕ Ｐ 円川 ｉ ｊｦ ｾ

払込方法 毎巻刊行都度， 通知いた します

東京 都千代 田区平河町2- 11振 替東 京 173401

電 (. 33) 営業- 0293・2851 編集ー 1745・4523

彰 国 社

全 40 巻 ・書 目 〈砂印は ftt 刊分)

t> ＱＮ 住居ｾ命

2. 都 市 論 ・ 住 宅 問 題

炉 3. 建 築 経 済

炉 4. 日本建築史 ・ * 洋建築史

炉 5. 西 洋 建 築 史

6. 近 代 建 築 史

1. 建 築 計 画 ・設 計 論i

t> 8. 音 ・光 ・熱 ・空気 ・色

t> 9. 建 築 5 I i i 塑 性 学

10. 骨組 ・版 ・曲 版 の 力 乙学F  

11. 士地也民 .  振 動 C学P  

1η2.  ｾ建 住 築挫 屈 ｊ

1悶3. g:_建E 築 材 3半料t炉糾:ヰ↓ 学

t> 1川4. ｾ符構智誇 ｩ 造 言設支 計 法

1悶5. 本 構 造 ・特 殊 構 造

t> 16. 鉄 筋 コ ン クリ ー ト構造

基 礎 構 造

11. 鉄 筋 椛 造

18. 鉄'内' 鉄筋 コγ クリー ト構造

・工 作 物 の 構 造

19. 建 築 耐 震 命

20. 建 築 耐 胤 ・ 耐 雪 ;命

炉 Ｒ ＱＮ 建 築 ｾＩｪ 火諭 Ｑ

t> 22. 室 内 環 境 計 図

t> 23. 建 築 設 備 計 画

t> 24. 建 築 施 工 I

t> 25. 建 築 施 工 E

26. 都 市 計 画

炉21. ; ! t 団 住 宅

28. 独 立 住 宅

29. 工 場 ・ 倉 成

30. 事 務 所 ・ 銀 行

31. 百 貨 庖 ・附 間 ・ホテノレ

レ ス ト ラ ン

32. 学 校 ・ 体 育 館

33. 劇 場 ・ l決 函 館

34. 図t!J- 館 ・博 物 館 ・美 術 館

・コミュ ミティ セ γ タ -

35. 病 院

36. コミュニケイション施設

37. 建 築 学 史 ・建 築 実 務

・解 説 な ら び に 総 索 引

38. 木 造 住 宅 設 計 例

39. 鉄 筋 コ γ クリ ー ト 造

事 務 所 設 計 例

40. 鉄 骨 造 工 場 設 言i 例
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みなさまのほしい本を研究してみて ，やっと

捜しあてたのがこの本です。知りたいこと ，

考えたいこと ，そのものずば りを気軽; こはえ

る似段で， どこでも読めるかたちに制民した

のがこの本です。上は正fr楽論から，下は釘 l

本にいたるまでのさまざまな問題を ，r}. 1悶 ・

技術 ・評論i ・占:!Jl!. のグル ープにわけて ，もJi k

なかたちで分u . i し ，; ! Oるいは総合して収録さ

れるものです。現。ー，企画されている 150点

のうち ， 左 ｦｨｾ 掲峨の ＳＰ 点が進行のが ｌ 上にの

っております。今後ともみなさまの御希望の

線にそって ，新 しく企画するつも りでおりま

す。御J切待く ださい

創業25周年の配念出版事業として刊行される

建築文庫は ，3 月の中旬より，毎月 2珊平均

に て 出 版 し 御 期 待 に添 ? つもりであります

サイズ・ ｂＶ 変形相ｾ ( 11. 5 c mx 17.3c m)  

頁 数 ・ 200 頁 以 内

紙 質 ・ 写真版印刷可能の上質紙

裟 麟 ・ 原 弘 ( 日本宣伝美術会委員)

体 裁 ・ 2 色刷帯付 ( グループ別色分け)

製 本 ・ 軽 装 リ ボ ン 付

定 価 ・ 200 円前後

東京 都 代 千 田区平河町・ 2ー 11振替東京 173401

ｾｩｴ お ＨＳＳＩ 営業 Ｍ ＰＲＹＳ ・ ＲＸＵＱ 制集ー ＱＷＴＵ ・ ＴＵＲＳ

彰 国 社

木 村 蔵 司

ｾ＠ JJ fI i総? 訂作

ｾ ｾ凶 陵 Ｍ

1m ｾ族主Ｇｩ作

時間l屋 福平

猪 野 勇 一

土 t，y. f呆

下河辺千稿子

岡 隆 一

関 川 敏

氏 合 泰 彦

益 山 重 翠

合 作 社

永 井 久 雄

図 師 嘉 彦

下河辺 淳

戸川 喜次三

北 尾 泰 道

上 野 洋

償;昨 や す お

池lボ 謙 一 郎

ilfi 野 節 夫

FU 中 古車

柴問 Ｒ ｋ 佐 ｍｉｾ

剣 持 1}j 

foiJ ! 野原語，忠

三 輪 正 弘

池 川 武 すfl

同 辺 良 人

柳 瀬 駿

絞川] f ，i 忠

飯語訳 ILRI¥政

プ ロック 建築の品'lI. ι 施て

建築材料の試験

建築における 構造 と美 と用

セメント ・コγ ク ロート

構造力学のl雌史

建築工事貨 統J;r，}1=出法

建築業物議{

農 村の住 宅

パランス ド・ラーメ γ 鐙築

現代建築の 日本的表現 ( 1) ，( 2)  

教育施設

建築技の分析 と原側，l' m

東京の新建築
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法具
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北 欧の住宅

住 宅 設計

子見ft の庭園

主主築と 色彩
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住 居の収納部分

グッ ド・デザイ ン
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商業照明

民 家

プラスチ ック と建築
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会 合 便 り ( 2 月分〉一一一一二

理 事 会

1  3 日 2時半一一31時三r: 於大阪主] ! ，没会館

山Ili' ，'/'J' 竹脱会長，束畑刷会長外 8 } : n' ] J ，吉田兵fil 'f支

部長，中西監事事務局 2 名

議 事 ω総会開催時刻1に関する宇t ，総会開催時期に

ついて再検討するため定款改正委員会を設E号令するととと

し，委員は追て委唱することにした。( 2 ) ドイツ建築展開

催の件，会場予定の三越と協議して至急開催の準備を進

めるよう督促する ζ とを決定。 (3) 岡山市においてコソク

リート 講習会開催の件，岡山県札喋士会主催の建築展開

催に際し，同会の要望によるコソクリ ート 議開会を開催

することを承認。 ( 4}f十器勘定合併の件，現在一般と会館

の両勘定に ともに什器勘定があって 2 木立となっている

ので，とれを 1 ; 本に統合したいとの扱楽であったが，な

お現状のままで推移するととに決定。 (5)その他，法規委

nの追加委l艇，建築写真コγ クーノレの継続実施を承認し

た。 (6)入退会者詮衡の件。 (7)報告事項，会計報告事業

報告が行われた。

編 集 委 員 会

幹 事 会

1  日 41時半- - 6時半於会飴- 会議室

出席者佐野委只長外4名 事 務 局4名

5 月号を「構造特集」とし，主題を施工技術と関連し

た構造技術とするととにして種々具体案を容議検討した

本 委 員 会

2  日 2時一- 5時 於 会 館 会 議 室

出席者. v ，: 野委員長外 7 委 口 事 務 局 2 名

議事( 1 ) 3月「住宅号・」経過報告。 (2) 4月「建築のラ

イフについて」特集号経過報告。 ω5月「構造号」の企

同について、幹事会案をもとに検討審議し具体案を決定

した。 (4) 6 月号「百年建築家特集」の企画について一応

接本的事項を決めたが，さらに次回委. u 会において審議

決定するととにした。 (5) 7 月号以降の4守集テーマを決定

した。 (6) その他32年度委日選出について準備をするとと

委口会開催の日取りを毎月第2土限午後2時とすることを

決定した。

事. 業 委 員 会

11 日 41時半- - 6時 於 会 館 会 議 室

出席者沢崎副委員長外6委 口 事 務 局3名

議 事 (1) 3 月凡学企聞について，事務局より予定見

学先を報告してとれを決定，事務局において準備を進め

ることとした。 (2)建築材料工場見学会合函について，事

務局調査祭により見学工場を選定した。具体系は小委貝

会を設問して研究すること とし，なお小委員の人選は委

只長に ・任。 (3) 古建築見学会について， rl' l可山陰の肯建

築見' 予会系を検討し，小委員会においてさらに研究する

ことにした。 Ｈ Ｔ ｜ 創立記念 日活淡会について ，出 版観測 ｾ ｉ 滋

J I j の佐物に| 到する消滅を依頼するとととして事務局にお

いて準備を進めるととに決定。朗報告平方 ｴ 新しいｾ主材

説明会小委口会，第 1 回廷祭写真コジクーノレ者1 t 会の経

過報告および忘年懇親会の決算報告が行われた。

建築写真 コンクール審査会

6  B  41時半一一5時 半 於 会 館 会 議 室

出Ｉ， ｉｾＮＨＧ［Ｇ f寸J: 委口，森審査只外3審 査 口 事 務 局2名

審査方法を協議して決定の上，応募作品28点中から 12

点、を選び，さらにこの中から入選作品 5.8、を選んだ。

ドイツ建築展準備委員会

23 日 1時一一21時半於会館会議室

出席新鷲尾委貝長外8名 事 務 局2 ;f，

昔話会，学会支部の委貝のタト， ドイツ総領事館および伺

円新聞社からも関係者が出席して協議した。経過報科・の

後，主催団体および後援団体の迫かE 宣伝方法. 会均投

似j，追加J flk示物の1 ' 1二な どを審議決定した。

建材審査委員会

15 日 3p寺半- 5時半 於会館会議吉区

出席者百J : t i 委貝長外7委 貝 事 務 局2名

議 事 (1) スローノレ優良証明発行の件，先般全委貝に

通知したとおりの特徴案によって佼良証明を発行するこ

とを承認した。 (2)下回式エ ラスチックメタル審査の件.

申請者から説明を聞いて質疑応答の上，なお不足資料の

提出を求めて分科委貝において審査するととにした。 (3)

t完成 ヒノレコ γ 特徴決定の件，榊委口から一応衆文の発表

があったが. さらに問委員の手許でこれを再険討をする

ことになった。

法 規 委 員 会

20 日 2時半 - - 5時 於 会 館 会 議 室

出席者 中沢委貝長外 Ｘ 委員事務局 Ｑ ｾ

議 事 (1)委員委嘱の件，府より 2 名委貝を追か委嘱

することに決定。 (2) 活準法改正に{ 刻する件，法i I I l 法改正

案の議会上提時期，実施予ヌ戸時期などについてt1' i "報の報

告があった。 (3)住宅令融公庫ゐ手続に関する宇| 三竹内委

口から . 住宅金融公! 市の融資建物に関する手続の現状に

ついて詳細の説明があり，従来の手続と現在のそれを比

絞検討しなるべく3 ' ¥: 却乙手続の一本化を JI るよう府，

市へ要望岱を捉ー出することにして. 次同にこれが案.-!(を

検討することとした。

災 害 委 員 会

羽 田 511寺半一一7時 於 会 館 会 議 京

出席者横尾委貝長外 10委 員 事 務 局 2 名

議事 Ｈ Ｑ Ｉ ＳＲ 年度委貝長候補者の ｩｴ Ｎ 忌［見交線の ｾｦ ＧｖＺ

馬場委nを委n長候補として推約することにした。 (2)32

年皮委只人選に関するr J : . 横尾，馬場両委日が事務局と

｡ｾ＠



正 会 員 ・理 事 浅 海 治 平 君 の 言 ト

木会理事浅海治平君昭和32年 3 月 7 日，立制肺炎で73才・を一期 とし急逝されました

ととはまことに驚傍痛惜にたえません。

君は明治18年11 月下関市中之町に生を字け，明治36年下関商業学校卒業後九州実業

界の泌安川松本商屈に入り，後志を立てよ阪小林沼気商会大阪支庖長のl級につき ，専

心沼気事業に携りその手腕を拘1われたが，大正4年9月独立自営のため，北区真砂町に

転籍浅海電気商会を設立，爾来その人徳と熱意を以て着々堅実なる地盤を図め逐年発展の域に進展し，昭和 11年

浅海112気産業KKに改組， ii 災後は現在の北浜に庖舗を移し， 30年浅海電気KKと改称しき御曹子正雄氏を主l' 長に自ら

は会長として社業の隆盛に努め，東京より 九州，沖縄方面lとも社速を延し今日の隆盛を来たされた立志伝中の

人であります。

君また資性温厚篤実の仁で， 2世間な定: 志のなかにも人十i11に厚〈人 IC援するに円満親切衆望高く多くの関係方面

の役] 般にも噂され，関西弱屯界に重きをなしておられました。

本会には，創立当時より何かと関係も深さのがあったが，正式に入会されたのは昭和 4 年特別賛助口という資

格であった。戦後本会の機構改革後は電気部門理事 として再三選任，主計，主記に，あるいは編集など会務の枢

機に参画された。 宥ま た屯気部門との連繋を密にする ため種々心を砕くほか，本会の事業には何事によらず卒先

協力されたが，就中建築会館建設の主唱者の一人として実現に推進努力屯気部門一致協力に奔走するなど 2 つい

に昨秋本会がその目的を達するに至った事はまた君の努力が大であったと感謝する次第であります。また常にわ

れわれ包気業者が今日あるは，協会ならび会貝各位のおかげであると感激され，死の三目前二階まで上ってくる

のに少々苦痛だがと態々協会事務局にとられ 手島理事と来る役目会の打合せなどされまととに熱心な愛会者で

もありました。

3月7 日委貝会中突如3卜報に接したときは，まったく耳を疑い夢のようであった。 世の中は三日見ぬ間の桜花と

か，人生朝霞の身をしみじみ感じられ，まととに痛恨の緩みであり，愛情の念にたえません。

12 日阿倍野手写場で営まれた社葬は，総理大臣，大阪府知事ほか，朝! J l tの名士聞体より弔詞弔氾数多くまこと

に盛儀で，故人の徳を偲ぶに十分であった。本会よりは竹際会長弔詞を朗読，ありし日の功績ーを称えられ，会長

ならびに東畑副会長，青木理事など本会代表として焼香した。 3 1時よりの会苦手は風強く吹雪テラツキ春寒肌を

す中を時間ー杯引もきらず焼香の列が続き，いまさらながら故人の徳を一層感じられた。本会は束畑副会長. 1' 1  

木理事，手島常務理事，大和 ｬ 弱託， Ｑ 中問 書記長が葬儀委員に かわり，それぞれ定めの位置ーに着き最終迄立礼に ｾｉｊ した。

とこにありし日の肖像を掲げ，設んで哀悼の窓を表し御冥福をお祈りいたします。

協議して人選の上推薦することにした。その後事m々 懇談

を交わした。

教 育 委 員 会

27 目 3時半- - 5時於会館会議宣言.

出席者竹内委員長外6委 員 事 務 局2名

議 事 (1) 夏期現場実習に関する調査資料の件. 犬東

主査の取り纏めた資料について意見を交換の上. とれに

委貝会としての結論のようなものを追加して「込嘆と社

会」に発表するとと，とれが執wを犬束主査に依頼する

ことを決定した。 (2)工高卒業生の技術教育についてー昨

年のア γ ケート により ，長期講習会の賛成者が多いので

本年 9 月頃実施を目途に準備を進めるとととし，なお十

日会会口などの希望や意見を聞くためそれぞれ手配を進

めるとととした。
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講 演 会

デュ ーク教授講演会

14 日 311寺一一51侍 於大阪建設会f l l ' :

アメリカ，カノレブォノレニャ大学教授 C . M デューク氏

が来阪されたので. 学会近畿支部 大阪建設業協会と 3

会共催で講演会を催した。

i斑 j芭 アメリカにおける建設工事の

工事計画 と管理について

教授は，京大岡田助教授の通訳で，スライドを併用し

て約 Ｒ Ｑ 時間熱心に誹演された。アメ ｄ カにおけるｾ設工

事の言| 岡と信明! について詳細に説明し，啓発されるとこ

ろが多かった。日持淡要旨は追て「建築とお: 会」誌上に発

表される予定であるが，総衆も熱心に聴き入っていた。

当日の聡衆は約80名。



浅 海 さ ん を 憶 う

浅海さんに知過を得てから 30年近くにもなる千了い

おなじみであった。よく片岡先生からお小言を喰っ

たととや術劇侍の片岡先生の先日い出を語り合ったり

また個人として協会理事としての立場から姥築| 潟係

者の葬儀に よく ー絡になり つとめて会葬されてい

た。建築!関係者が次第に淋しくなりますね，お互に

速からず参りますな・・… イヤとれから何回出くわす

かわからんが，とれは活きてる者のっとめですよな

どと， 道すがら話したものだが…… 遂にその方の怨

い出を替かされる運命となり感慨無E なものがある。

協会の台所はいつも貧弱予算外に少し多額の支出

が起った場合は，中 l床の絞い金庫を眺めて ;'5D話した

ものだが， とくに戦後朝 H ピノレが，矢継早? と高額の

借室値上をｾ求された際出ていくにはオッブィス払

底で適当のところみつからず. さりとて捻出の途も

なく理事会でもたびたび} I J . } 首協議したが名泉がなく

困ったあげく，竹腰会長発案で各部門に一定期間特

別の援助会貨を乞うこ ととなり会長 と手分けして姫!

ったがそんなときは，まず第一に浅海さんにかけつ

け' ，! I 気部門各位の御諒解を願ったり，またi低気部門

と他の部門との連繋座談会を催すときも浅海さんに

願って火l刷会の問議事を繰上げていただいたり会資

口数増加の斡旋を願ったり したが，いつも伏く引受

けていただいたこ とはいまも有難く感謝している。

浅海さんはまた大なる愛会者の一人で協会口である

ことを徳とし，協会ならびに会員の皆様のおかげで

自分等が今日あるを喜ぶと，口ぐせの様にいわれて

いた。私はその真実は別として30年* 多くの会日中

からこの声を聞いたことはほとんど稀れで，たとえ

それがおせじであったとしてもそのお心の美しさを

羨ましく，かつ物事に感謝された御信念は見習うベ

講 習 会

岡山市における 「コンクリート工法講習会」

19 日 10時一一5時於岡山市産業会館講堂

向山県主主築土会が例年のとおり建築展を催すに際し，

コンク日ート工法講習会開催の要望があったので，関西

主sJ 1協会の後援を得て，下記のとおり| 掲催した。

材 料 ， 試 験 法 ， 調 合 阪 大 教 授 奥 島 正 一 氏

路 工 竹中工務庖工事長中出定夫氏

岡山附近の各地から泊りかけできた熱心な聡講者も多

く，200 名を越える受講者が講常に満ち， コシタリート

の講義の|首jI1: ::'f :t. ｉ 湖西建材協会々 μ Ｖ 干上の新ｾ材の紹介

説明もあって大盛況鰹に会を終ったが，一| 面J i' i するとこ

ろ多大なものがあったこ とと 忠われる。

きことと感じているにもかかわらず何等お役にたつ

こともできなかったととを申訳なくも恥しき限りと

も考えている。

ii 災前の協会は設備，建材部の方は特別賛助員や普

通賛助民と称して役貝の資格も選挙権もなく，設計

官公庁方面の会貝には先生をもって柄、し，すべてに

述! 弘勝ちの体であったが， ii 業後機構改革され正会員

として平等の立場に置かれ，例会や午さん会など席

上でわれわれ業者も一人前の待遇を与えられたとと

を喜ぶと述べ，この上はさらにわれわれ業者のプラ

スになるよう役口各位に要望されていたことが頭に

残っている。

建築会館建設は終始熱心で「君も在職30年の一大

事業として後世に司王絞を残すよう是非達成せよと励

まされていたが，御生前中その目的が果されとれの

みは御本望の一つであったととと息、われる。

3月7 日委員会中突如3ト報に接し夕方手島常務理事

とお宅に御弔問の際，とくに正燥さんから御診と別の

機会を与えられ拝姿する と何の御苦痛の跡もなく ，

全く数日前お自に懸ったままの安らかなお姿でお眠

りのようでいまにも活しかけられる心地して愛惜の

念一度に沸き起り，ただうなだれて涙のとみ上げる

を禁じ得なかった。

￬ｪ 災前戦時中 ｉＡＡｾ 尾御仮寓の際，往復Ｇ，｛ｬ Ｑ 与をともにし

たとと，花園に御住いのころのとと，魚釣りが健康に

ょいとてピクを持っていられたとと，俳句を楽まれ

たこと， 20年前事務職員が雀の巣のような家を企画

以来沼気工事をお願いしたこと，私の病中病後薬や

療法に心を煩わしたとと，積善の家に余栄あり，君

もしっかりやってくれのお言葉等々，走馬灯のよう

にありし日の想い出を追憶しつつ1 : ' きならべ永年に

亘る公私御愛情を感謝して謹んで御冥福をお祈り申

上げます。 32 .3. 22 ( 大和l属託記)

午 餐 会

13 日 11 時半一一2時 於 大 阪 建 設 会 館

会貝の呉羽紡絞元木貞次氏が，中米サノレパドノレの工場

建設を終えて帰朝されたので，歓迎を兼ね午祭会を催し

た。本会として，新築なった大阪建設会館の始めての使

用で，久し振りに和食の午餐会を行った。竹陵会長ーの

挨拶の後に一同歓談担に会食を終り，続いて元木氏が似|

面によって中米の気候風土と建築の関係についての詳細

な調査体験談と，これに関連して資材の現場入JEf に|対す

る汗心を語られ，なお同氏帰影の天然色映画を説明しな

がら上映して，現地工場の建設状況や， '1' 米の娃築その

他珍しい) f f i I . 物を観: n : ，海外における往設工事に関してJI “

常に参考となることが多かった。当日の参会者39名。
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関 西 建 材 協 会

建材説明会打合 9日3- 5時

三和，浪速，能率風 ｧ ，山本ｾ材 ，山 本潔 ，田島， u  

宝，新興，各社出席事務局長より経過報告後下記協議。

岡山市， 2月19日スローノレ，ジシグノレ，プラスチッタ，

ヒノレコシ，ハー ドボード，能率風呂の各社出総建築協会

よりコシクリート指針出論決定。

なお，大阪，徳島，津，岐阜，福井，盛岡，米子の各

地を予定申合す。

特別展示社打合会 12 日11- 2時

室谷j盟事長外，住友林業¥太平ベニヤ，談話室で展示

; だ胸打合，なお経えて 14 日- 4出品者再度打合せた。

特 別 展 示 会

16 1::1 ( 土) - 22.  3日まで6 日間一階展示場北室中央部

にて I)fl 始，毎日 40- 50名米鋭盛会，展示品ピ才ジパネル

岡山県講習と説明会開催 19U  1011寺- 6時

| 吋山県必築士会， 日本建築協会並関西主主材協会主催

。もとに開催，会場産業会館大ホーノレ満員。l 250名〉入

場省統き交付- 混雑のため， 10時半I)IJ 始 ， 川 野 県 建 築 課

民主催脅代ぷi } IJ 会挨拶，コンク 3 ー トnlii ..r. 指針につき正

午まで央島博上，正午休恕11時- 21時30分まで Fのとおり

往材説明。

ν ングノレにつき( 岡島) ，プラスチック( 三和) ， ヒ

ノレ コン ( u宝) ，ス ロール( 山本) ，ハードボー ド ( 浪

. i 1i 合似) ， 21時30分- 5時コンク Dートl J ui . . r . 法とアメリ方

斗::JJ 。スライド説明中出定夫( 竹中本l占工事部長) 以上

終って高原岡山建築士会長閉会談拶後解散。

( 速くより泊りかけの米総者ーなどあり ，終了まで熱心

l際取されたことは一同感心した)

建物保全部会 21 即 時 - 4時

栄光社( 代) ， マノレνγ ，ケ ントク( 代) ，東日本化

学、水島( 代) ， i甫谷，山崎( 代) 出席。

・ 2 月 分 会 報

当番幹事栄光ネ上司会，新年会不足金は欠席者点日本と

沢田二社より会資負担申合せ，爾今無断欠席は会資徴収

申合す。部会茶ｾは部会費より支出当番幹事の負担とし

ないこと，特別親i陵会規約原案を検討したが本日出席少

数のため次回再検申合す。部会P.R. パジブレット作成，

会各誌広告，事務所業社， ピノレ管J l J l 者関係を招き午餐会

を聞き説明会を催すこと。内部面の強化を図ることなど

意見交換。

大阪建材説明会開催 22 日2時30分- 5時

m長会館 4 階fとて開始，室谷理事長ーならび事務局長司

会，岡山と同線メンバー! とて六社出議伎会終了。

( 申込130人余ありしも会場立錐の余地なく満L].75人

を以ってお断 りの止むなきに至った) テキスト ，カタ ロ

グ，ミ? ー配付した。山読者νγ グノレ， スローノレ，能率 ，風

呂， ヒノレ コシ，ハードボー ド，プラスチック。

ｾ＠ ひ

KK明正社新社屋娘露迎! 事志垣正次氏経営のゆj正社にて

は旧冬庖舗を市内樋上町に移し，自社品展示場新設ｾＮＮ，［［拡

張発展，本日 10時- 4 時まで拡く放尿パーティーが催さ

れた午後 2 11寺過ぎ，中村会長，大和事務j心長祝怠を表し

たが，そのほか会日多数招かれ盛会であった，1日l祉のま

すます発展あらんととを祈る。

会 員 の 言 ト

ｬ 刻凶石材 版 社長上山元市氏とと Ｒ Ｉｾ ＲＳ Ｑｊ御逝去Ｈ休 ＱＱ )  

の事を 聞知したので Ｒ Ｕ 口金光総務部長と大和 ｌｊｽ Ｎｭ ｊｾ 長は

岡本土に参上. 本会を代表弔意を表した，謹んで御冥穏を

祈る。

なお建築会館運営委貝長日建設計KK榊部長母'l 主御逝去

の幸授に接したので( 同社は昨夏まで展示場無料借用の関

係等あり) 大和事務局長は手島協会常瀦理事 と26 日午後

伊丹の悶邸に伺い告別式参列弔意を表した。

信用と誠実をモットーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑨ 

事

」畑一j ti

ノL
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27 日

JI!i硝 子KK大阪え・! 占中村特極係長名古屋支l占転出挨拶米

71:  ，後任特種ガラス謀長暗証国六郎氏， 係 長高橋敏夫氏同

伴紹介。栄光社より床窓清掃来館施工。

ピオンパネル特別展示会絡す

2 月16 日( 土) ｾＲ 月 ＲＳ 日Ｈ土Ｉに亘る Ｖ 日間 ， 展示場

木会館 1階北室中央にて開催，WJl iJ J中毎日 50名内外観覧

おーあり質問照会等あり，有意義に終った。

出 品 種 類

ピオンアート ・ピコ( : Y リバー ・ピコt :Yノミーケッ ト・ピ

才 γ トー シ ・ピ; t : Y フォーノレ ・ピオソコロナ ・ピオジグ

ノレーフ

出品社名( ピオソパネル特約庖)

住友林業株式会社大阪支庖

神戸営業所神戸市生田区栄町 1 丁目

太平ベニヤ製造株式会社

大阪市東区横堀 6 丁目

林 ベ ニ ヤ 商 会

大阪市浪速区稲荷町 2 丁目

K  K 日 比 昌 一 商 庖

大阪市西区北堀江御池通 1丁目

K  K 平 安 建 材 商 会

京都市中区河原町通夷川上ノレ

丸 中 木 材 株 式 会 社

大阪市浪速区桜Jl1 1丁目

K  K 室 谷 i溜 庖

大阪市北区堂ピノレ 干⑧2021番

以上各社より句口出場説明と来観者l乙接待した。

日

1 日

必 ｪ 原岡山ｾ築士会長 ， 山本岡山以往築ｴＡｩＡ主 ｊ ｊＨ 米会，手

lゐ盟事，大和事務局長ーと月末挙行濃密会諸事協議。

2 日

山本| 吋山県姶築泌主引と隊内主' j ( rw，付各社巡ぷj 山J H11勧

.ao 

8 日

事務局長は神戸出張，神戸市役所j添田佳設局次長，中

川営* i ii 県長，影山雄官経深長訪問. 午後，神戸大学， fl 同

士訪問兵J i l < 県，福井山陰方面ほか各地説明会IJl j催に協力

}j 依頼。

9 日

111i j 30分- 2時30分中山会計部民会社検| 刻。

10 日

311寺- 411寺中山会計部長帳簿検閲。

14 日

誌

〒① 1373番

干@ 0049番

干@ 5361番

〒@ 1231番

〒@ 1828番

〒① 566番

会貝各社は精々利用される よ うお奨め

する。

特別展示開催

大阪府労仇部失業保険課より事幼児11: 決L J . 失業保険苔号

下のとおり通知があった。( 大手 li 可UI] 〒* ( 94)  23431fi: 

16 

事業所苔号 No・34811 号仕払賃金額一丁百百す一

15 日

特別展示 1 時より出品各社出場展示した。

三' 同化学KKより窓床掃除* たり全館胞工す。

17 日

日11選出動，威内，上杉，野尻 3 名22 U 大阪説明会. i ! l l 知

発送す。

18 日

大和事務局長は建築協会手応J 1 J l 事，拠品開上， rl' 出竹

中工事部長と岡山講習説明会出張説明会を終え 19 日夜 10

時帰阪。

23 日

ピ万ンパネル特別展最終日 5 時30分まで来観者あり，

6時娘会仰に閉会。

l必内主事岡山展視祭と事務打合せのため. 岡山市天満

出デパート展覧会場ならびに岡山県庁に派迂i，24日夕帰

阪。

25 日

大阪府へ本会が本自におよびたる事業につき，治結調

ｉｾ を作成提出す。Ｈ大阪府建築士会経由〉

守

広
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

批
必』

: ZI ;  浅 海 電 気 株 式

雄正海浅取締役社長

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山・小倉 ・札幌

電 気 工 事 設 計 施 工

変 圧 器 電 動 機 電 気 冷 蔵 庫

電 気 洗 濯 機 販 売 修 理

藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8' 9 1 - 5 蕃

場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東一丁目ニ0

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山・ 広 島

エ

工

営業所

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

電 気 設 備 工 事

震 計 ・ 施 工

社
. A.  

ｾ＠株 式気朝 陽 電

騰

大阪市北区曾様崎上一丁目四一

電話 大阪 ⑧ 8131代表- 4

東 京 ・ 新 宮 ・ 御

村
. 6.  

ー，
取締役社長

社本

大阪市北区中之島三丁目三 朝日ピノレ 6 階

電話大阪局 @8851番 ・@9531・1334・2351

大阪市西区土佐堀通リ四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @ 0 1 4 0 ・4 5 9 5 ・7 5 6 3

ネ土本

営業所

坊営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本社大阪市東区北浜三丁目四七電話北浜⑧ 7TJ - 3  

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0  1  0  

支 底 松 阪 市 本 町 電 話 1  3  

出 張 所 東 京 ・名古屋 ・神戸 ・直方 ・田川 ・大分

λ  
N F ノー ヒューズ分電盤 N F ノーヒューズ配電盤

鐙 光灯 ・モ ー タ ー ・変 更 器 ・冷 暖 房 ・エレベータ 一

三菱電機株式会社元扱后

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四三番地

電 話 本 町 ⑧ ( 代 表) 0 6 7 1 - 9

三 菱 電 機 製

業エ上株 式 会 社 野

式

社

株

会

百京三暖冷房 ・水道 ・衛生

設 計 施 工

大 阪 電 気 高

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸姻南通一寸目三七番地

電話土佐堀@ 代表 5 2 3 1 番

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 二 丁 目 一 番 地

電 話 京 橋 ⑧ 代 表 6 2 9 1 番

名古屋市中区南ー平町二了目一番 地

電 話 中 @ 代 表 4 4 9 1 番

京都 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・熊本

札幌・ 仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

ム

一与

会

設計施工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

主民

給 排 水

暖 冷 房

ヨド

東 京 支 庖

名古屋支庖

域 口 庸 平

太 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話豊崎@7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前・電話砥圏⑥4945- 6

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話元町④5892

代表取締役

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

粛 藤 省 三 商 庖

京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ J レ6 階 6 7 6 区

電話和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐掘通大岡ピノレ714号

電話土佐掘@1568 ・1569 ・.2594

札 幌 ・北 四 ・西凶( 札幌 駅前)

包 話 札 幌 ② ∞10 ・0956③4661

名 古 屋 広 名古屋市中区南大津通一丁 目手 代

回生命ピノレ522号室

電 話 中 局 @

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式ノレーフドレイ シ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l頼度町通一丁目四四番地

電話本町局⑧代表4496- 8 呑

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ制中12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8 審

金沢市高岡町三五電話金沢本局②2074

福井市械之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一O六 ノ 三 電 話 高松5195

所

大 広阪

出

創 業

大正二年

株式

会社

東

張

広

6  6  7  

幌キL庖

所

所

所

一

業

張

張

一

営

出

出

一

沢

井

松

一

金

福

高

一

2

本



l暖房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

段 針 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

話｀ ｾ 代表 Ｑ 1  7  1 番

i 代 表 1 3 5 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁目 電 話 ⑬ 代 表7151

名古屋市中区材木町 1 丁目 電 話 @ 27剖

京都市下京区烏丸通松原下ル電話⑤ 1989 

神 戸市生田区北長 狭 通2丁 目 包 括 ③ 代 表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 包 括 ② 代 表4735

社
須

暖房 ・冷関 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

2京 支 庖

古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗橋三 丁目壱番地 ・電話代表26局 2951

3076 

本社 東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支后 ・出張所 名古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中著者 ・六 郷

給 水・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装世

空 気 調 和 装 置 及 術 生 設 備

設 計 施 工

社材建

株式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

A

Z

 

式株

本社及東京支活

営 黛 所

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 祷

東京司匹務所 東京都港区西芝浦三丁目 一番 地

電 話 三 回 @ 9 3 7  1 番

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市北区堂烏北町一四 ⑧ 代 表7031

東京都港区芝琴平町凶o @8478 ・1470

名古屋市中区新栄町二丁目 ー ⑨1820- 2

福井市宝永上町一O 五 ② 1596 

広島市石見屋町五五 ② 1773 

福岡市業院大通一丁目一七 ③ 1158 

株 式会社

本 社

出張所

大 阪 支 庖

大 阪 市北 区 中 ノ 島 三 丁 目 ( 朝 日 ピ ノレ九階)

電 話 本 町 ⑧ 8 8 5 1 - 9

東 京都中央 区八 重洲 三丁 目 七

名古屋市中区西万町二丁 目 ー

地

事

骨

地

審

三

番

・

穏

4

審

三

ド

・
ー

メ

任

~

九

4

目

7

じ

泊

同

!

丁

1

一2

丁

3

二

目

儲

ニ

9

町

l

八

5

生

工

北

3

木

:

通

dT

Q

1

手

@

E

、

山

富

3

荒

u

道

施

興

U

g

r

t

e

'P

区

h

宿

区

J

A

--3

H

F

烏
・

1

新

四

国

元

-

1

・

福

福

生

房

設

、
執

E

判

長

市

都

証

明

市

商

白

河

社

阪

話

京

一
戸

冷

，

‘

役

大

相

旧

東

信

神

電

媛

批

判

取

社

A. .  

; ZJ t  

株 式会社

唐

本

支

出ｾ所

空気調和装也、各種冷凍機

設 青| ・ 製 作 ・施 工

i援 ・冷 房 ・空 気 温 j思度調整装置

東洋キャリア工業株式会社

工施

ふ

l

-
ヨ
ロ設

庖

大 阪市北 区堂島船大工町五三務地 ( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑧ 局 8 3 5 6 - 8 3 5 9

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 l砲町三丁目 二 四番地

出 張 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 足 立

支阪大

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市 北区中 ノ島 3 了同 3 番地( 朝日ヒソレ7 階)

話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5  9  

社 東京都千代田区神凶駿河台 4 丁目 2 番 地
本

CONT RACT OR PAI NTI NG 

負
き #

I1Fl  
事工装塗

工業 JH7主主ll3誕用各極石灰製造販売

小 野 出 セ メ ン ト 特約販売) ，1' ;

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

庖装塗林

式

社

株

会
大阪市北区曾綬崎新地三丁目司王十三ノー

( 市屯桜橋停留所前) 電話大阪⑩ 1274 - 6

支 j苫 ・徳 島 ・や1
1 戸 ・姫 路 ・東 京

T E L . 大 阪 @1756- 7 ・東 京 @ J 1335 

3  



ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は

|山人 アスファルト同業会関西支払戸I

k. k. 井 上 浄 夫 商 腐

k. k. 石 田 建 材 庖

日 本 渥 膏 工 業 k. k. 大 阪 営 業 所

日 本 建 霞 興 業 k. k.

日 遷 化 学 工 業 k. k. 大 阪 営 業 所

日 新 工 業 k. k. 大 阪 支 広

東 亙 工 業 k. k.

オリヱンタ) 1 . . アスフアルト工業 k. k. 

大 阪 耐 厳 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k . k.

カ ナ ヱ 商 庖

米 国 工 業 所

大 恵 工 業 k . k.

高 野 ア ス フ ア ル ト k. k.

田 島 応 用 化 工 k.k . 大 阪 出 張 所

k. k. 大 和 商 会

内 外 工 業 k . k .

中 西 涯 膏 産 業 k. k . 大 阪 営 業 所

k.k. 長 野 商 底

内 田 商 会

梅 本 石 油 k. k.

k. k. 久 保 商 庖

マ ) 1 . . ヱ ス 工 業 k. k.

丸 善 石 油 k .k.

松 本 涯 膏 工 業 k. k. 大 阪 支 腐

前 回 商 后

k. k. 双 葉 商 会

L
民

b

a

L

M

且

k

k

核

組

大

協

共

k

工

工

松

化 工

阪 朝

和 建

栄 涯

木

k. k. 明

清 水

k. k. 新

石 井 建

中 出

三 情

有阪会社

k.k. 浜

青 盛

古 市 断

正 和

英 社

盛 社

商 会

板 製 造 k. k.

日 濯 膏 k. k.

材 工 業 k. k.

膏 工 業 k. k.

下 値 三 商 庖

正 社

興

光

K

庖

社

L

民

..... 
:u: 

大 阪 市 西 区 江 戸 訪 日 下 jill l 丁 目 7

大阪市東淀川区 兄 今 里 北 通 l T 目31

大 阪 市 北 区 吉 岡 PIJ 4  0  

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 東 淀 川 区 郷 上 通 3丁 目 39

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 40

大 阪 市 福 砧 区 上 福 島 北 通 2 丁 目 31

大 阪 市 浪 速 区 幸 III J 通 2 丁 目 1

大 阪 市 北 区 浮 間 町 8 2  

大阪市城東区野 江 東 之 町 4 丁 目 104

大 阪 市 北 区 空 心 l町1 丁 目 3 0  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 43

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 日IJ 1  6 9 0  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 上 通 2丁 目 42

大 阪 市 西 区 京 町 期 上 通 1丁 目 14

大 阪 市 南 区 高 津 四 落 丁 7 3

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 川 11 目 51

大 阪 市 北 区 老 ;怯 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 6 T 目 8

大 阪 市 北 区 万 才 nlJ 4  7  

大 阪 市 西 区 新 町 北 iffi 1  ] 目 5 2

大 阪 市 北 区 奥 砂 Il lr 5  

大阪市福島区上福島南通 1丁 目 152

大 阪 市 南 灰 長 期 締 筋 3 丁 目

大 阪 市 部 品 Ix . 都島本通 7 T 目 45

大 阪 市 首 l孟 江 戸 期 北 通 51 自 35

大阪市東淀川区木川 西ノ UIJ 2丁 目 6

大 阪 市 西 成 区 柄 通 9 了 ド1 2 4

大阪市城東区西 ｉｉ｜ｉｾ !Jl f  6  -J 目 43

大 阪 市 北 区 道 本 IIIJ 4  1  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 南 銅 江 ー 蒋 II IJ 1  4  

大 阪 市 東 淀 川 区 悶 川 通 5 T 日 91

大 阪 市 東 区 船 越 PIJ 2丁 目 3 4

大 阪 市 西 区 江 戸 府 南 通 5T 目 35

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5  

大 阪 市 北 区 鶴 野 UIJ 3  4  

大 阪 市 南 区 塩 町 通 2 丁 目 1 3  

神 戸 市 兵 庫 区 荒 岡 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 IIIJ

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2  0  

松 山 市 一 番 町

( イロノ、 )1闘)

(44)  3520 ・4564

(37)  3340 ・3505

(34)  1804 

(23)  2771- 2 

(37)  1お0 ・1802

(53)  5281- 3 

(45)  '914- 5 

(53)  4050 ・4190

(37)  1333 

(33)  3679・“ 81・8471

(35)  2922 

(75)  7271 

(47)  3131- 2 

(44)  2148 ・4164

(44)  809- 10・1773- 5

(64)  1日8 ・1905

(64)  3434- 6 

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

(36) 蜘 ・ 2841 ・29前

(53)  9515- 6 ・9585

(34)  207- 8 ・必36- 7

(45)  2360 ・2030

(27)  1251 ( 代)

(34)  4230 

(44)  5223- 4 

(37)  3375 

(66)  8861- 2 

(33)  4460 ・8288

(34)  8臼3

(37)  1746. 5侃 8 ・8743

(53)  4520 ・8401

(37)  6002 ・857

(94)  4255 ・5727

(44)  5必8 ・5486

(34)  8157- 9 

(37)  1お3 ・2933 ・9377

(26)  7195- 7 ・4464

濃川 ( 5) 2697 

濃川 ( 5) 4630

元町 ( 4) 6930 

(  2)  4272 

尾道 27ω

中 ( 2) お81- 2

高 松 4239

松山 525 ・1159 ・2159

4  

費量

商

材 有 限 会

商

工 業 所

小 野 甚 商 庖

原 豊 商 庖

建 材

熱 工 銭

商 司E

k. k. 

k. k.  

k. k.  
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U精 E 守ど3，二審んi;'号事殊令書及

ビ オ
;...- ".， 

ピ オ 二〆 ア

一
ト

ビ オ 二〆 ト
一

ン

ビオンｾ Ｂ ーケット

ビ オ ン コ ロ ナ

ビ オ 1ノ フ オ ー ル

ピ オ ユノ グ ル ヴ

製 造 元

総 発 売 元

本 応 大 阪 市 東 区 北 浜 五 丁 目 二 一

支 社 東 京 都 中 央 区 日 本 絡 通 一 丁 目 二

支 底 名 古 屋 市 中 区 朝 日 町 一 ノ 一 五

其 の 他 支 底 出 張 所 全 国 主 要 都 市

5  



優 秀 機 能 ヲ 誇 lレ

岩 佐 式

R ヨ園

最新 J 機械設備

最高/ 設計トチ支術

不続/ ，研究ト政良

日東プラスタ ーボード

l汲 音 ボ ー ド

ラ ス ボ ー ド

日 東 プ ラ ス タ

クリームプラスター

ボード用プラスター

N H プ ラ ス タ ー

キ - :;/ ズ セ メ γ ト

ド予' 一。サ‘ ヲミJ エ。メ須ルラス

椋式会君主岩佐鍛工期

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 乗 二 丁 目 三 一 番 地

T EL 5定)IJ (4ワ) 代表4351・4352・4353・0903・0904

@  

日 東 石 膏 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大阪市南区) 1 阪慶町 四丁目 六六番地 電話@0094番 a ・4848番

肉 併 式 文 拘 イ ヲ イ ト

4 0 年 の 技 術 と 経 験 lと よ り 完 成 さ れ た 天 窓 装 置

ワ イ ヤ 波 型 硝 子 完 全 葺

肉例式ペシチレーター

ヨシ子=アヌ並に筒型 !32221

2i rfi ZJ ff ゑ 設 計 施 工

焼成圃 ｅｾ
耐 火 ・ 断 熱 ・ 軽 量 ・ 保 温 ・ 保 冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

大 阪 市 東 区 南 腿 橋 3 ー 7

日 宝 蛭 厄 株 式 会 祖

T  E  L  (23)  1  60  1 ‘ 5627 ・5 628

6  

絶 対

廉 価
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E 置

駈s・a
東 京 鋼 板 工 業 株 式 会 社

ュ;

ター:

:--ツサJ レチス

阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地( 衆鴫ピノレ三階)

屯 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8

アドJ!" チス

大

木 社 及 工 場

東京都荒川区尾久間IJ ;i ノ1. 000

ス チ ー ル シ ャ ツ

電話荒川@8131-4

戸 締 ノ 政 章

PAT ENT S  No: 414855 No:414856 No:35528 

庖舗、倉庫、ガレージ等ニ最適デスゅ開閉ハ

片手ニテ軽ク揚ゲ降シ致シマス 価格ハ至極

低廉デス 御一報係員参上、カタログ進呈

-大 阪 府 営 堺 宿 院 J苫 舗 付 共 同 住 宅

スカイライト並開ベンチレ+
岩 元 式

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄棚

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

業 株 式 会 社

大阪市東成医以今 .'J1.ll IJ 4 の40;

屯訴: rk ⑧ 8 8 7 0 ・9 3 5

エ
一

冗

柑

山
石

@  

社
d. .  

ヨ::c式株ト，，; メセ国豊

町

京

苅 田

阪 ・東

岡 県

倉 ・大

福

小

本 社

事 務 所

7  



開けコマ 扉 の前 !ζ 立っと ( 1mリJ 的l己扉 が1) 日く

7 : ; ツ クドア ー

カ タ ロ グ進 呈

ヱコノマチック

ドアーエンジン ( 空気式)

一般工場 Ｏￍｬ ｊ の強力な明 ｾｻ ［Ｎ ｾ ｾ ド アーエ ｹ ジ ｹ

で ｊｍ 御方式 ｬ ［ｴ ｪ ｬ ｪＱボ タ ｹ 式 、引 ｾＱ ぜりスイッテ

式、踏似式(r'j: 種 々の形式があります。

工場 内輸送の合川化、冷妓b; の効率CM! j 十年

のためJ止』ー御利用下さい 。

スーパーマチック

ドアーエンジン ( 油圧式)

UJ 'f町 、銀行 、病院、ホ テル その他 般 ピ

ホｾクリーナーｼ
J 〆 岱 〉 令 、 従 来 の も の と 比 較 し て

戸 智 = 胃 こ ん な に 改 良 さ れ て い ま す

-
.  
.  .  
.  

'  .  .  .  .  .  .  
，

 

A' 

，

 
'

 

会吸引力は日本工業規格の 3 倍以上

会 電気代は 1 日 15分使用 1 ヶ月僅に 15円

会機械部の二重 ケースによる騒音 の僅少

会広大 な牧鹿袋と逆流防止装 置 付

女モート ル刺l受に特殊 ボー J レベ ア リングを使

用する乙とにより為z命は 半永久的

会ラジオ ・テ レビへ の完全 雑 音防止器 !寸

〉シ j [ ，. ) そこア筏1fT提携く

住友系新日本電気株式曾社

大阪・ JR京・名古屋・広島・混 同・札 続・仙台・異聞 ・静院・金沢・日町Ll1

-.  

-

a

，

 

• • • • • 
・
.
，
 

C L - 2 0A 型

正価 ￥16.200 

(11; 明開; 品付〉

8  



新製品 ・H及?主( ナゴ ヤボー 1:

日 昌 工 業 株 式 会 社

3500 

本 社 大 阪 市 旭 区 生 江 田T 2  - 40 T E L  (35)3356 

7344  

東京営業所 東 京 都 l ↓ : 央区日本橋浜田T3  - 2  TEL (67)  

改訂虫歯補版

コ ン ク リ ー ト 施 工 指 針

￥330.  ( 会員￥300.) 送料￥35.

社団法人 日本建築協会発刊

新 工 法

地謹の令郎元nJ' 1出版中

杭 打 基 礎 工

井 筒 基 縫 工

施 工

建五-オ二4えよ Ij'!' 辛い

地 建 工 業 株 式 会 社

大阪市北 区 縦 雌 ヒ ・ 崎議 二511

ぷ許可，

J;kkk 

iBh 卜
ヨ邑色調1手 品';t::

hラーホート

ボij う54

1;TEらード

ぷU竺ル
.J.... ..，， (f可嶋主主主務 '.1

仇犠実務根
モf ルル ームへどうマ

うでも時イ惚'賞iこえをL ょうど努力 L います

2出 2歯画風間;

工場末阪市住吉区西加賀度町4丁目81 ・電話住吉 (67) 5109 

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

福屋工業株式会社

本 広 大阪市西区南腕江上通一丁目 Hト

電 話 新 町 @ l 3 4 2 6 - 7

石 綿 ・ セ メ ン 卜 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く グ

硬 質 石 綿 板 ( アスベストク ォー )

建物内外壁、間仕切、天井原 、

電気室、発電所、配電室、製鋼 、

ガラ ス工場の壁な どに最適

呈 カタログ

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1丁 目 11 の 9

電 話 銅 川 ③ 3 4  4 2  

9  

一 ｾ‘Ｍ‘



谷 山 製 作 所

シリンタ Ｒ ・レ Ｑ｜ ｾ ｉ｜ＺＯｆｉｾ Ｑｩ
縛; t ; r ，t ン式シリン? _ 銭

アンチまシリンタ.- 1富

シリンターナイトラッチ

シリン夕刊申 込 銀

各 禄 ;1 M膨込 l i大阪市寮淀川区Z浅庭先逼回 電話 霊椅 (37) 3117 ・7 7 2 4

各 種 銅 織 風 呂 釜 一 式

革協語呂・ ボイラー・ガ ス風呂

大阪市浪速区元町一丁目七四二 但シ賑橋電停前

日 ヨ 申 層l 昌 発 売 元

電 話 戎 @5313 ・8 1 2 8

コヌポード

日本楽器製高級合板

タ ム テ キ ス

ヤ八ズ・ラヌ

フローリンタ.

<8> 

目指商舎 建材部

神 戸 市生 田区栄町通2 ノ 39( 安 田火災ピル}

電 話 神 戸 ① 0591- 3番

陶管・ベンチレーター
鈴木式防火シヤタア

4主株』主 式 -
幸 商

.6拘

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

社 ニ :::Z:J; 

大 阪市北 区曽根崎上ー ノ四一

株式会社鈴木シヤタア商会
電 話 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ヒ ユ
-園田・・

ム 管

大阪市北区茶屋町三十三 番地

包 括 史 的 ⑨ 98 ・5837 ・8729

10 



大和洋瓦

風，雨 に 強 く

和瓦より安い

Q 売 元

大 仏 組 主イすま宮吋安

本 庖京 都市東山 区 今 ＱＱｾ 聖子 池田町 九⑥ Ｓ ＵＵＵ

大阪営業所 大 阪 市 東区内淡路 11汀一 丁 目 @  975 出彊所

b
『

i

戸

働

U
町

山

山

川

種

完

J

6
剥

劃

町

ト

各

値

n

受

芳

お

ボ

樹

容

百

田

M

M

ツ

湖

滞

士

ロ

日
制

厳

悶

M

7

式

社

刈
司

耐

天

A
戸

林

会

東邦商会

ず ｉｾ 衛生陶器
販 売 と 施 工

. 仕 感 謝 の 1芭

it 委'IJ ｾ掌窯業

大

阪

市

浪

速

区

元

町

一

丁

目

七

四

二

市

電

賑

橋

(

ナ

ン

パ

〉

電

停

西

側

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

話

戎

(

六

四

)

五

O

六

五

番

真空興理され

優 秀 瓦

燃えない建呆資桜

師

厄.7又粛~ド

努イ対ートーｾ
絶対に亀裂を笠じない劃期的下塗壁材

タイガー印

制師事易協温

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支底

社民集よ1 VJ A LぜAJ 4

金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国 道 電 車 野里電符，前

東 京 坂 巻 サノヒ Y ト商 会 氾 淀川⑧0417・4091

株式会社

吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生 国 区 長 狭通四ノ 一 地ｾピ ノ レ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五O 堂ピノレ5 階

T E L大阪⑧2021 ・3486 ・1141

ネ土

底

本

支

11 



、
、
，

ノ

型

脂

似

川

市

樹

化

寸

h
v

，
a

a宅

勺

必

尺

E

司ノ

'
u

t

。
，

u

ス

縦

×

エ

級

尺

叶

ノ

ι
J

ι
ν

ポ

硝

大阪営業所

本 社 東京都中央区銀座7 - 3 ( 朝日 ピ ノレ) 電話銀協@>2324 ・1598

三 三 N. G. C式

セ ル コ ン イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 関 西 総 販 売 庖

メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ D. M 38 番 責 任 施 工

責 任 施 工 米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

ア スフアルト防水工事

セ メ ン ト 防 水 工 事

内 外 工 業 株 式 会 社

J レ 舗 装 工事 脇 山 静 夫

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 一 ノ 五 一

耐酸ア ス フ ア ル ト モル タ J レ工 事 電 話 @ 3 4 3 4 - 6

M.K. 国ヌ口、y ク

製造販売 三国コンクリート工業株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 nl J 5  0 屯ぷ@ 9187 ・9188m

工 場 大阪 市作71区北}JIl 'fi )-;l II1T3丁口3孫地 fti 話 師事 4 4 6 4 (ft

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

平田建築構造設計事務所

所 長 卒 固 定 男

大阪市 東 淀川 区三津 屋南通一丁目 三十九番地 T E L  @ 5  4 03 

12 



式

式

式

吉

岡

古

同

吉

岡

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

民ｾ
高 製 所作株式会社

本社工場 大 阪 市 東 区 谷 町 五丁 目二八 電 話ー東 ⑧2969 ・0444

一般製品スチーノレ

スチーノレ

スチーノレ

サ ッ シ ユ

シャツター

ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双胸の四而が飽り合され自然に気密度 が高い。

神高型竪形と出し窓

両 闘 きや片閲 きに代る堅持Zで耐 久な構造。

連動突出しと出 し窓

と出しと上釣 りとが完全 11 : 平衡述結され操作軽

快、開閉確実、体裁優秀な新型。

逓 増減 分 銅 付 きシャツター

大型シヤ 7 ターも軽くはやど開閉出来 る。

新 規 製 ロ 普及型上吊り引違い窓

諸民ロロ

ー-- 質 笑墜牢で最も ｡ｾ 価・校 舎 宿 舎などに最 適

合資会社汎建製作所

話 此 花⑧>2903・4461

鉄材が少く てすみ施工簡易な格納庫 ・工場 ・体育館の建築には
官公庁御型車問 耐贋園甘風木材後合金具

住宅、工場、学校、集会場、体育館にまた 2 階棄に

“ ORI MOTO"  DI AMOND TRUSS 

ｐａｔｑ 武ヂベ ｊｾ

P A T Q 武クランプ

設計の御依頼に応じます く胞工は御 自由です〉

カタログ及び般計参考資斜贈呈

考 案 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 兜 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 機 殻 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角) T P L  (OT) ω43 ・7創w・7脱i 2

13 



強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・( 電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 組 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

雲言峰
I U. I  

局Z 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸期上通 1丁目 8 番地

電 話 土 佐 掘 @ 2  1  8  1  

底



滑 り止・軽 量 ・耐 火・防 蝕 の 特 質 が あり

木，鉄，コ ンクリ ー トlζ 完全密着するマスチ ック ・フロー リ

ソグです

主なる用途 化学工場床 ・船舶甲板 ・プラ ッ トホーム ・廊下 ・そ

の他何れの床にも耐久性で調和 のとれた色彩に応じら・れます

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大阪市北区高垣町80 電話大阪⑧0178 ・4161 (代)

⑪ 

日

満

全 ゴ

国ム

害 総 タ

属代 イ

工理 ル

円 浪速建枚工業様式曾ピ

ＨｾＩ浪建式 ＱＱＱＱＱＱＱ 州 ＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ 州一

霊

雲

=

霊

喜

蓋
-冨冨EE一E一霊霊霊-霊=霊霊霊=量塁霊一-=芸==E==E--===軍一=芸一=--=華霊一=革霊霊霊一=喜軍霊一==霊--量霊一E歪窒雲z
霊董
雲

一-==軍雲=芸-書妻妻一霊霊霊華華芸
一芸一一=冨霊--=芸霊=芸霊-量霊=呈-昌=E雲一E喜一EE翠一惇鷹鷹一

一
一

ア

'

タレペオ

シュス チ ー ル サ ツ

シッャ ター

一 製 造 販 売 一

本 社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東( @1171- - - 3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽飴ピル六号館ω7号室 電話東京@ 4611

福岡営業所 ・程 岡 市 天 神 町 三 番地( サ ンビル内) 電 話 福 岡 ① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

15 



16 

セメント防水有Ij ｉ 毒性鵜的 Ｑ Ｎｋｾセ行く

J I S合格呂め御使伺をZF

i.I : . 1ケ: . 1

防 水 斉IJ ・ 議 給 剤j

セ〆ント・る灰・フヲズターの着台芸f ' J lei 純鉱物，ti. 絶対手笈、e

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イAr tp回りの場合 I ま

シ レ 17 レセメントアク酬の御健闘を

水溶性特殊姥着剤むこ1'1シ糊・桜印齢化黄・

ラスヒザ:J ・末広布建・其イ世特殊材料発売元

( 聖録御通知次第御送附致予マス)

株 式 舎 社 新 興 建 枚 エ 業 所

大阪市西区目、ソ犠・' 電話新聞 ( 53) 1988・9720香

五場大阪市住吉区東長居間36. 電話住吉 ( 67) 212番



〔近 後〕

友 工 業 株 式 会

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里町655

大阪セルロイド 会館内

電 話 南 ⑮ 8 0 3 1 - 4

合 名 会 社 利 倉 幸 商

大阪T l i南区長期橋筋 2 ノ20

( 日本総電停前)

包 話 南 ⑮ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市rt'京区河原II IJ ! Al 川下ノレ

qi 話 ③ 3 2  9  9  

株式会社

ネ土

庖

木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸期南通 5 ノ35

電話土佐J I i i ! @5408 ・5486

株式会社

久 保 商

大 阪 'di 北 医t . J ; 砂 OIr 5  

屯活大阪⑧207 ・4836 - 7

庖

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京都市上京医大符通四条下ノレ

石

屯 J正壬 生 @4  4 6 8  

井 建 材 有 限 会

iJI' f '  di JI< W 1><. 此 川 IlI r 1  

i1! ， ￬ ，ｾ淡 川 ⑤ ＲＶＹＷ ・ Ｒ Ｑ ＴＰ

社

〔中国・九州〕

青 盛 建 材 株 式 会

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8  

包 括 中 ② 2 2 8 1 - 3

社

青 盛 建 材 岡 山 営 業 所

岡 山 市 東 田 町 3

電 話 ② 7 9 1 1 ・8 1 6 9  

青 盛 建 材 福 岡 営 業 所

福 岡 市 凶 行 寺 前 町 1 4

電 話 東 ③ 1 2 2 5 - 6

〔東 海〕

株式会社

名 建 商

名古屋市 中区宮出 l町41 ノ 2

Ｗ ｅ 話 中 ｾ ＱＳＲＹ ・ ＲＱＰＶ ・ ＲＸＱＷ

合資会社

.c.. 

:Di: 

岡 田 建 材 庖

1' ，六 li4. di Vlil 話回絢井111]" 2 ノ12

15. 託凶⑨ 0 1 2 1 ・.2 0 5 7

【専属の職人養成並指導】

和 泉 産

大ｼ双 山市 ｉ ｾ 円本 ｎｴ ｪＩＱ ｪ 2 ノ36

fG 訴 l主! @3 2 8 6

業
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ｕ 友 Ｗ ＶＮＯｾ
電話⑧3416 ・1668K Kケシトク大阪市東淀川区新高南通 1- 14

ドアー

ｾ審議 ｴ
電話南 (75) 507 ・3137 ・3138

電話堺( 102) 1586 ・4800 ・4801

電話泉尾 (55) 2  2  3  
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大 阪 市 東 区 淡 路 町 2の 53

大阪市西区京町堀よ通 1の14

事 務 所
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